


表紙写真

仙台平野に広がる水田のイネ(写真:牧野周)

日本植物生理学会1999年度年会

および

第39回シンポジウム

講演要旨集

会期:1999年3月28日(日)-30日(火)

会場:東北大学川内北キャンパス

日本植物生理学会
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口交通のご案内

1)会場へのアクセス

年会会場の東北大学川内北キャンパスは， ]R仙台駅前のパスターミナル(西口パスプール)ののりば番号⑨

より，市パス(広瀬通り経由西の平長町営業所行き)， (広瀬通り経由青葉城跡循環)， (宮教大行き)， (青葉台行

き)，および(成田山行き)のいずれかのパスで約15分「扇坂」で下車徒歩 1分，または，のりば番号⑮より，

市パス(広瀬通り経由交通公園行き)のパスで約15分 IJII内郵便局前」で下車徒歩2分です。仙台空港からは仙

台駅前行きの空港パスがご利用できます。学内には，学外者用の駐車場はありません。お車での入構はご遠慮下

さい。

2)懇親会会場(仙台国際センター)へのアクセス

年会会場の東北大学川内北キャンパスより徒歩10分です。 ]R仙台駅前のパスターミナル(西口パスプール)

からは、のりば番号⑨より市パス(青葉通り経由宮教大行き)および(青葉通り経由青葉台行き)、またはのり

ば番号⑮より市バス(青葉通り経由交通公園行き)で約15分「国際センター・博物館前」で下車徒歩 l分です。

口参加登録受付

1) 28日(日)午前8:30より，講義棟A棟A103教室と A104教室で参加登録の受付を始めます。

2)すでに参加申込をされている方はA103教室の「予約参加受付」で講演要旨と名札をお受け取り下さL、。名

札は講演会場用と懇親会用の 2種類があります。

3)また，参加申込をされていない方(参加費を納入されていない方)は， A104教室の「当日参加受付」で手続

きをお取り下さL、。

4)講演会場内では常時，講演会場用の名札をご着用下さい。

ロクローク

お預かりする時間帯は次の通りです。夜間は管理できませんので，必ずその日のうちにお荷物をお引き取りく

ださい。

3月28日 8: 30~18 : 00 

3月29日 8: 30~18 : 00 

3月30日 8: 30~17 : 30 

口一般講演発表をされる方へ

会則第4条2項により，年会の研究発表の講演者は本学会の会員に限ることと定められています。したがって，

演者が本会に未加入の場合は，発表に先だって学会本部にて入会手続きを取って下さい。

1)発表はすべて OHPによって行って頂きます。 35mmスライドは使用できません。

OHP発表について諸注意

(1) A4サイズを使用してください。画面は縦横どちらでも使用できます。

(2) OHPの操作・進行は演者または共同研究者のサポートによりお願いします。全講演会場にポインターを

用意いたします。

(3) OHPランプは講演を終了しでも消さないで下さい。

2)一つ前の講演が始まるときには， I次演者席」に着席して下さい。
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3)一般講演は講演時間12分，討論3分です。講演開始10分後に第l鈴， 12分後に第2鈴の順に時間経過をお知

らせします。座長の指示に従い，必す.時間を厳守して下さい。

口会期中 (3月27日---30日)の年会本部への連絡方法

会期中(3 月 27 日 ~30日)の年会本部へのご連絡やお問い合わせは下記の電話 (Fax 兼用)をお使い下さし、。

電話は東北大学の臨時回線を利用していますので，会期期間中以外は絶対にかけないで下さい。

Tel/Fax 022-217-7575 

口年会およびシンポジウムについてのお問い合わせ

3月26日までの年会およびシンポジウムについてのお問い合わせは下記にお願いします。

干98ト8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

東北大学大学院農学研究科

日本植物生理学会1999年度年会準備委員会委員長前忠彦，事務局牧野周

Tel 022-717-8769 or 8766 Fax 022-717-8765 

E-mail: makino@biochem.tohoku.ac.jp 

口年会参加者への連絡方法

年会本部で受取った年会参加者等への伝言は年会本部前の「伝言板」に掲示します。会場内での呼び出し等は

行いません。また， I伝言板」は年会参加者相互の連絡にも自由にご利用下さい。

口関連会議

学会賞選考委員会 3月27日 14 : 00~15 : 00 

編集実行委員会 3月27臼 15 : 30~16 : 30 

編集委員会 3月27日 17:00~21:00 

常任評議員会 3月28日 12 : 00~13 : 00 

評 議 員 ~ 3月28日 18 : 00~21 : 00 

総 ~ 3月29日 12 : 15~ 13 : 00 

口懇親会

日時:3月29日(月)18: 30~ 

場 所:仙台国際センター(レセプションホール桜)

仙台市青葉区青葉山

Tel 022-265-2211 Fax 022-265-2485 

懇親会会場では懇親会用の名札をご着用下さい。
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東北大学遺伝生態研究センター 3階会議室

東北大学遺伝生態研究センター 3階会議室

東北大学遺伝生態研究センター 3階会議室

講義棟A棟A203教室

講義棟A棟A203教室

A会場



口関連集会 第 1日 3月28日(日 18: OO~ 講義棟A棟A201教室

「植物生理若い研究者の会」
オーガナイザー 玉置雅紀(国立環境研究所)

18 : 00 はじめに

18 : 05 シロイヌナズナを用いた茎頂分裂組織および器官形成機構の解析

相田光宏(奈良先端科学技術大学院大学 パイオサイエンス研究科 助手)

19 : 00 age; auxin altered gene expression mutantsの分離と解析

大野豊(日本原子力研究所先端基礎研究センタ一博士研究員)

19 : 55 おわりに

20 : 00 参加者親睦会

お弁当の予約は年会初日に，年会受付けに併設しである「植物生理若い研究者の会受付」まで。多くの方のご

来場をお待ちしています。本集会は，植物を材料に研究を進めている若手の研究者の中から「話題提供者」とし

て2名程話をしていただき，それをたたき台にした若手研究者同士の自由な討論の中から，植物研究の将来の方

向性を探っていこうと考えています。

第 1日 第 1日 3月28日(日 18: OO~ 講義棟 A 棟 A202 教室

「マメ科のモデ、ル植物ミヤコグサ:マメ科植物の形態・代謝

-生物間相互作用研究の分子遺伝学的展開」
オーガナイザー JII口正代司(東大院・総合文化，科技団・さきがけ研究21)

18 : 00 はじめに 一一マメ科のモテゃル植物， ミヤコグサの紹介

18 : 10 マメの形態・代謝・種子貯蔵タンパク・生物間相互作用の多様性

マメ科植物の分子系統と形態の進化 根本智行(東北大院・理)

マメ科植物の代謝 綾部真一(日本大・生物資源)

マメ科植物の種子貯蔵タンパク 藤原徹(東大院・農)

マメ科植物の生物間相互作用 河内宏(農水省・生物研)

19 : 00 分子遺伝学的解析・ゲノム解析

ミヤコグサ AFLP解析共生遺伝子の positionalc10ningにむけて

川崎信二(農水省・生物研)

ミヤコグサ染色体FISH 内海俊樹(鹿児島大・理)

ミヤコグサへの形質転換

ミヤコグサ cDNAプロジェクト

20 : 00 参加者討論
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青木俊夫(日本大・生物資源)

田畑哲之(かずさ DNA研)



マメ科植物はラン科，キク科に次ぐ大きなファミリーを形成し，形態・二次代謝産物・種子貯蔵蛋白質などに

顕著な多様性が見られます。また，根粒細菌との共生窒素固定系，種子を求めるマメゾウムシの寄主特異性など

は農業上重要で興味深い生物間相互作用です。本集会では，研究対象としてのマメ科植物のユニークさに改めて

目を向けるとともに，マメ科のモデル植物で、ある日本のミヤコグサ CLotusjaponicus)を取り上げ最近の研究動

向を紹介します。ミヤコグサの利点および将来性・問題点を明らかにすることによって，日本の研究環境でマメ

科植物の分子遺伝学的解析を実現する道を探ります。

ロサテライトワークショップ

日時:3月27日(土) 9 : 30~ 18 : 00 

会 場:仙台市青年文化センター「エッグホール」

仙台駅から地下鉄 (泉中央行き)で10分， r旭が丘駅」下車，東l番出口より徒歩l分

「植物オルガネラ研究における新展開」

セッション 1[""オルガネラの機能構築J(10: 00~11 : 40) 

1.葉緑体における Rubiscoの分解機構 活性酸素を介した分解 前忠彦(東北大)

2. DNA結合性とプロテアーゼ機能一一一CND41が葉緑体機能発現において果たす役割は何か?

佐藤文彦l，村上真也l，中野雄司2，茶谷大志1 (1京都大理化学研究所)

3. コケ植物における光合成遺伝子の発現様式

滝尾進l，鈴木崇紀2，山本 勇人佐藤敏生2(1熊本大広島大)

4.葉緑体PEPプロモータ (promotersrecognized by plastid encoded RNA polymerases) 

の選択的活性化機構 豊島喜則(京都大)

セッション2[""オルガネラ分化の分子機構J(13: OO~ 14 : 55) 

1.光化学系 I核遺伝子群の発現調節機構とその特徴

2.葉緑体の発達と同調した核遺伝子の発現制御機構

3.葉緑体の分化プログラムと転写因子シク事マ

4.細胞膜・液胞膜水チャネルの分化，局在化と発現特性

小保方潤ー(名古屋大)

柳津修一(東京大)

田中寛(東京大)

前島正義，土屋知寛，須賀しのぶ(名古屋大)

5.シロイヌナズナの光形態形成を担う因子の検索

山本l，吉積l，2，嶋田2，Deng， X.-W.3，松井1 (1理研東京理科大， 3Yale大)

セッション 3[""オルガネラ研究の新アプローチJ(15: 10~16 : 45) 

1.完全寄生植物を用いた色素体機能の研究 山田恭司，若杉達也(富山大)

2.葉緑体形成に関与する遺伝子群の包括的検索へのアプローチ 林田信明(信州大)

3.葉緑体機能発現制御機構解明のためのシロイヌナズナの活用

小林裕和，吉本光希，清水正則，小林京子，丹羽康夫(静岡県立大)

8 



4.転写誘導系のオルガネラ研究への利用 青山卓史(京都大)

特別講演「細胞の起源とオルガネラの統御」黒岩常祥(東京大) (17: OO~ 18 : 00) 

ミキサー:ウィーンの森 (青年文化セ ンターlF)(18 : 30~20 : 00) 

世話人:射場厚(九州大・理学部) ・小保方潤ー(名古屋大 ・遺伝子) ・河野 重行(東京大・院・理系)

連絡先:河原直美 九州大学理学部生物学科植物生理学講座

Tel/Fax 092-642-2621 

E-mai1: nkawascb@mbox.nc.kyushu-u.ac.j 

上記のワークショップを日本植物生理学会1999年度年会のサテライトとして開催します。ワークショッフ.への

参加は無料です。ミキサー参加者は，一般4，000円，学生2，000円を，当日会場で徴収する予定です。ワークショ

ップおよびミキサー参加希望者は，氏名，所属，連絡先を3月10日 (水)までに上の連絡先までお知らせくださ

い。当日参加も歓迎いたします。

口授賞式・受賞講演

〔授賞式〕

15 : 00 

〔受賞講演〕

第2日 3月29日(月)15: OO~ 16 : 00 A会場

選考経過報告

賞状授与

日本植物生理学会奨励賞

15 : 20 柿本 辰男(大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻)

サイトカイニン情報伝達系の研究

日本植物生理学会論文賞

15 : 40 佐藤直樹 (埼玉大学理学部分子生物学科)

一受賞論文一

Naoki Sato and Akira Wada: Disruption analysis of the gene for a cold-regulat-

ed RNA-binding protein， rbpAl， in Anabaena: Cold-induced initiation of the 

heterocyst differentiation pathway. Plant Cell Physiol. 37: 1150-1160 (1996) 
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日程表

第 1日 (28日) 第2日 (29日)

会場 午前 午後 午前

8:30 9:30 18:00 9:00 12:15 13:00 

一「寸ー
「ーーーーーーーー

参加

登録

シンポジウム シンポジウム E シンポジウム N 

A 着の能脂細植性質胞物ア膜・ンタ筒カン績ーパに(GPI) 型 ク貨と
そ おける
可能

オルガネラ研究合のブレーク
スルー一光成機能統御

と機細構胞の内解コ|ミュニケーショ
ン 明をめざしてー

植物グにおける光容環境 有品制~fiシナルの受 と
応答

細胞分化・

プログラム形態形成
B プログラム形態形成 オルガネラ分化

C 光化学系 1 • n 光化学系E 光合成・電子伝達

植物ホルモン・

生長調節物質
D 

植物ホルモン・生長調節

物質・細胞骨格

植物ホルモン・

生長調節物質

基礎代謝

(タンパク質・酵素)
E 

基礎代謝(タンパク質・

酵素・脂質)

細胞内輸送・分泌

F 情報伝達系 情報伝達系 情報伝達系

無機栄養G 
無機栄養

イオン環境
イオン環境

光合成細菌・

光合成その他
H 光合成・炭素代謝 光合成と環境

植物ホルモン・ 旺発生・栄養生長・
微生物 ・ウイルス

生長調節物質 生殖生長

水分・浸透圧J 
重力

水分・浸透圧
細胞壁

栄養生長・生殖生長・ シンポジウム E 生体膜・イオン輸送

種子形成・休眠・

細胞周期・その他K 植と光物に生よ長るホ制ル御モンの生合成
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日程表

第2日 (29日) 第3日 (30日)

会場 午後 午前 午後

13・00 15:00 16:00 17:30 18:30 12:1513:00 

11  

困
A 

4学
40 
周
年

義建
記念

企
画

シンポジウム V 

植生物物の物光理センかシらン見グた

シンポジウム VI 

植物重の成長調節機構
とカ-STS-95 
スペースシャトル実
験の成果ー

B オルガネラ分化 生殖・遺伝 生殖・遺伝

光合成細菌C 
光合成細菌・

光合成と環境 ~ 
植物ホルモン・

生長調節物質
D 

加齢・老化・

細胞死・生物時計 ~ 
吸収・転流・蒸散・

二次代謝
E 基礎代謝

(遺伝子)

基礎代謝

(遺伝子)

情報伝達系・

情報伝達(光)
F 情報伝達(光) 水分・浸透圧

温度G 
温度

傷害

傷害・微生物・

ウイルス

H 光合成と環境 二次代謝 ~ 
環境応答

窒素代謝 窒素代謝
情報伝達

細胞壁J 
形態形成・発生・

分化・成長・その他

環境による制御・

光質

生体膜・イオン輸送 生体膜・イオン輸送 シンポジウム vn 

K 光源構合と造成進がと化酸素憶 発生一 記する
起一
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シンポジウム I 第 1日 3月28日(日)9: 30~ 12 : 05 A会場

9 : 30 

9 : 35 SI・01

10 : 05 SI・02

10 : 35 SI-03 

11 : 05 SI-04 

11 : 20 SI-05 

11 : 50~12 : 05 

「糖脂質アン力一 (GPI)型細胞膜タンパク質と
その植物・菌類における可能性」

オーガナイザー 奥山英登志(北海道大 ・院・地球環境)

落合廉(北海道大 ・院・理)

はじめに 奥山英登志(北海道大・院 ・地球環境)

座長斉藤玉緒(北海道大 ・院 ・理)

GPIアンカー蛋白質とは何かーーその実像と生物学的意義一一

池津宏郎，田口 良，塚本喜久雄，小林とも子

(名古屋市大・薬 ・徴生物薬品)

座長落合贋(北海道大 ・院・理)

GPIアンカーの生合成:動物細胞と酵母の知見から

木下タロウ(大阪大 ・徴生物病研)

座長 山本勇(広島大・理・生物)

細胞性粘菌における GPIアンカータンパク質の構造と機能

落合慶，斉藤玉緒，舟本聡(北海道大 ・院 ・理)

座長 森尾貴広(筑波大・生物科学系)

植物・菌類に GPIアンカータンパク質はどのくらいあるか?

一一粘菌，酵母，アラビドプシスのデータベースからの予測一一

植物のGPIアンカータンパク質

総合討論
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森田直樹l，斉藤玉緒2

(1工技院 ・北海道工技研北海道大・院・理)

座長 西田生郎(東京大・院 ・生物)

奥山英登志(北海道大・院 ・地球環境)



シンポジウム 11 第 1日 3月28日(日)13: 00---17 : 00 A会場

「オルガネラ研究のブレークスルー」
一一光合成機能統御と細胞内コミュニケーション機構の解明をめざして一一

オーガナイザー 佐藤文彦(京都大・農)

杉田 護(名古屋大・人間情報)

13 : 00 はじめに 杉田護(名古屋大・人間情報)

座長佐藤文彦(京都大・農)

13 : 10 SII-Ol 葉緑体ゲノム解析のブレークスルー:in vitro系の開発

杉浦昌弘l，杉田護lJ，贋瀬哲郎l

(1名古屋大・遺伝子実験施設 2名古屋大・人間情報)

13 : 50 SII-02 ミ卜コンドリア機能を制御する遺伝子とオルガネラ聞のグロストーク

坂本亘1，Henri Wintz2 

(1岡山大・ 資源生物科学研究所フランス CNRS-IBMP)

14 : 30 SII-03 液胞/ リソソームにおけるタ ンパク質分解

一一オートファジーの分子機構一一 大隅良典(基礎生物学研究所)

15 : 10~15 : 20 休憩

15 : 20 SII-04 

16 : 00 SII-05 

16 : 40~ 17 : 00 

座長杉田護(名古屋大 ・人間情報)

ミトコンドリア病発症の分子機構

太田成男l，安川武宏l，z，西棋貴代美l，渡辺公綱2

(1日本医科大 ・老人病研究所生化学部門東京大・大学院工学系生命工学)

ニセツリガネゴケを用いた分子生物学的研究

長谷部光泰(基礎生物学研究所)

総合討論 佐藤文彦(京都大・農)

杉田護(名古屋大・人間情報)
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シンポジウム 111 第 1日 3月28日(日)13: OO~ 16 : 00 K会場

「植物生長ホルモンの生合成と光による制御」

オーガナイザー 神谷勇治(理研・ホルモン機能)

13 : 00 はじめに 神谷勇治(理研・ホルモン機能)

ジベレリン 座長神谷勇治(理研・ホルモン機能)

13 : 10 S III -01 レタス種子の発芽に関与するジベレリン生合成酵素遺伝子の発現の光制御とそ

の局在 豊増知伸l，川出洋2，金田剛史2，三橋渉l，井上康則3，神谷勇治2

(1山形大・農理研フロンティア 3東京理科大・理工)

13 : 35 SIII-02 シロイヌナズナの発芽過程における異なるフィトクロムによるジベレリン3s水

ブラシノライド

酸化酵素遺伝子の発現制御

山口信次郎1.2， Maria Smith1， Robert Brown1，神谷勇治1，Tai-ping Sun2 

(1理研フロンティア， 2Developmental， Cell and Mol. Biol. Group， Duke Univ) 

座長 横田孝雄(帝京大・理工・パイオサイエンス)

14 : 00 SIII-03 ブラシノステロイドの生合成 ・代謝とその調節

横田孝雄(帝京大・理工・パイオサイエンス)

14 : 25~14 : 40 休憩

14 : 40 S III -04 シロイヌナズナのブラシノステロイドの生合成欠損突然変異体

藤岡昭三(理研・植物機能)

オーキシン 座長 飯野盛利(大阪市立大・生物地球)

15 : 05 SIII-05 シロイヌナズナアルテ9ヒド酸化酵素とオーキシン(IAA)生合成

小柴共ー(東京都立大・理・生物科学)

15 : 30 S III -06 オーキシン生合成・移動の光制御と成長反応

飯野盛利(大阪市大・院理・生物地球)

15 : 55~16 : 00 おわりに 神谷勇治(理研・ホルモン機能)
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シンポジウム IV 第2日 3月29日(月)9: OO~ 12 : 00 A場

「植物における光環境シグナルの受容と応答」

未来開拓学術研究推進事業

「植物の環境応答機構とバイオテクノ口ジー」共催

オーガナイザー 渡辺昭(東京大・院・理系)

近藤孝男(名古屋大・院・理)

9: 00 はじめに 駒嶺穆(進化研)

座長近藤矩朗(東京大・院・理系)

9 : 10 SN・01 フィトクロムによる光応答機構の解明

長谷あきらl，山口瑠美l，中村正展I，田中慎一郎l，望月伸悦1 Steve A. Kay2 

(1京都大・院・理， 2SロippsInst.， USA) 

9: 40 SN・02 核内の光情報伝達経路の解析 松井南(理研・フロンティア)

座長松岡信(名古屋大・生物分子応答)

10 : 10 SN・03 プロテインキナーゼ CK2による生物時計の制御

菅野正治， Elaine M. Tobin 

(Dept. MCD Biology， UCLA， USA) 

10 : 40 SN -04 概日時計による昼夜の光環境変動への適応戦略:シアノパクテリアの概日時計

近藤孝男，石浦正寛(名古屋大・院・理)

11 : 10 SN-05 光を絶たれた葉における応答 渡辺 昭(東京大・院・理系)

11 : 40 総合討論 司会佐々木幸子(名古屋大・院・農)
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シンポジウム V 第3日 3月30日(火)9: OO~ 12 : 00 A会場

「生物物理から見た植物の光センシンゲ」

オーガナイザ一 大森正之(東京大・大学院総合文化研究科・生命環境科学)

徳富哲(大阪府大・先端科学研究所)

9 : 00 はじめに

座長 渡辺正勝(基礎生物学研究所・培養育成研究施設)

9 : 05 SV-01 粘菌変形体の光フラグメント化

上田哲男(北海道大・電子研・細胞機能)

9 : 40 SV-02 カロテノイドの青色光センシング機能の可能性

三室守(山口大 ・理)

10 : 15 SV-03 パクテリアおよびクラミドモナスの光感覚受容体:青色~青緑色光受容体の多

様性 高橋哲郎(北陸先端科学技術大学院大・材料科学研究科)

座長飯野盛利(大阪市立大・理・付属植物園)

10 : 50 SV-04 DNA光回復酵素と青色光受容体

藤堂剛(京都大・放射線生物研究センター)

11 : 25 SV-G5 ロドプシンの眼で見るフィトクロム光受容

徳富 哲(大阪府大・先端科学研究所)
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シンポジウム VI 第3日 3月30日(火)13: OO~ 17 : 00 A会場

「植物の成長調節機構と重力」
一-STS・95スペースシャトル実験の成果一一

「宇宙開発事業団」共催

オーガナイザー 高橋秀幸(東北大・遺伝生態研究センター)

座長神阪盛一郎(大阪市立大・理)

13 : 00 S¥1-01 STS-95スペースシャトル実験と国際宇宙ステーション計画について

上垣内茂樹(宇宙開発事業団・宇宙環境利用研究センター)

13 : 30 S ¥1-02 Gravitational e宜ectson the expression levels of expansion genes in the root and 

peg of space grown cucumber seedlings 

Bruce M. Link and Daniel J. Cosgrove 

CDept. Biol.， Pennsylvania State Univ.) 

14 : 00 S¥1・03 ウリ科植物の重力形態形成:キュウリ芽ばえのベグ細胞の発達と重力感受機構

高橋秀幸(東北大・遺伝生態研究センター)

座長菅洋(東北大)

14 : 30 S¥1・04 宇宙環境下における植物の形態形成とオーキシンの極性移動に関する研究

上田純一(大阪府立大・総合科学)

15: 00 S¥1-05 徴小重力環境における高等植物の成長調節機構

保尊隆享(大阪市立大院・理・生物)

15 : 30 S ¥1-06 高等植物(野生・突然変異)の根の電場及び重力への応答

石川秀夫(オハイオ州立大・植物)

16 : 00 総合討論
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シンポジウム VII 第3日 3月30日 (火)13: 00----16 : 45 K会場

「光合成と酸素発生一一構造が記憶する起源と進化一一」

オーガナイザー 伊藤繁(基礎生物学研究所)

佐藤公行(岡山大学 ・理)

13 : 00 SW-Ol はじめに 一一これが光合成の生きる道

伊藤繁(基礎生物学研究所)

座長松浦克美 (東京都立大・理)

13 : 10 S班・02 無酸素の世界一一緑色硫黄細菌とへリオノミクテリア一一

大岡宏造(大阪大 ・院理 ・生物)

13 : 35 SW・03 光合成のはじまり?

一一紅色細菌の起源と新型 Zn光合成一一

永島賢治(東京都立大 ・理 ・生物)

14 : 00 S四・04 光化学系Iと新型クロロフィ ルd光合成

岩城雅代 (基礎生物学研究所)

14 : 25-14 : 50 休憩

座長佐藤公行(岡山大 ・理)

14 : 50 SW-05 光化学系IIの構造と酸素発生のしくみ 野口 巧 (理研・光合成科学)

15 : 15 S百-06 酸素発生型光合成と光酸化ストレス

一一植物のストレス回避戦略一一一 徳富 (宮尾)光恵 (農水省・生物研)

15 : 40 S四-07 これが地球の生きる道 全地球史解読一一一

高野雅夫(名古屋大・理 ・地球惑星科学)

司会伊藤繁 (基礎生物学研究所)

16 : 05-16 : 45 総合討論
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40周年記念企画 第2日 3月29日(月)16: 00........17 : 30 A会場

16 : 00-16 : 30 

1.講演:

「日本植物生理学会， 21世紀に向けて」
(Future Out1ooks of JSPP) 

1)会長:浅田 浩二(福山大・工・生物工学)

「日本植物生理学会40周年:これまでとこれから」

2)編集委員長:杉山達夫(名古屋大・院・生命農学)

fPlant and Cell Physiologyの現状と将来」

16: 30-17 : 30 

II.パネルディスカッション:

「日本植物生理学会と Plantand Cell Physio1ogy : 21世紀に向けて私達は今何をすべきか」

司会者: 西村幹夫(基生研・細胞生物)

パネラー: 浅田 浩二(福山大・工・生物工学)

杉山 達夫(名古屋大・院・生命農学)

徳富(宮尾)光恵(農水省・生物資源研・光合成研)

福田 裕穂(東京大・院・理)

和田 敬四郎(金沢大・理・生物学科)
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B会場

第 1日 (3月28日)午前 B会場細胞分化・プロゲラム形態形成

9:30 1aB01 シロイヌナズナの根毛形成に関わる CPC遺伝子の解析

越野泰裕，和田拓治，橘達彦，後藤弘爾l，石黒澄衡，岡田清孝(京大・理・植物京大・化研)

9:45 1aB02 タパコ毛状根からのGタンパク質αサプユニット遺伝子の単離

10:00 1aB03 

10:15 1aB04 

10:30 1aB05 

10:45 1aB06 

11:00 1aB07 

11:15 1aB08 

11:30 1aB09 

11:45 1aB10 

12:00 1aB11 

12:15 1aB12 

安藤誠治，宅見薫雄，森直樹，中村千春(神戸大・農)

根毛伸長を制御するアラビドプシス IRE遺伝子はプロテインキナーゼホモログをコードする

小山時隆，志村令郎，岡田清孝1(生物分子工学研京大・理・植物)

Agrobacterium rhizogenesのもつ rolB，rolC， ORF13， ORF14遺伝子群のタパコ業に対する共同的な毛状根誘

導機能の解析

青木誠志郎，庄野邦彦1(千葉大・理・生物日本女子大・理・物質生物)

シロイヌナズナの雌ずいと匪珠の発生における CUC遺伝子の機能

石岡哲也，相閃光宏1，高田忍，田坂昌生1(京大院・理・植物奈良先端大・バイオ)

シロイヌナズナ重力屈性異常変異体zig(sgr-4)の花茎内皮細胞におけるアミロプラストの分布と動き

上原路子，深城英弘1，田坂昌生2(京大院・理・植物ニューヨーク大学・生物奈良先端大・

パイオ)

シロイヌナズナの NACboxを持つ新しい遺伝子AtNAC1の解析

高田忍1，石田哲也1，田坂昌生2 (1京大院・理・植物奈良先端大・バイオ)

FIRE (Fast Iso1ation of Recombinants)法を用いたシロイヌナズナの SGR遺伝子群の Positiona1c10ning 

加藤壮英l，上原路子l，佐藤将ーに田坂昌生2 (1京大院・理・植物奈良先端大・パイオ)

ねじれ変異遺伝子 SPR1の細胞内局在

松原啓滋，古谷育代，立元秀樹，橋本隆(奈良先端大・バイオ)

Yeast Two Hybrid Systemにより単離した SPR1と相互作用するタンパク質 SPIの解析

プリエト・ラファエノレ，橋本隆(奈良先端大・パイオ)

ベチュニアにおける CURLYLEAF相同遺伝子の解析

間山智子，土本卓，大坪栄一(東京大・分生研)

Activation-taggingによる普通葉形態突然変異体 involut:約l必の解析

矢部尚登，成津知子1，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研東京医薬専)

12:30 1aB13 アラスカエンドウの休眠中の厳芽における細胞周期抑制機構の解析

志水佐江，森仁志(名大院・生命農・生化学制御)

第 1日 (3月28日)午後 B会場 プロゲラム形態形成

13:30 1pB01 湛水処理によるアラスカエンドウ根の成長量及びその組織細胞の構造の変化

仁木輝緒，安達直哉1(拓殖大・工政経)

13:45 1pB02 イネ葉輸における通気組織形成と維管束の機能

松倉千昭， )'1合真紀l，豊福恭子， Robert A. Barrero1，内宮博文l，山口淳二(名大・生物分子応
答セ東大・分生研)

14:00 1pB03 がく片の発生に異常が見られるρressedflower突然変異体の原因遺伝子の単離にむけて
松本任孝，岡田清孝(京都大院・理・植物)

14:15 1pB04 bZIP型転写因子 RSGのドミナントネガティブ型によるジベレリン内生量の抑制

小西美稲子，長田敏行，蝶野真喜子l，山口五十麿1，高橋陽介(東大院・理・生物科学東大・農)

14:30 1pB05 bZIP型転写因子 RSGのドミナントネガティブ型を発現する形質転換タパコを用いた表層微小管構築に関

与するタンパク質の探索

石聞きらみ，福田めぐみ，五十嵐大亮，深淳書太郎，高橋陽介(東大院・理・生物科学)
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B会場

14:45 lpB06 Chromatin Assembly Factor-1のサプユニットをコードするシロイヌナズナ FASCIATA遺伝子の形態形

成における機能解析

15:00 lpB07 

15:15 lpB08 

15:30 lpB09 

15:45 lpBI0 

16:00 lpBll 

16:15 lpB12 

16:30 lpB13 

16:45 lpB14 

17:00 lpB15 

17:15 lpB16 

賀屋秀隆，田岡健一郎，小林恭土，飯哲夫，岩淵雅樹"荒木崇(京大院 ・理・ 植物岡山県生物

科学総研)

アラピドプシス PISTILLATA，APETALA3タンパク質は細胞非自律的な機能を持つ

後藤弘爾，安東美奈，本間隆(京大・化研)

PljAP3ヘテロ複合体による転写調節に必要なアクチベー ιノョンタンパク質の解析

本間隆， 後藤弘爾(京大 ・化研)

イネの雌薬のアイデンティティーの決定と業の中肋の形成を制御する DROOPINGLEAF(DL)遺伝子のポ

ジショナノレクローニング

山口貴大" 川崎信二人長戸康郎l，平野博之， ('東大農学生命科学農業資源研)

コムギ (Tri#ωmaestivum L.)における APETALAl相同遺伝子の単離と解析

村井耕二，松岡由浩，宅見薫雄"荻原保成2(福井県大 ・生物資源神戸大 ・農横浜市大 ・木

原生研)

リンゴAFL1，AFL2遺伝子の発現解析

和田雅人，古藤田信博，小森貞男l，副島淳一，増田哲男(農水省・果樹試・リ ンゴ支場 農水省

・国際農研 ・沖縄支所)

エンドウ茎部アポプラスト特異的エンドベプチダーゼの活性発現に及ぼす植物ホノレモンの影響

神位りえ子，豊増知伸，神谷勇治"三橋渉(山形大 ・農理研 ・FRP)

緑藻・シャジクモ (Charabra仰が)における MADS遺伝子の解析

田辺陽一，長谷部光泰"野崎久義人伊藤元己3(千葉大院 ・自然科学基生研 ・種分化第二東

大院 ・理・ 生物科学千葉大 ・理・生物)

タガラシ (RanunculussceleraftωL.)の花における MADS遺伝子の発現とその進化学的意義

伊藤元己，今里了次，長谷部光泰， (千葉大・理・生物基生研・種分化第二東大院・理・生物

科学)

タパコホメオ ドメイ ンタンパク質の機能性領域の解析

坂本知昭"西村明日香2，玉置雅紀3，岩堀修一4，松岡信2 ('筑波大 ・農学研究科名古屋大・生

物分子応答国立環境研筑波大・農林学系)

表層細胞の形態形成に関わるホメオボックス遺伝子ATHB-I0GL2の機能解析

大橋洋平，岡穆宏，青山卓史(京大 ・化研)

第2日 (3月29日)午前 B会場オルガネラ分化

9:00 2aBOl 不連続スクロース密度勾配遠心法によるイネコツレジ体膜の分画

三上暁，堀秀隆， 三ツ井敏明 (新潟大院 ・自然科学)

9:15 2aB02 タパコ培養細胞からの autophagicvacuolesの単離

高塚千広，森安裕二"三好泰博， (静岡県立大・生活健康科学 ・l食品栄養科学部)

9:30 2aB03 シロイヌナスナにおけるオノレガネラの生体観察

丹羽康夫(静岡県大 ・生活健康科学)

9:45 2aB04 タバコ培養細胞の増殖過程におけるオノレヵーネラ DNA合成活性変化の定量的解析

酒井敦，稲田のりこ，斉藤知恵子，宮沢豊，黒岩常祥(東京大・院理系・生物科学)

10:00 2aB05 BY-2のデンプン合成に関わる遺伝子 (GBSS，SBE)の単離とその発現に対するオーキシン・サイトカイ ニ

ンの影響

宮沢豊，酒井敦，高野博嘉，河野重行，黒岩常祥(東京大学大学院 ・理学系 ・生物科学)

10:15 2aB06 色素体とミトコンドリアの分裂装置の構造と挙動に関する解析と分裂中の葉緑体の単離

宮城島進也"伊藤竜一"戸田恭子"黒岩晴子2，黒岩常祥， ('東大・院・理 ・生物科学共立女

子短大 ・文科)
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B会場

10:30 2aB07 プラスミドによるミトコンドリアの融合機構の解析と植物における相問機構の検索

高野博嘉，佐々木成江，河野重行，黒岩晴子1，黒岩常祥(東大 ・院・理・生物科学共立女子短

大 ・文科)

10:45 2aB08 プラスチド包膜における PEND~ンパク質のトポロジー

佐藤直樹，掘口秀司(埼玉大・理)

11:00 2aB09 シロイヌナズナの葉緑体 RNAポリメラーゼシグマ因子遺伝子群の解析

藤原誠，金丸研吾，田中寛，高橋秀夫(東大・分生研)

11:15 2aBI0 シロイヌナズナにおける 3種類のo因子は葉緑体ゲノムにコ ードされる異なる光合成遺伝子のそれぞれの転

写を促進する

吉本光希，清水正則，小林裕和 (静岡県立大 ・生活健康科学)

11:30 2aB11 葉緑体の核様体構成タンパク質の研究

品田幸代，佐藤直樹 (埼玉大 ・理・分子生物)

11:45 2aB12 葉緑体チラコイドタ ンパク質の膜透過装置

森宏樹， Elizabeth Summer， Kenneth Cline(Hort. Sci. Dept.， Univ. of Florida) 

12:00 2aB13 葉緑体 DNA結合タンパク質 CND41の形質転換植物における媛性形態と植物ホノレモンの関連

中野雄司，木村琢磨，村上真也1，関本雅代2，川出洋2，神谷勇治2，佐藤文彦l，吉田茂男(理研・

植物機能 京大院農 ・応生科理研・ フロンティア)

第2日 (3月29日)午後 B会場オルガネラ分化

13:00 2pBOl 

13:15 2pB02 

13:30 2pB03 

13:45 2pB04 

14:00 2pB05 

14:15 2pB06 

14:30 2pB07 

14:45 2pB08 

遺伝子破壊によるタパコ葉緑体遺伝子 clpPの機能解析

清水克己，績回勝巳，中林一美1，渡辺昭1，橋本隆，田坂昌生，鹿内利治(奈良先端大 ・バイオ，

I東大院 ・理)

5'-UTRによる葉緑体rbcLmRNAの安定化が，暗所での転写活性低下を補償する

椎名隆1，Lori Allison2， Pal Maliga(Waksman Institute， Rutgers， The State Univ. of New Jersey， 1京

大院 ・人間・ 環境学， 2Univ. of Nebraska) 

~の発達に伴った葉緑体コードの RNA ポリメラーゼのプロモータ選択性の変化

佐藤淳子，椎名隆，豊島喜則(京大院・人間・環境学)

葉緑体形質転換による psbAプロモータの解析

林敬子，森川一也，椎名隆，豊島喜則(京大院，人間・環境学)

葉緑体ゲノム上の mRNA転写異常を示すタバコアノレピノ変異体 (alth)の解析

Bae， Chang-Hyu，阿部知子，中野雄司，松山知樹，永田典子，吉田茂男(理研 ・植物機能)

シロイヌナズナの葉緑体形態変異体 (pie)の解析

島田裕士，白野由美子1，柴田大輔1，海野和俊2，太田啓之，増田建，高官建一郎(東工大・生命理

工 ・生体機構三井業際バイオ研帝京大・溝の口病院 ・病院整形外科)

イネ温度感受性葉緑体形成不全突然変異株 virescent(VI' V2' V3) のマップベースクローニングに向けた

RFLPマッピング

楠見健介，芦刈基行1，吉村淳1，杉本広樹，射場厚 (九州大 ・理九州大 ・農)

One-Hybrid法による，葉緑体 psbD光応答プロモーターの転写活性化領域に結合する新規蛋白質のクロー

ニング

馬場恭子，中野雄司，吉田茂男(理研 ・植物機能)

第3日 (3月30日)午前 B会場生殖・遺伝

9:00 3aBOl ラン藻遺伝子変換系への劣性ストレプトマイシン耐性遺伝子の利用

高漬一貴，松岡正佳，小川隆平(熊工大 ・応徴工)

9:15 3aB02 タマネギのミトコンドリア RNAの単離 ・精製とRAPD解析

大矢武志，藤代岳雄，会津智幸1，北宜裕(神奈川県農総研北里大学・理学部)
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9:30 3aB03 

9・45 3aB04 

10:00 3aB05 

10:15 3aB06 

10:30 3aB07 

10:45 3aB08 

B会場

フタパネゼニゴケの DNAメチラーゼ遺伝子

福田剛司，高瀬典之1，佐藤敏夫1，小野莞爾，滝尾進(熊本大・理・生物科学広島大・理・生物

科学)

ゼニゴケ Y染色体の構造解析一一-y特異的反復配列の存在一一
藤津雅樹，岡田祥子，曽根岳史，西山りゑ，中川菜子，竹中瑞樹，山岡尚平，河野薫，大和勝幸，

福津秀哉，大山莞爾(京大院・農・応生命)

雌雄異株植物ヒロハノマンテマにおける Y染色体特異的 DNA配列の単離と局在解析

中尾俊介，松永幸大，酒井教，河野重行(東大院・理・生物科学)

ユリの雄性配偶子細胞(雄原細胞)で発現する遺伝子の解析

森稔幸，黒川紘子1，上回健治2，田中一朗1(横浜市大・院・総合理横浜市大・理秋田農短大

.生工研)

オオムギを用いた高温不稔系の確立と生殖細胞における分子マーカーの作成

阪田忠，高橋秀幸，西山岩男l，東谷篤志(東北大・遺生研東北大院・農)

自家不和合性関連物質 SLR1と相互作用する花粉表層タンパク質に関する研究

柴博史，浅野公介，岩野恵，中川智文，原実，渡辺正夫1，日向康吉2，高山誠司，磯貝彰(奈良先

端大・パイオ岩手大・農， 2 (株)採取実用技術研)

11:00 3aB09 アサガオ「バ」変異体に見いだされた新規トランスポゾン

星野教，飯田滋(基生研)

11:15 3aBlO アサガオの自律性トランスポゾンの探索

各務孝，飯田滋(総研大・生命科学，基生研)

11:30 3aB11 "7ノレパアサガオの絞り模様に関与するトランスポゾン Tip100の解析

石川直子1，2，定塚(久富)恵世2，土生芳樹2，杉田耕一人海老沼宏安3，飯田滋1.2 (1総研大基生

研日本製紙・中研)

11:45 3aB12 アサの雄性に特異的な RAPDマーカーはレトロトランスポゾンをコードしていた

阪本浩一，近江戸伸子1，福井希ーに鎌田博，佐藤忍(筑波大・生物農水省・北陸農試阪大

・院工・応用生物)

12:00 3aB13 シロイヌナズナ花茎伸長に関与する ACL5遺伝子の染色体歩行による単離

半津芳恵，高橋卓，米田好文(北海道大・理・生物科学)

第3日 (3月30日)午後 B会場生殖・遺伝

13:00 3pB01 

13:15 3pB02 

13:30 3pB03 

13:45 3pB04 

14:00 3pB05 

14:15 3pB06 

14:30 3pB07 

シロイヌナズナにおけるアミノ酸トランスポータ一様遺伝子群の発現様式

上藤洋敬，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・バイオサイエンス)

At.九4.D51遺伝子のプロモーター領域の解析

前田智秀，渡壁百合子，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・パイオサイエンス)

細胞質遺伝現象における葉緑体ゲノムの能動的分解機構の顕微分子生物学的解析

西村芳樹，東山哲也，三角修己，黒岩常祥，横田明穂1(東大・院・理・生物科学， 1RITE) 

減数分裂特異的 DNA組換え酵素 LIM15タンパク質の細胞内局在

平塚和之，平塚理恵1，高瀬尚文，堀田康雄(奈良先端大・バイオ慈恵医大・解剖U1・生物研)

ユリ減数分裂前期で発現する遺伝子群の大量解析

諸橋賢吾，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・パイオサイエンス)

シロイヌナズナの cDNA大規模解析プロジェクト

浅水恵理香，佐藤修正，中村保一，田畑哲之(かずさ DNA研)

シロイヌナズナゲノム塩基配列決定プロジェクトの進捗状況

田畑哲之，金子貴一，中村保一，加藤友彦，小谷博一，浅水恵理香，宮嶋伸行，佐藤修正(かずさ

DNA研)

14:45 3pB08 シロイヌナズナタグライン共同利用システム

加藤友彦，佐藤修正，田畑哲之(かずさ DNA研)
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B会場

15・00 3pB09 シロイヌナズナゲノム情報閲覧システム :Arabidopsis Genome Displayerの開発

中村保ー，宮嶋伸行， 田畑哲之 (かずさ DNA研)
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C会場

第 1日(3月28日)午前 C会場光化学系1. 1I 

9:30 laCOl P700濃縮粒子のサブピコ秒レーザーフォト リシス:励起エネルギーはどのように反応中心に伝達される

泊、?

熊崎茂一，古津宏好，吉原経太郎，池上勇1(北陸先端大院帝京大 ・薬)

9:45 laC02 光化学系 1psaEアンチセンス組換え値物の光合成特性

清水徳朗，徳富(宮尾)光恵1，山本直樹1(農水省 ・四国農試農水省・農業生物資源、研)

10:00 laC03 クロロフィノレから見た系l型反応中心の化学進化

浜野剛宏l，山村麻由1，安久津聡1，秋山満知子1，井上和仁2，大岡宏造三原正之久森田勇人5，林

秀則5，Jan Amesz6，渡辺正7，木瀬秀夫l，小林正美1(1筑波大神奈川大阪大工技院愛

媛大， 6Univ. Leiden， 7東大)

10:15 laC04 紅藻 PS1Iの表在性 33kDa蛋白遺伝子のタローニング

奥山聡史，太田尚孝，沈建仁l，榎並勲(東理大・理・生物理研播磨)

10:30 laC05 光化学系1I23 kD 11ンパク質 (OEC23)の機能部位の探索

伊福健太郎，志賀美苗，佐藤文彦(京大院・農・応生科)

10:45 laC06 CP43にヒスチジンタグを連結した好熱性ラン藻S.elo冗gatus光化学系Eコア複合体の性質

杉浦美羽，井上頼直(理研・光合成科学)

11:00 laC07 Dlタンパク質のランダムなアミノ酸置換で得られたあF昨echocystissp. PCC 6803光化学系E機能損傷株の解

析

山里明弘，佐藤公行 (岡山大 ・理・生物)

11:15 laC08 PshTの系Eコア複合体内での存在部位と機能の解析

大西紀和，高橋裕一郎(岡山大 ・理・生物)

11:30 laC09 光化学系1I還元側光阻害における Dl蛋白質架橋産物の形成と分解ーストロマプロテアーゼの関与

石川靖夫，中谷悦子，逸見隆博， A1i Ferjani，原田佳子，山本泰(岡山大・理・生物)

11:45 laCI0 光化学系E酸化側光阻害における Dl蛋白質架橋産物の形成と分解一膜結合プロテアーゼの関与

逸見隆博，山本泰(岡山大・理・生物)

12:00 laC11 地衣酸による光合成電子伝達阻害機構

高萩敏和，遠藤剛，山本好和，木下靖浩l，竹下俊治2，佐藤文彦(京大院・農・応用生命科学日

本ベイント広大・学校教育)

第 1日(3月28日)午後 C会場光化学系E

13:30 lpCOl 光化学系1IDl蛋白質切断に対する蛋白質リン駿化の効果

水津直樹1.2，山本直樹2，宮尾(徳富)光恵2(1生研機構農水省 ・生物研)

13:45 lpC02 単量体と二量体の機能的違いから見たチラコイド膜での光化学系Eの存在状態

沈建仁(理研・播磨研)

14:00 lpC03 高等植物とらん藻の光化学系E結晶の比較

沈建仁，青山浩，井上頼直，神谷信夫(理研・播磨研)

14:15 lpC04 光化学系Eにおける QAとヒスチジン残基の相互作用
野口巧，井上頼直， Xiao-Song Tang1 (理研 ・光合成科学， 1E. 1. DuPont de Nemours & Co.) 

14:30 lpC05 ラン色細菌と紅藻の表在性 Cytc550のPSlIへの結合能と再活性化能の比較

岩井雅子，秋山愛， 太田尚孝，沈建仁1，榎並勲(東理大・理 ・生物理研播磨)

14:45 lpC06 好熱性シアノパクテリア伽echococlωselongatusのチトクロム c550およびc550類似タンパク質のクローニ

ング

加藤浩，伊藤須和子l，沈建仁2，池内昌彦(東大・教養・生物横浜市大・木原生研理研播磨

・光合成科学)

15:00 lpC07 パルス EPRによる光化学系E内の電子伝達成分の配置研究

東中資喜，原英之，河盛阿佐子(関学大・理・物理)
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15・15 lpC08 

15:30 lpC09 

15:45 lpCI0 

16:00 lpCll 

16:15 lpC12 

16:30 lpC13 

16:45 lpC14 

C会場

ヒスチジンタグを導入した緑藻クラミドモナスより光化学系E反応中心の単離とその性質について

納達也1，井上頼直l，2，皆川純2 (1理研播磨 ・光合成理研・光合成)

Cyanophoraρarad，仰 cyanelleから新しし、方法で調製した酸素発生活性を持つチラコイド膜の性質
柴田真理，由佐史江，因業優資，佐藤和彦，小池裕幸(姫路工大・理 ・生命科学)

紅葉Porphyridiumcruentumで見られた光質変化が誘起する PSlI失活を示す蛍光変化

藤田善彦(福井県立大 ・生物資源)

ギ酸処理 PSlIによるチロシン Zラジカノレと水分解系の EPR研究

勝田延宏，米国大己，吉井隆彦，河盛阿佐子， Yashar M. Feyzievl (関学大・理 ・物理アゼノレ

パイジャン科学アカデミー)

クロロフィノレーボノレフィリン代謝:}，担vitroでのピノレピリン類似色素の生成

足立勝，山口登喜夫1，田中真希子1，東理恵，倉田裕文，下川敬之(宮崎大 ・農東京医科歯科大

・遺伝生化)

エチレン処理したウンシュウミカン果実で・のフェオフォノレピドaオキシゲナーセ・の関与の可能性について

倉田裕文，足立勝，東理恵，高橋芳弘，下川敬之(宮崎大 ・農)

エチレン処理したウンシュウミカン (Citnωunshiu)におけるクロロフィノレ分解

東理恵，足立勝，倉田裕文，高橋芳弘，下川敬之(宮崎大.Bl) 

第2日 (3月29日)午前 C会場光合成 ・電子伝達

9:00 2aCOl ラン藻Synechoりstissp. PCC 6803における光照射後の蛍光強度の振動について

米華玲，葉済字，田中義人l，日比野隆1，高倍昭洋2(上海植物生理研名城大 ・理工名城大・

総合研究所)

9:15 2aC02 葉緑体 NAD(P)Hデヒドロゲナーゼ復合体の生理機能

遠藤剛，鹿内利治i，高林厚史，佐藤文彦(京大院農・応生科奈良先端大院・バイオ)

9:30 2aC03 高等植物ストロマの NADPHに特異的な NDH複合体の分子種について

米華玲，遠藤剛1，葉済字，鹿内利治2，小川晃男3，高倍昭洋4，浅田浩二5 (上海植物生理研京大

・農奈良先端大名大・分子応答名城大・総合研福山大・工)

9:45 2aC04 アスコルビン酸のチラコイド内腔での光化学系Iによる光酸化

10:00 2aC05 

10:15 2aC06 

10:30 2aC07 

10:45 2aC08 

11:00 2aC09 

11・15 2aCI0 

11:30 2aCll 

真野純一(京大・食糧科学研)

Reactive oxygen dete氾tionin vivo in plants under stress conditions 

Eva O. Hideg(Inst. Plant Biol.， Biol. Res. Center， Hungary) 

トウモロコ、ン由来の非光合成型フェレドキシンの立体構造

粟栢源嗣，楠木正巳，長谷俊治(阪大・蛋白研)

トウモロコシ亜硫酸還元酵素への光合成および非光合成組織における還元力供給系の解析

榊原(米倉)圭子， )恩田弥生1，田中良和，久住高章，長谷俊治1(サントリー基礎研阪大・蛋白

研)

トウモロコシの C4光合成細胞特異的に発現している Fdイソ蛋白質を導入した形質転換ラン藻の光合成機

能の解析

有賀洋子，松村智裕1，藤本寛樹，加田茂樹，長谷俊治(阪大・蛋白研日本医大・生化第一)

チオレドキシン ・葉緑体ATP合成酵素聞の相互作用と活性調節

Michael Stumpp，久堀徹(東工大 ・資源研)

葉緑体ATP合成酵素の活性制御に直接関与しているyサブユニット上のアミノ酸配列

淀川正英， Michael Stumpp，天野豊己l，久堀徹 (東工大 ・資源、研静岡大・理・生物)

クロロフィノレ蛍光イメージングによる光エネルギ一散逸機能欠損変異体のス クリ ーニ ング

宗景ゆり，清水克己，竹田恵美¥遠藤剛2，橋本隆，田坂昌生，鹿内利治(奈良先端大・バイオ，

l大阪女子大・基理京大院・農)
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C会場

第2日 (3月29日)午後 C会場光合成細菌

13:00 2pCOl ノ〈タテリオクロロフィノレc会合体とクロロゾームの分光学的研究 l一一紫外可視吸収分光法による会合体

形成過程の追跡一一

溝口正，広田雅光1，松浦克美1，嶋田敬三1，小山泰(関西学院大・理・化学東京都立大・理・

生物)

13:15 2pC02 パクテリオクロロフィノレc会合体とクロロゾームの分光学的研究2一一ラマ ン分光法によるクロロゾーム

中の BChlc会合体構造の推定一一

溝口正，広田雅光1，松浦克美1，嶋田敬三1，小山泰(関西学院大・理 ・化学東京都立大・理・

生物)

13:30 2pC03 合成キノン添加による緑色光合成細菌 Chloroflexusクロロ ゾーム中のパクテリオクロロフィ ルcの蛍光消光

時田誠二， Niels・UlrikFrigaard，広田雅光，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

13:45 2pC04 緑色糸状細菌のクロロ ソームにおけるパクテリオクロ ロフィ ノレaとCsmA蛋白質の密接な関係

桜木由美子，嶋田敬三，松浦克美 (都立大・理・生物)

14:00 2pC05 好気好酸性光合成細菌Acidiphiliumrubrumにおける Zn-バクテ リオクロロ フィノレ生合成系の解析

増田建，井上和仁l，永山美帆，田巻敦子1，島田裕士， 太田啓之，高宮建一郎 (東工大・生命理工

・生体機構神奈川大 ・理・応用生物)

14:15 2pC06 Zn-BChl aのlH-および 13C-NMR

秋山満知子l，小林正美人 安久津聡1，木瀬秀夫1，渡辺正人 井上和仁3，若尾紀夫九 小泉美香久 石

田信昭6，狩野広美5(1筑波大 ・物質工東大・生研神奈川大・理 岩手大 ・農農水省・生

物研農水省・食総研)

14:30 2pC07 酸性下での Zn-および Mg-BChlaのフェオフィ チン化速度の比較

山村麻由1，秋山満知子1，安久津聡1，井上和人2，原正之3，若尾紀夫4，小林正美1，渡辺正5，木瀬

秀夫1(1筑波大・物質工神奈川大・理工技院生命研岩手大 ・農東大 ・生研)

14:45 2pC08 緑色硫黄光合成細菌 Chlorobiumteρidumの反応中心の色素組成

高市真一，大岡宏造(日本医大・生物，阪大院 ・理・生物)

15:00 2pC09 光合成細菌 Rhodobactersphaeroides GICのア ンテナ複合体の時間分解吸収分光

稲葉徹， Leenawaty Limantara1，張建平，小山泰(関西学院大・理・化， lFac. Sci. and 

Mathematics， Satya Wacana Christian Univ.) 

第3日 (3月30日)午前 C会場光合成細菌・光合成と環境

9:00 3aCOl sカロテンとリコベンの会合体，及び戸カロテンークロロフィノレa，リコベンークロロフィルa共会合体の電
子吸収による研究

原一公，小山泰(関西学院大・理・化学)

9:15 3aC02 Oxygen activates quenching of energy transfer from BChl c to the reaction center in Chlorobium t，ψ'idum 

Niels-Ulrik FRIGAARD， Katsumi MATSUURA(Dept. Biol.， Tokyo Metropolitan Univ.) 

9:30 3aC03 スフェロイデン異性体のμ秒時間分解吸収スベクトノレ一一三重項状態での異性化の追跡一一

藤井律子，橋本秀樹1，小山泰 (関西学院大・理・化静岡大・工・物質工学)

9:45 3aC04 紅色細菌の光合成反応中心チト クロムサプユニットと 2種類の電子供与体との静電的および疎水的相互作用

Artur Osyczka，永島賢治，曽我部智l，三木邦夫1，嶋田敬三，松浦克美 (都立大 ・理・生物京

大 ・理・化学)

10:00 3aC05 緑色硫黄細菌 Chloro占iumtepidumフェレドキシンの精製と光化学反応中心における電子伝達の分光的研究

瀬尾悌介，楠元範明， Klaus BretteP， Pierre Setif1，桜井英博 (早大 ・教・生物，lDBCM， CEA 

Saclay) 

10:15 3aC06 Rubriviva沈gelatinosusに近縁な好気性光合成細菌 Roseatelesdepoly胃terans61A株の仰fオベロン
陶山哲志，花田智，重松亨，常盤豊，金川貴博(工業技術院・生命工学工業技術研究所)
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10:30 3aC07 

10:45 3aC08 

11:00 3aC09 

11:15 3aCI0 

11:30 3aC11 

11:45 3aC12 

C会場

紅色細菌Rhodovulumsul，βdoPhilumの光合成ρufオベロンの構造と発現
増田真二，永島賢治，嶋田敬三，井上和仁1，Carl E. Bauer2，松浦克美(都立大・理・生物神奈

川大・理・応用生物インデイアナ大・生物)

光合成細菌へリオパクテリア Heliobacillusmobilゐの色素合成遺伝子クラスターに見られる遺伝子の性質

井上和仁， Jin Xiong1， Carl E. Bauer1 (神奈川大・理・応用生物， IDept. Biol.， lndiana Univ.) 

シアノバクテリアの強光順化における光化学系量比調節の生理的意義

圏池公毅，日原由香子1，池内昌彦1(東大・院理・生物科学東大・教養 ・生物)

5ynechocystis sp. PCC 6803における tmgA変異の光混合栄養感受性を相補する遺伝子群の解析

日原由香子，池内昌彦(東大・教養・生物)

シアノパクテリア 5ynechocystissp. PCC6803の従属栄養条件における光の役割

岡田克彦，池内昌彦1，都筑幹夫(東京薬科大・生命科学東京大・教養・生物)

シアノパクテリア 5y開echocystissp. PCC6803の強光耐性に関係した slr2031遺伝子の解析

亀井綾子，小川晃男1，池内昌彦(東大・教養・生物名大・分子応答センター)
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D会場

第 1日 (3月28日)午前 D会場 植物ホルモン・生長調節物質

9:30 1aD01 

9:45 1aD02 

10:00 1aD03 

10:15 1aD04 

10:30 1aD05 

10:45 1aD06 

11:00 1aD07 

11:15 1aD08 

11:30 1aD09 

11:45 1aD10 

12:00 1aD11 

12:15 1aD12 

糞化カボチャ下座軸成長帯のアポプラストに存在するインドーノレアセトアノレデヒド酸化活性

鶴崎健一，石井友和1，松浦史登1，楼井直樹2(福山大 ・一般教育福山大 ・工・ 生物工学広島

大・総科 ・自然環境)

シロイヌナズナの2つの遺伝子は3つの二量体アノレデヒド酸化酵素アイソザイムをコ ードしている

赤羽修一，瀬尾光範，堂前直1，瀧尾繍士1，神谷勇治2，駒野照弥， 小柴共ー(都立大 ・理・ 生物科

学理研理件・FRP)

シロイヌナズナアノレデヒド酸化酵素の酵母 (Pichiapωtoris)での機能的発現と解析

小岩井花恵，指宿祥子1，赤羽修一，瀬尾光範，駒野照弥，小柴共一(都立大 ・理・生物科学北

里大 ・理・ 生物科学)

シロイヌナズナアノレデヒド酸化酵素のABA生合成への関与
瀬尾光範，赤羽修一，小岩井花恵，神谷勇治l，駒野照弥，小柴共ー(都立大・理・生物科学理

研・ FRP)

高濃度亜鉛による“オーキシン誘導一発根"の促進

高木浩，松尾啓史，安河内あやこ，佐伯雄一，長友由隆(宮崎大・農 ・生物機能工学)

恨とlIf軸の両方がオーキシン耐性である二種類のシロイヌナズナ優性突然変異体の研究

又村友幸，立松圭， 山本興太朗，林誠1，西村幹夫1(北海道大院 ・地球環境・生態基生研・細胞

生物)

シロイヌナズナにおけるオーキシン誘導性遺伝子と匪軸伸長様式の関係について

丸橋弘治，深城英弘1，田坂昌生2(京大院 ・理・植物 ニューヨーク大奈良先端大 ・パイオ)

レタスのジベレリン生合成酵素遺伝子のクローニングと発現解析

豊増知伸，加野京子，近藤三容子，竹谷優子， )11出洋1，三橋渉，井上康則2，神谷勇治1(山形大・

農理研 ・フロンティア東京理科大 ・理工)

光発芽レタス種子におけるジベレリン生合成酵素遺伝子の発現の局在

中南健太郎，豊増知伸，三橋渉，倉橋敏裕，金田剛史1，井上康則2，神谷勇治1(山形大・農理

研 .FRP， 2東京理科大・理工)

春化処理したトルコギキョウの抽だいにおけるジベレリンの役割

岡真理子，田坂恭嗣，岩測雅樹， 三野真布(岡山県生物科学総合研)

春化処理したトノレコギキョウの芽生えにおけるジベレリンの生合成とシグナノレ伝達に関与する遺伝子発現に

ついて

三野真布，岡真理子，田坂恭嗣，岩瀕l雅樹(岡山県生物科学総合研)
ジベレ リン応答遺伝子の単離と特性解析

小川幹弘，草野友延，勝見允行1，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究センタ_， 1国際基督教大)

第 1日(3月28日)午後 D会場 植物ホルモン・生長調節物質・細胞骨格

13:30 1pD01 A1askaエンドウ芽生えの頂芽優勢に関与する成長調節物質

中島江理，山田小須弥1，長谷川宏司1(筑波大院 ・バイオシステム筑波大 ・応生化)

13:45 1pD02 アベナ幼葉鞘における光屈性制御物質

長谷川剛，山田小須弥1，長谷川宏司1(筑波大院・バイオシステム筑波大・応生化)

14:00 1pD03 ""7メ科植物 ・メスキート(ProsoPisjul~声明a DC.)のアレロパシーについて

中野洋，藤井義晴1，山田小須弥2，長谷川宏司2(筑波大院 ・バイオシステム農水省 ・農環研，

2筑波大 ・応生化)

14:15 1pD04 松かさ由来のアレロパシ一物質

野手麻理，富田一横谷香織1，平田博明2，平田公典2，縄巻動2，長谷川宏司1(筑波大院 ・農筑波

大 ・応生化日産化学)
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14:30 lpD05 

14・45 lpD06 

15・00 lpD07 

15・15 lpD08 

15:30 lpD09 

15:45 lpDI0 

16:00 lpD11 

16:15 lpD12 

16:30 lpD13 

16:45 lpD14 

D会場

シロイヌナズナ植物体に含まれるレピジモイドおよびその成長制御作用

鍋谷浩，後藤伸治，富田一横田香織1，長谷川宏司1(宮城教育大・生物筑波大 ・応用生物化学系)

セン類Physcomitrellaμtensにおけるジーン/エンハンサートラップ系統の作出

日渡祐二1.2，西山智明3，長谷部光泰1 (1基生研・種分化2，2生命科学・総研大東京大・院・理

・生物科学)

糞藻多核細胞フシナシミドロの個々の核は一本の長い微小管東をもっている

高橋文雄，大灘保，片岡博尚(東北大 ・遺生研)

タバコ培養細胞 BY-2のアクチン繊維一一微小管結合タンパク質の解析

五十嵐久子，織井秀文，園部誠司，新免輝男(姫路工大 ・理 ・生命)

トチカガミ根毛における細胞骨格のダイナミクス:アクチン繊維の束化機構

富永基樹1，横田悦雄1，Vidali， L入園部誠司1，Hepler， P.K人新免輝男1(1姫路工大 ・理・生命，

2マサチューセ ッツ大 ・生物)

オジギソウ (Mimosa仰のica.)屈曲運動に関与するアクチン細胞骨格調節タンパク質の検索

林亜砂美，山城佐和子，神津信行，田宮徹， 土屋隆英 (上智大学・化・生化)

タマネギ p34吋c2の根端分裂組織分裂準備帯 (preprophaseband)への局在時期の検討

西沢玄，奥島千景1，横田悦雄九飯田秀利3，五島直樹，高橋美佐，森川弘道，峰雪芳宣1(広島大

・理・ 遺伝子科学広島大 ・理 ・生物姫工大 ・理・ 生命東京学芸大 ・教育・生物)

アズキ上陸軸の伸長と 65kDaMAP発現量の関連性について

津野雅英，園部誠司，新免輝男(姫路工大 ・理・生命)

タパコ培養細胞 BY・2における propyzamideの長時間処理による細胞板様構造の形成

園部誠司，長谷川龍哉，新免輝男 (姫路工大・理・生命)

An Arabidopsis homolog of adenylyl cyc1ase-associated protein (CAP) functionally complements CAP-

deficient yeast cells 

Roberto A. Barrero， Masaaki Umeda， Hirofumi Uchimiya(Univ. Tokyo) 

第2日 (3月29日)午前 D会場 植物ホルモン・生長調節物質

9:00 2aDOl イネの恒常的ジベレリン反応性突然変異体，‘slenderrice'の特性と遺伝解析

池田亮，上口(田中)美弥子，北野英己，腰岡政二l，蓬原雄三人 松岡信，山口淳二(名大・生物

応答センター ・生命農学野菜・茶業試名城大・農)

9:15 2aD02 イネにおけるジベレリン情報伝達機構の解析 SPY(SPINDL Y)ホモログ遺伝子の機能について

上口(田中)美弥子， 陳信波，松岡信(名古屋大・生物分子応答研究セ ンター)

9:30 2aD03 IEF-immunoblotting法を用いたサイトカイニ、ノ結合たんぱく質 (CBP2)の特性とその発現

丸山奈美江，原田和雄，小林輿(東京学芸大 ・生命科学)

9:45 2aD04 タバコ緑色培養細胞を用いたサイトカイニン誘導性遺伝子の解析

木村琢磨1.2，瀧紀幸1.2，中野雄司2，内藤忠夫人吉田茂男1 (1理研 ・植物機能明治大・農)

10:00 2aD05 メロンのエチレンレセプターホモログMEETRl・MEERSのエチレンによる発現制御

奈良久美，遊橋健一1，細谷和重，窪田満，江面浩(茨妓生工研東北大 ・遺生研)

10:15 2aD06 サイトカイニンによるエンドウ葉化芽生えの緑化阻害

楼田智也，佐藤直樹(埼玉大・理)

10:30 2aD07 蛍光誘導体及び LC/MSによるダイズ未熟種子中サイトカイニン類の測定

大竹憲邦，佐藤明世，末吉邦，大山卓爾(新潟大 ・農 ・応生)

10:45 2aD08 パッションフルーツのエチレン関連遺伝子の発現解析

三田悟，川村彰一郎，田中邦明1，兵藤宏l，山脇和樹1(静岡大・遺伝子静岡大・農・生物生産)

11:00 2aD09 イネ穂発芽変異体の解析

小林裕子1，康近洋彦九服部東穂1 (1三重大・遺伝子農水省 ・生物研)

11:15 2aDI0 アラビドプシス Columbia株と Landsbergerecta株に見られるアプシジン酸感受性の遺伝的相違とその

QTL解析

山本(豊田)章子，宮田麻衣子， 服部東穂 (三重大・遺伝子)
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D会場

11:30 2aD11 新規な ABA非感受性変異体の単離の試み :ABA とタンパク質リン酸化酵素阻害剤に対する応答性の変化

の利用

溝口剛，篠崎一雄(理研・植物分子)

11:45 2aD12 接触刺激で一過的に発現する ACC合成酵素の解析

立木美保，森仁志(名古屋大 ・生命農 ・生化学制御)

第2日(3月29日)午後 D会場植物ホルモン・生長調節物質

13:00 2pDOl ヒャクニチソウ invitro分化系における内生ブラシノステロイドの解析

山本亮，出村拓1，藤岡昭三人吉田茂男2，福田裕穂(東大院 ・理 ・生物科学東大 ・院理 ・植物

園理研)

13:15 2pD02 ブラシノステロイド生合成阻害剤 (ブラシナゾーノレ :Brz) 構造，活性，作用部位

浅見忠男，関容基1，藤岡昭三，室伏旭l，山口五十麿1，吉田茂男(理研 ・植物機能東大院 ・応

用生命化学)

13:30 2pD03 特異的ブラシノステロイド生合成阻害剤(ブラシナゾーノレ :Brz)の植物に対する効果

吉田茂男，関容基1，永田典子， 山岸和敏，藤岡昭三，室伏旭I，山口五十麿1，浅見忠男(理研 ・植

物機能東大院 ・応用生命化学)

13:45 2pD04 ブラシノステロイドによる光形態形成の制御機構一一特異的生合成阻害剤 Brzを用いた解析

嶋田幸久，関容基，永田典子，浅見忠男，藤岡昭三，吉田茂男(理研 ・植物機能)

14:00 2pD05 プラ γノライド伸長誘導時の可溶性糖の変動

14:15 2pD06 

14:30 2pD07 

14:45 2pD08 

15:00 2pD09 

15:15 2pDI0 

15:30 2pD11 

上村千品，桜井直樹(広島大 ・総合科学)

アラピドプシス根における，クロモサボニンによる細胞数の増加と細胞伸長の促進作用

R.ahman Abidur，鶴見誠二1，尼川大作，曽我康ーに保尊隆享2，後藤伸治3，神阪盛一郎2(神戸大

・自然科学神戸大 ・RIセンター大阪市大・理 ・生物宮教大 ・生物)

ヤマザクラの成長に及ぼすブラシノライドの作用

津島美穂，根岸容子，重松晴美，中村輝子(日本女子大 ・理)

アサガオ (P，加rbitisnil)茎頂によるノノレアドレナリ ン変換初期過程の解析とその代謝物による花芽誘導

上野英子，篠崎県輝(京大院 ・農 ・応用生物)

チューリップにおけるジャスモン酸メチノレエステノレによるガム物質誘導:ガム物質の化学組成について

宮本健助，星野友紀， Marian Saniewski'， Marcin Horbowicz2，上回純一(大阪府立大・総合科学

・自然環境， 1Res Inst Pomol & Floric， Poland， 2Res Inst Veg Crops， Poland) 

タパコ培養細胞 BY-2におけるリン酸誘導遺伝子phi-lの発現の動態

佐野俊夫，長田敏行(東大院 ・理 ・生物科学)

タバコの tbl(トウモロコシ頂芽優勢関連遺伝子)ホモログの発現解析

佐藤直人，長田敏行(東大院 ・理 ・生物科学)

第3日(3月30日)午前 D会場加齢・老化・細胞死・生物時計

9:00 3aDOl 真正粘菌の老化と短命死の遺伝的背景とミトコ ンドリアのゲノム損傷

河野重行，安部隆史，桜井楽生，森君江，高野博嘉(東京大・院理系 ・生物科学)

9:15 3aD02 イネ子葉輸における細胞死の解析

川合真紀，内宮博文(東大 ・分生研)

9:30 3aD03 イネ葉の老化時に於けるオノレガネラ DNA分解の TUNEL法による検出

稲田のりこ，斉藤知恵子，酒井敦，黒岩晴子¥黒岩常祥(東大 ・院・理 ・生物科学共立女子短

大 ・文科)

9:45 3aD04 シロイヌナズナの糞の老化が早まる変異体hypersenescencel(hysI)の解析

吉田聡子，伊藤正樹，渡溢昭(東大院 ・理・生物科学)

10:00 3aD05 シロイヌナズナの老化過程における細胞死制御遺伝子の発現変動の解析

内藤継吾，天笠英行，鈴木寛(福井県立大・生物資源、)
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10:15 3aD06 動物由来の細胞死抑制遺伝子を過剰発現させたタバコ植物における病斑形成の遅延

光原一朗1，2，後藤洋子1. 三浦正幸3. 大橋祐子1.2 (1農水省 ・生物研・分子遺伝部.2JST • CREST. 

3大阪大学 ・医学部)

10:30 3aD07 bZIP型転写活性化因子をコードするタバコ tbz17遺伝子は老化葉で強く発現している

草野友延，梁勝候，依因究.Thomas Berberich 1 • 佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究センター，

1フランクフノレ卜大)

10:45 3aD08 藍色細菌の時計遺伝子産物 KaiCに存在する ATP-GTP結合モチーフの解析

西脇妙子，岩崎秀雄，石浦正寛，近藤孝男(名古屋大院・理・生命理)

11:00 3aD09 藍色細菌 Synechococ，叩 sp.s仕ainPCC 7942の概日時計遺伝子クラスタ -kaiABCの発現制御領域の解析

沓名仲介，近藤孝男，石浦正寛(名大院・理・生命理学)

11:15 3aDlO コムギ葉緑体 RNAポリメラーゼσ因子の概日時計による発現制御

伊藤慎二，中平洋一l，森川一也，椎名隆，豊島喜則(京大院・人間・環境名大院・理)
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第 1日 (3月28日)午前 E会場基礎代謝(タンパク質・酵素)

9:30 laEOl イネアスパラギニルエンドベプチダーゼ (Asn-EP)REP-2 :精製と性質

加藤英樹，南川隆雄(東京都立大院・理・生物科学)

9:45 laE02 イネアスパラギニノレエンドベプチダーゼ (Asn-EP)REP-2: cDNAクローニングと発現様式

加藤英樹，南川隆雄(東京都立大院・理・生物科学)

10:00 laE03 ケツノレアズキ発芽子葉の小胞体プロセシング酵素 (ERPE):精製と cDNAクローニング

岡本龍史，南川隆雄(東京都立大院・理・生物科学)

10:15 laE04 小胞体プロセシング酵素 (ERPE)のinvitro活性化

佐藤浩司，岡本龍史，南川隆雄(東京都立大院・理・生物科学)

10:30 laE05 キュウリ葉緑体プロテアーゼの活性調節機構

10:45 laE06 

11:00 laE07 

11:15 laE08 

11:30 laE09 

11:45 laEI0 

12:00 laE11 

12:15 laE12 

山内靖雄，田中浄(鳥取大・農・植物機能学)

タンパク質のN末端に作用する酵素群の生理的役害トーアシノレアミノ酸遊離酵素・アミノベプチダーゼの

性質

山内靖雄，江尻千徳，田中浄(鳥取大・農・植物機能学)

SDSにより活性化されるトウモロコシ・プロテアーゼの活性化メカニズムの解析

近藤篤，山田隆文，増田建，島田裕士，太田啓之，高宮健一郎(東工大・生命理工)

SDSにより活性化されるトウモロコシ・プロテアーゼの複合体構成と活性化機構

山田隆文，太田啓之，篠原あづさ 1，岩松明彦1，近藤篤，増田建，島田裕士，高宮建一郎(東工大

-生命理工キリンビール・基盤研)

PAC (Precursor-Accumulating)小胞の 100kDaタンパク質 PVI00は液胞内でプロセスされ種々の機能タ

ンパク質に変換する

山田健志1.2，嶋田知生1.2，西村いくこ 1，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物総研大・生命科学)

シロイヌナズナの栄養器官型液胞プロセシング酵素の解析

平岩呂子1，2，山田健志l，西村いくこ l，西村幹夫1(1基生研・細胞生物生命誌研究館)

イネにおける 20Sプロテアソーム 調節サフーユニット複合体の invitroでの構築

牧野太郎，柳川由紀，橋本純治1，田中啓二人佐藤隆英，中川弘毅(千葉大・園芸・生物生産農

水省・生物資源、研都・臨床研)

シロイヌナズナの新規シャベロニン10(AT3)の解析

河本恭子，嶋田知生，西村いくこ，西村幹夫(基生研・細胞生物)

第 1日(3月28日)午後 E会場基礎代謝(タンパク質・酵素・脂質)

13:30 lpEOl Molecular biological study on serine bios)川theticenz戸nesin the phosphorylated pathway from Arabidopsis 

thaliana 

Chai-LingH0， Masaaki Noji， Maiko Saito， Mami Yamazaki， Kazuki Saito(Fac. Pharm. Sci.，αlIba 
Univ.) 

13:45 lpE02 ミトコンドリア局在型システイン合成酵素は，s-シアノアラニン合成酵素か?

丸山明子，石津公明，高木尚(東北大・続・理・生物)

14:00 lpE03 蘇類ネジクチゴケから新しく分離した細胞外 Mn-SODはgerminと相向性を持つ

山原俊昭，鈴木崇紀，田中克幸，佐藤敏生，滝尾進1(広島大・理・生物科学熊本大・理・生物

科学)

14:15 lpE04 ポリフェノールオキシダーゼの二核銅中心による活性酸素発生

桑原朋彦，加藤裕二 (筑波大・生物)

14:30 lpE05 タバコ細胞からの細胞壁酸性ホスファターゼ cDNAのクローニング

海回るみ，布藤聡1，奥山英登志2，金子実子(日本女子大・理・物生日本製粉中研北大・地

球環境)

14:45 lpE06 ニホンナシ果実からの2つのスクロース合成酵素アイソザイムの精製と性質

棚瀬幸司，森仁志l，山木昭平(名大院・生命農・園芸名大院・生命農・生化学制御)
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15:00 1pE07 Anabaena variabilisのRNA結合タンパク質 RbpA1の配列特異性

15:15 1pE08 

15:30 1pE09 

15:45 1pE10 

16:00 1pE11 

16:15 1pE12 

16:30 1pE13 

16:45 1pE14 

17:00 1pE15 

17:15 1pE16 

川上弘人，佐藤直樹(埼玉大・理・分子生物)

タバコ培養細胞におけるテロメア結合タンパク質の研究

鈴木智尋，田中喜之1，酒井慎吾(筑波大・生物農水省・生物研)

雪腐病菌の細胞内リパーゼの性質

小野智子，奥山英登志(北海道大・院・地球環境)

シロイヌナズナのフィトクロム発色団生合成に関わる HY1タンパク質のへムオキシゲナーゼとしての機能

村本拓也，横田明穂，河内孝之(奈良先端大・バイオサイエンス)

形質転換によるイネ筒管液中へのタンパク質の導入

福田あかり 1，石渡裕久阿部啓子1，茅野充男1，藤原徹1，3，林浩昭1(1東大院・農・応生化味の

素側， 3PRESTO， 1ST) 

新しいアフィニティーリガンドを用いたイネキチンオリゴ糖エリシター結合タンパク質の精製

賀来華江，渋谷直人(農水省・生物研)

サツマイモ由来 L-ガラクトノラクトン脱水素酵素遺伝子による形質転換タバコの解析

今井剛，今西俊介，丹羽麻美子1，服部美世1，布目司，大羽和子1，平井正志(野菜・茶試名古

屋女子大・家政)

葉緑体アセチノレ CoAカノレボキシラーゼの光活性化に関与するコンポーネントの同定

木崎暁子，蒲田浩一郎，永野幸生，佐々木幸子(名大院・生命農学研究科・生化学制御)

アラビドプシスのりポ酸転移酵素 cDNAのグローニングとそのキャラクタリゼーション

和田実穂，安野理恵，和田元(九大・理・生物)

アラビドプシスにおける 2つの MGDG合成酵素遺伝子

粟井光一郎，太田啓之，金井大輔，増田建，島田裕土，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

第2日(3月29日)午前 E会場細胞内輸送・分泌

9:00 2aE01 

9:15 2aE02 

9:30 2aE03 

9:45 2aE04 

10:00 2aE05 

10:15 2aE06 

10:30 2aE07 

10:45 2aE08 

11:00 2aE09 

11:15 2aE10 

ケツノレアズキ発芽種子における液胞システインプロテアーゼ (SH-EP)の細胞内輸送経路の解明

豊岡公徳，岡本龍史，南川隆雄(東京都立大院・理・生物)

液胞γステインエンドベプチダーゼ SH-EPと結合する膜タンパク質 VmBP65の同定

古野暁子，岡本龍史，南川隆雄(都立大・院・理・生物科学)

カボチャ 2Sアノレブミンの液胞輸送シグナノレの解析

嶋田知生1，2，黒柳美和1，西村いくこ 1，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物総研大・生命科学)

マイクロボディ膜に存在するアスコルビン酸ベノレオキシダーゼの生合成機構

二藤和昌1.2，山口勝司1，林誠1.2，西村幹夫1.2(1基生研・細胞生物総合研究大学院大学・生命科

学.)

オウレン (Cφtおjaponica)培養細胞におけるベノレベリン輸送機構の解析

左海匡子，佐藤文彦，矢崎一史(京大院・農・応用生命科学)

イネ種子匪乳組織におけるグノレテリンシグナノレ配列の ER膜特異的認識機構

牧野英志l，北村都代子1，岡正樹1，増村威宏1.2，田中園介1.2 (1京都府大・生資化・遺伝子京都

農資センター・遺伝子)

新規なイネ importinα のクローニングと機能解析

美昌之尽，松本吏弓1，庄子和博1，伴浩志2，岩崎俊介2，山本直樹(農水省・生物研電中研・生物，

2新潟大・理)

イネ核輸送蛋白質 Importinaの成長過程における分布と発現量の変動

稲垣言要，菱呂奈，松木吏弓1，山本直樹(農水省・生物研電中研)

イネ核輸送蛋白質 Importinaの細胞内分布

馬場(笠井)晶子，菱昌烹，稲垣言要，山本直樹(農業生物資源研)

Ara4 GTPaseの相互作用因子として単離されたヌクレオシド二リン酸キナーゼの解析

上回貴志，内宮博文1，中野明彦(理研・生体膜東大・分生研)
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第2日 (3月29日)午後 E会場吸収・転流・蒸散・二次代謝

13:00 2pEOl 

13:15 2pE02 

13:30 2pE03 

13:45 2pE04 

14:00 2pE05 

14:15 2pE06 

14:30 2pE07 

14:45 2pE08 

トウモロコシ (Zea脚 ysL.)葉身におけるショ糖トランスポーター遺伝子の発現

青木直大，度瀬竜郎1，大杉立2(国際農林水産業研究センター北陸農業試農業生物資源研)

ショ糖リン酸合成酵素 (SPS)形質転換体イネにおける止棄の老化，及び収量の変化

小野清美，石丸健，小沢憲二郎，大川安信，大杉立(農業生物資源研)

イネ筒管チオレドキシンhを発現する形質転換タパコの分子量限界について

守智子1，石渡裕久林浩昭1，藤原徹1.3 (1東大院・農・応生化味の素株式会社， 3PRESTO， 

JST) 

蒸散速度が大きい時にはトウモロコシの根の細胞の膨圧と水ポテンシャノレに放射方向の勾配が生じる

平沢正， Paul Richardson1， Alun Deri Tomos1 (東京農工大・農ウェーノレズ大・生物)

マクワウリ幼植物における水及び養分輸送に及ぼす塩化水銀の効果

柴坂三根夫，須藤恵美，田沢仁1，笠毛邦弘(岡山大・資生研福井工大・応用理化学)

キュウリ (Cucumissativus L.)匪軸からの2種の脂肪酸ヒドロベルオキシドリアーゼのクローニング

松井健二， Jack Wilkinson1， Bill Hiattl， Vic Knauf1，梶原忠彦(山口大・農・応生化， 1Calgene 

LLC) 

イソフラボン生合成に関与する cytochromeP450 cDNAのクローニング

明石智義，青木俊夫，綾部真一(日本大・生物資源・応用生物)

エリシター処理したミヤコグサにおけるイソフラボノイド生合成の誘導

嶋田典基，青木俊夫，綾部真一 (日本大・生物資源・応用生物)

第3日 (3月30日)午前 E会場基礎代謝(遺伝子)

9:00 3aEOl bZIP型転写因子のプロリ ンに富む領域と相互作用する転写活性化因子の解析

玉井宏紀，飯哲夫，岩測雅樹1(京都大・院理・植物現・岡山県生物科学総合研)

9:15 3aE02 植物 tRNA遺伝子の5'上流領域は RNAポリメラーゼEの転写再開始に重要である

湯川泰，杉田護， Nathalie Choisne1， Ian SmalP，杉浦昌弘(名大・遺伝子， IINRA・仏)

9:30 3aE03 ラン藻⑪開echococ，ωsPCC6301のリボソームタンパク SI様タンパク質 SILの構造と機能

杉田千恵子，杉田護l，杉浦昌弘(名大・遺伝子名大・人間情報)

9:45 3aE04 葉緑体 invitro RNAエディティング系の開発とエディティング部位認識機構の解析

庚瀬哲郎，杉浦昌弘(名古屋大，遺伝子)

10:00 3aE05 葉緑体リボヌクレオプロテインは RNA安定化因子として働く

中村崇裕，太田賢人杉田護1.3，杉浦昌弘1(1名大・遺伝子実験施設工技院生命研・植物分子，

3名大・人間情報)

10:15 3aE06 非光合成プラスチド由来の invitro翻訳系の開発

井手上賢，廉瀬哲郎，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子)

10:30 3aE07 イン卜ロンを含む植物核 tRNAMet前駆体の初 vitroスプライシング系を用いた解析

赤間一仁1，Volker Junker2， Hildburg Beier2 (1島根大・生物資源科学・生物科学， 2Inst. fur 

Biochem.， Wurzburg Univ.， Wurzburg， Germany) 

10:45 3aE08 タパコ cysteinprotease遺伝子 (NTCP-23)の単離と発現解析

上田忠正，瀬尾茂美，大橋祐子，橋本純冶(農水省・生物研/JST・CREST)

ll:OO 3aE09 シロイヌナズナにおける Clpプロテアーゼの核にコードされた新規触媒サフーユニット遺伝子nclpPのcDNA

の単離と解析

中林一美，伊藤正樹，渡漫昭(東京大・院 ・理系・生物科学)

ll:15 3aEI0 イネシステインエンドベプチダーゼ REP-l遺伝子上流域のシス配列の検索

須藤慶太，加藤英樹，南川隆雄 (東京都立大院・理・生物科学)
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11・30 3aE11 植物におけるメチオニン生合成制御機構の研究ー--Cystathioniner-synthase遺伝子の発現制御機構の解析

千葉由佳子，木嶋文子，石川真理， Thomas Leustekl， Roger Walls直rove2，南原英司，内藤哲(北

大・農・応用生命科学， lCen. Agric. Mol. Biol.， Rutgers Univ.， 2AFRC Inst. Arable Crop Res.) 

11:45 3aE12 mω2-an Arabidopsis mutant with altered methionine and thr官onineaccumul四tion

Derek Bartlem， Ingrid Lambein， Satoshi Naito(Dept. Appl. Biosci.， Fac. Agric.， Hokkaido Univ.) 

第3日 (3月30日)午後 E会場基礎代謝(遺伝子)

13:00 3pEOl 

13:15 3pE02 

13:30 3pE03 

13:45 3pE04 

14:00 3pE05 

14:15 3pE06 

14:30 3pE07 

シロイヌナズナのロダネーゼ(チオ硫酸硫黄転移酵素)cDNAの単離と機能解析

中村達夫，草野友延，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究センター・植物細胞工学)

形質転換イネを用いたイネカタラーゼ (Ca凶)遺伝子の発現の解析

岩本政雄，肥後ひろみ，赤木宏守l，藤村達人2，肥後健一(農水省・生物研三井業際・植物バイ

オ研筑波大・農工)

トウモロコシ葉緑体の2-オキソグルタノレ酸/リンゴ酸輸送体の機能と発現の解析

谷口光隆，杉山達夫(名古屋大院・生命農学)

シロイヌナズナの主要介アミラーゼ遺伝子に相同な遺伝子の発現パターン

富谷都妙，森上敦，中村研三(名大院・生命農)

シロザ・クロロフィラーゼ遺伝子の単離およびシロイヌナズナの2つのファミリー遺伝子の単離とその発現

土屋徹，太田啓之，大川克也1，岩松明彦1，島田裕土，増田建，高官建一郎(東工大・生命理工，

lキリン・基盤研)

2種のキュウリ・フェロキラターゼの単離および組織局在性

鈴木琢雄，増田建，井口八郎1，島田裕士，太田啓之，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構，

l京大・理・生物物理)

冬小麦培養細胞のアブシジン酸誘導性タウマチン様タンパク質 WAS-3

桑原慎子，荒川圭太，竹津大輔，藤川清三(北大・低温研)
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第 1日(3月28日)午前 F会場情報伝達系

9:30 laFOl 

9:45 laF02 

10:00 laF03 

10:15 laF04 

10:30 laF05 

10・45 laF06 

11:00 laF07 

11:15 laF08 

11:30 laF09 

11:45 laFlO 

12:00 laF11 

12:15 laF12 

アカバンカピにおける形態形成に至る光信号伝達の初期過程

小倉康裕，蓮沼仰嗣，吉田雄介，矢部尚登 (横浜市大・木原生研・総合理学)

青色光ーcAMP情報伝達経路によるラン藻Synechocystissp. PCC 6803の運動の調節

寺内ー姫，岡本忍，大森正之(東京大・総合文化・生命環境)

UV-B 照射でシロイヌナズナに誘導されるプロテインキナーゼ

柴田百合子，永田俊文1，小松節子2，森昌樹2，鎌田博，菊池尚志2(筑波大・生物科学・ CREST，

IJST長崎農水省・生物研)

シロイヌナズナにおけるT線照射に対応するシグナノレ伝達系の解析

永田俊文1，等々力節子2，林徹2，柴田百合子3，鐘ケ江(梶矢)弘美4，小松節子4，森昌樹4，菊池

尚志4(IJST長崎食総研筑波大・生物科学生物研)

r線照射に応答したイネの分げつ促進反応
岡部健，森昌樹，等々力節子1，永田俊文，柴田百合子，菊池尚志 (農水省・生物研農水省・食

総研)

シロイヌナズナの phosphorelaymediator をコードする ATHP1~3 遺伝子の解析

宮田伸一，浦尾剛，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・植物分子生物)

トウモロコシにおける二成分制御系シグナノレ伝達因子の探索と機能解析

早川敦子，榊原均，出路篤，太田行則，杉山達夫(名大院・生命農)

形質転換アラビドプシスを用いた二成分制御系シグナノレ伝達系の解析

榊原均，武井兼太郎，杉山達夫(名大院・生命農)

シロイヌナズナのレスポンスレギュレーター遺伝子の発現解析

木羽隆敏，藤田明恵，谷口光隆，榊原均，上口智治，水野猛，杉山達夫 (名古屋大院・生命農学)

シロイヌナズナにおける His-Aspリン酸リレー情報伝達系因子 (HPt)の検索と機能解析

鈴木友美，今村綾，上口智治，水野猛 (名大院・生命農)

シロイヌナズナの転写因子型レスポンスレギュレーター遺伝子 (ARRl，ARR2)の解析

酒井啓江，青山卓史，岡穆宏 (京大・化研)

シロイヌナズナの Two-ComponentSystemの解析

浦尾側，宮田伸一，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・植物分子生物)

第 1日(3月28日)午後 F会場情報伝達系

13・30 lpFOl 環境ストレスによる シロイヌナズナ MAPキナーゼの活性化

市村和也1.2，溝口剛1，吉田理一郎1，篠崎一雄1 (1理研・植物分子筑波大・生物科学)

13:45 IpF02 植物型 MAPKK(MEKI) の活性化における TXSXXXS配列の意義

松岡大介，南森隆司，安田武司 (神大院・自然科学研究科・分子集合科学)

14:00 lpF03 Cloning and characterization of a cDNA encoding a Dunaliella tertiolecta Ca2+-dependent protein 

kinase(CDPK) 

Reinhard Pinonto喝nl，Takashi Yuasa2， Marinela 1. Anderca2， Takashi Matsuoka2， Nobuyuki 

Uozumil.2， Hitoshi Mori2， Shoshi Mutol.2 (INagoya Univ.， Bioscience Center， 2Grad. Sch. 

Bioagricultural Sci.， Nagoya Univ.) 

14:15 IpF04 形質転換イネによるストレス誘導性カルシウム依存性プロテインキナーゼの機能解析

西{康雄介，畑信吾，経塚淳子1，島本功1，泉井桂(京都大院・農・応用生物科学奈良先端大・パ

イオ)

14:30 IpF05 ゼンマイ胞子の発芽過程における Ca2+依存性プロテイ ンキナーゼの関与について

蒲池浩之，柏田和子，嶋村典子，井上弘 (富山大・理・環境)
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14:45 1pF06 登熱初期のイネ種子における 2種類の SNF1様プロテインキナーゼ (OSK)遺伝子の異なる発現部位特異

性

高野誠，鐘ケ江弘美，三好一丸"森昌樹，菊池尚志，長戸康郎， (農水省 ・生物研・ 分子遺伝東

大院 ・農・育種)

15:00 1pF07 ポプラの受容体型プロテインキナーゼの構造と遺伝子発現

15:15 1pF08 

15:30 1pF09 

15:45 1pFlO 

16:00 1pFl1 

16:15 1pF12 

16:30 1pF13 

16:45 1pF14 

17:00 1pF15 

17:15 1pF16 

17:30 1pF17 

西口満，角園敏郎(農水省・森林総研)

未熟種子特異的プロテイ ンキナーゼ SPKは花粉でのデンプン生合成にも関与する

古橋英之，浅野敬幸，鷲田治彦"高岩文雄"島田浩章(東京理科大・生物工農水省・生物研)

未熟種子での未熟種子特異的プロテイ ンキナーゼ SPKの発現は匪乳に限られる

浅野敬幸，小村雄飛，国枝典子，山根圭子，高野誠"佐藤美帆l，島田浩章(東京理科大・生物工，

l農水省・生物研)

コムギプロテインキナーゼ WPK4は14-3-3タンパク質と相互作用する

池田佳久，草野友延，佐野浩(奈良先端大・遺伝子セ ンタ ー・植物細胞工学)

イネ筒管液中に存在する CDPK

花岡秀樹"福田あかり"佐々木尊明3，根本圭介2，藤原徹1・4，林浩昭， ('東大院 ・農・応生化，

Z東大院 ・ア生・生環味の素 (株)， 4PRESTO， ]ST) 

アカパンカピ NDKと相互作用する蛋白質群の同定

吉田雄介，小倉康裕，矢部尚登，蓮沼仰嗣 (横浜市大 ・総合理学 ・木原生研)

シロイヌナズナ din遺伝子群のプロモーターの糖による制御

藤木友紀，伊藤敬，伊藤正樹，渡辺昭(東京大・院・理系・生物科学)

シロイヌナズナ植物体における糖シグナノレ応答性 [Ca2+JCyt上昇
古市卓也"魚住信之し2，武藤尚志1.2 (名古屋大 ・l院 ・生命農 生物分子応答研究センター)

タパコ培養細胞におけるフェニルエチノレアミン類処理による活性酸素種生成とサイトソノレ Ca2+濃度上昇

河野智謙" Reinhard Pinontoan2，魚住信之1，2，武藤尚志1.2('名古屋大 ・院 ・生命農学名古屋

大 ・生物分子応答研究センター)

エチレンによる GCCbox配列からの転写誘導に対するサリチノレ酸， メチノレジャスモン酸の協調的な効果

太田賢，高木優，進土秀明(工技院 ・生命研・値物分子生物)

生体防御遺伝子の ERF2による転写活性化機構

伊藤嘉信，高木優"進士秀明"竹丸憲_2，広瀬進2，山崎健一(北大 ・地環研工技院・生命研

・績物遺伝研・形質遺伝)

第2日(3月29日)午前 F会場情報伝達系

9:00 2aF01 

9:15 2aF02 

9:30 2aF03 

9:45 2aF04 

10:00 2aF05 

10:15 2aF06 

10:30 2aF07 

アラピドプシスにおける新規な転写因子 AtERFファミリーの機能解析

高木優， Susan Y. Fujimω，太田賢，進士秀明(工技院 ・生命研 ・植物分子)

アプシジン酸応答性遺伝子発現制御に関わる突然変異体の分離とその解析

山本 (豊田)章子， 井内和美，服部東穂(三重大 ・遺伝子)

イネ bZIPタンパク質 TRAB1はVP1と特異的に相互作用し ABA応答性転写活性化を媒介する

保浦徳昇，服部東穂 (三重大・遺伝子)

Ri-プラスミド由来アグロビン合成酵素遺伝子プロモーターの傷害誘導性 .情報伝達経路 E

山野宏晃，猪口雅彦，近藤弘清(岡山理科大・理・生物化学)

タバコ棄における傷誘導シグナノレ伝達に ubiquitin-proteaωmesystemが関与する

伊藤直子，瀬尾茂美，大坪憲弘，中川弘毅"大橋本高子(農水省・生物研， ]ST. CREST， '千葉

大 ・園芸 ・生物資源利用)

イネ細胞質型アスコルビン酸ベノレオキシダーゼの酸素ストレスに対する応答

森田重人1.2，上中弘典"増村威宏1.2，田中園介I.2 ('京都府大 ・農・ 生資化 京都府農資センター)

タパコ培養細胞において ERF3と相互作用するタンパク質の探索

小山知嗣l，岡田崇"北島佐紀人2，高木優3，進土秀明3，佐藤文彦， ('京大院 ・農・ 応用生命科学，

2RITE， 3工技院 ・生命研)
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10:45 2aF08 低分子量Gタンパク質 Racによる細胞死の誘導

逸見健司1，川崎努I，小埜栄一郎1，畠山哲1，岩野恵2，佐藤光九島本功1(奈良先端大・ l植物分子

遺伝・ 2パイオ九州大・農)

11:00 2aF09 イネ Rac導入植物の耐病性

小埜栄一郎，逸見健司， JII崎努，島本功(奈良先端大・パイオ)

11:15 2aFI0 Iso1ation and charact疋rizationof a gene encoding a DNA-methy1transferase from maize 

Nico1as St疋wardI.2，小川幹弘2，草野友延2，佐野浩2(I.2CREST. JST， 2奈良先端大・遺伝子教育

研究センター)

11:30 2aFll イネ Ir官lホモログ遺伝子の単離と機能解析

奥島葉子，小泉望，草野友延，佐野浩(奈良先端大・遺伝子センター・植物細胞工学)

11:45 2aF12 イネs-l，3・グノレカナーゼ cDNAの単離とそのエリシター誘導の解析
南栄一，高井亮太l，山田小須弥1，賀来華江 GeoffFincher2，西津洋子，渋谷直人(農水省・生

物研筑波大学・応用生化学系アデレード大学)

第2日 (3月29日)午後 F会場情報伝達系・情報伝達(光)

13:00 2pFOl NADPH oxidaseの構造とエリシタ一応答における役割

伊藤寿1，2，西谷和彦1，渋谷直人2 (1東北大院・理・生物農水省・生物資源研)

13:15 2pF02 イネ培養細胞のエリシターによる二相性活性酸素生成の制御機構の解析

山口武志，前原有美子，渋谷直人(農水省・農業生物資源研究所)

13:30 2pF03 種々の植物細胞原形質膜に存在するキチン系エリシター結合蛋白質の特性解析

岡田光央1，2，伊藤ユキ1，松村正利2，渋谷直人1 (1農水省・生物研筑波大)

13:45 2pF04 イネのいもち病抵抗性遺伝子Pi-bのポジシショナノレクローニング

左南修1，角田由紀1.2，本村知樹l，神原久美子l，児玉治人川崎信二1 (1農水省・生物研茨大・

農・資源生物)

14:00 2pF05 エチレン受容に関与する responsiveto antagonistl突然変異体の解析

14:15 2pF06 

14:30 2pF07 

14:45 2pF08 

15:00 2pF09 

15:15 2pF10 

15:30 2pFll 

15・45 2pF12 

平山隆志，平山則子， Joseph J. Kieber， Plinio Guzman， Joseph R. Ecker(Dep. of Biology， Univ. 

of Pennsylvania) 

イネ綾性変異体，大黒 (d-l)は， 3量体Gタンパク質αサプユニット変異体である

藤津由紀子，加藤輝久，大城閑，石川敷司，北野英己1，佐々木卓治2，旭正，岩崎行玄(福井県大

・生物資源名大院・生命農学・生物機構農水省・生物研)

単一細胞実験法による電気刺激の定量付加

斉藤美佳子，森英樹，小斎裕里，呉基鳳，松岡英明(東京農工大・工・生命工学)

好熱性ラン藻Synechococcuse伽zgatusの走光性に関する研究

近藤陽一1，中津美紀2，真鍋勝司1 (1横市大・総合理学理研・フロンティア)

シロイヌナズナの根の光屈性に関わる突然変異体 rpt2の分子遺伝学的解析

酒井達也，和田拓治，石黒澄衛，岡田清孝(京都大・理・植物)

苔類フタパネゼニゴケにおけるフィトクロム遺伝子の構造と発現制御

鈴木崇紀，松崎雅広，山本勇，佐藤敏生，滝尾進1(広島大・理・生物科学熊本大・理・生物科

学)

Gタンパク質pra2のフィトクロム応答性応答性発現を制御するシスエレメントの解析

稲葉丈人，永野幸生，佐々木幸子(名大院・生命農学・生化学制御)

ホウキモロコシのアントシアニン形成に関わる速いエスケープをするフィトクロム

渡辺祐子，中本陽子，七傑千津子，久保田守1，渡辺正勝l，渡辺博之2，橋本徹3(神戸大・理・生

物基生研 三菱化学・横浜総合研神戸女子大・家政)
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F会場

第3日 (3月30日)午前 F会場情報伝達(光)

9:00 3aFOl 西洋わさび毛状根に導入したフィトクロム遺伝子の光誘導不定芽形成に対する効果

斎藤力，徳富哲I，鎌田博(筑波大・生物大阪府立大・先端研)

9:15 3aF02 Arabidopsisフィトクロム Aの部分を発現する形質転換体の解析

中津美紀，真鍋勝司1，松井南(理研フロンティア分子機構横浜市大理学部)

9:30 3aF03 発色団テトラピロールの A~D 環各側鎖がフィトクロム B アポ蛋白質との結合および光可逆的吸収変化に

及ぼす役割について

猪股勝彦，半津宏子l，木下英樹，垣内貴司， Krishanthi Padmarani Jayasundera，津本大介，太田

敦子，内田憲孝1，和田敬四郎，古谷雅樹1(金沢大院・自然科学目立・基礎研)

9:45 3aF04 ホウライシダ・プロテインキナーゼ型フィトクロム遺伝子を導入した形質転換植物の光に対する生理反応の

解析

鐘ケ江健l，林田恵美1，加川貴俊2，野末一成l，和田正三1.2(l都立大・理・生物基生研・情報制

御)

10:00 3aF05 タパコ光化学系I核遺伝子psaDbはTATAボックスではなくイニシエーターに依存して転写される

中邸真之l，小保方潤ー1，2 (1北大院・地球環境名大・遺伝子実験施設)

10:15 3aF06 イネ (αyzasativa L.)のシグロブタン型ピリミジンダイマーの光修復能誘導の光調節

成日慶， 日出間純，熊谷忠(東北大・遺生研)

10:30 3aF07 イネ粗抽出液による DNA損傷 (CPD)光修復能の特性

日出間純， John C. Sutherland1， Betsy M. Sutherlandl，熊谷忠(東北大・遺生研， IBrookhaven 

National Lab. USA) 

10:45 3aF08 UVストレスと植物の活性酸素解毒能との関係

川島美香I，武田幸作2，清水英幸3，近藤矩朗1 (1東京大・院・理・生物科学東京学芸大・生物，

3国立環境研)

11:00 3aF09 クラミドモナス光化学系I核遺伝子の光による翻訳制御

松尾充啓i，小保方潤ー1.2 (1北大院・地球環境名大・遺伝子実験施設)

11:15 3aFI0 クロレラの青色光による呼吸促進に対するアミノ酸の役割

神谷明男(帝京大・薬)

11:30 3aFll オオセキショウモ葉表皮細胞の葉緑体の光定位運動に対する青色光と赤色光の作用

堂本記公子，高木慎吾(大阪大院・理・生物科学)

第3日(3月30日)午後 F会場水分・浸透圧

13:00 3pFOl ボツワナ原産野生スイカの乾燥ストレス耐性分子機構

川崎信治， 三宅親弘，中村智恵，藤井新一郎1，横田明穂(奈良先端大・パイオ鳥取県園試)

13:15 3pF02 シロイヌナズナ rd29A遺伝子の乾燥・低温および ABA応答性に関与するシスエレメント DREおよび

ABREの解析

鳴坂義弘， Zabta K. Shinwari，中島一雄，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研理研・植物

分子生物)

13:30 3pF03 アブシジン酸生合成に関与するネオキサンチン関裂酵素をコードするカウピーの乾燥誘導性遺伝子の解析

井内聖l，小林正智l，篠崎和子2，篠崎一雄1(l理研・植物分子農水省・国際農研)

13:45 3pF04 シロイヌナズナの乾燥・低温応答性シス因子 DREに特異的に結合する転写因子 DREBタンパク質の結合

特性

佐久間洋，劉強，阿部洋，春日美江，三浦節子，篠崎和子篠崎一雄(農水省・国際農研・生物

資源理研・植物分子生物)
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14:00 3pF05 Characterization of Arabidopsis thaliana transformed with the cod A gene under osmotic and drought stress 

Cai-Xia Hou， Hideko Nonaka， A1ia， Norio Murata(Dept. Regu1ation Biol.， Nat. Inst. For Basic 

Biol.) 

14:15 3pF06 冠水ストレス耐性イネの活性酸素消去物質の変動

河野尚由1.2，山内靖雄"田中浄" Evangelina Ella2，伊藤治2('鳥取大・農・植物機能国際イネ

研)

14:30 3pF07 シロ イヌナズナのポリアミン合成における2つの argininedecarboxy1ase遺伝子の発現解析

吉羽洋周"浦野蕪1.2，関口文彦九篠崎和子3，篠崎一雄4('目立 ・基礎研日本女子大 ・理農

水・国際農研理研・植物分子)
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G会場

第 1日(3月28日)午前 G会場無機栄養

9:30 laGOl 好熱性ラン藻の光合成系に及ぼす CO2濃度の効果

9:45 laG02 

10:00 laG03 

10:15 laG04 

10:30 laG05 

10:45 laG06 

11:00 laG07 

11:15 laG08 

11:30 laG09 

11:45 laGI0 

12:00 laG11 

宮入祥夫(工技院・生命工学研)

炭素欠乏条件下で発現するおmeゆ:ocoαωsp.PCC7942のωψ オベロ ンの転写制御因子

郷田諭，小俣達男 (名古屋大院・農 ・応生科)

緑藻クラミドモナス炭酸脱水酵素遺伝子 CAH1の5'上流域に存在する CO2応答性シス配列の解析

九町健一，谷口郁也，大山莞爾，福淳秀哉 (京都大院 ・農・応用生命)

ラン藻Synechocystissp. PCC 6803の硝酸イオン/亜硝酸イオンの能動輸送とその活性制御の機構

小林正樹，高谷信之，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻Synechococ，ωssp. PCC 7942の硝酸イオン/亙硝酸イオン能動輸送体に関する分子生物学的解析

上回七重，小林正樹，前田真一，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

Synechocystis sp. PCC 6803の硝酸イオン輸送の制御における PII蛋白質の役割

小林正樹，高谷信之，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻Sy悦echoωccussp. PCC7942の硝酸同化オベロンの亙硝酸による活性化はなぜ必要か ?

愛知真木子，前田真一，小俣達男(名大・農・応用生物科学)

キュウリ (Cucumissa抑usL.)緑色組織に局在する NOi一，ベプチドートランスポータ ーホモログ

高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

シロイヌナズナにおける硫酸トラ ンスポータ ー遺伝子の硫黄欠乏ストレス応答

高橋秀樹，斉藤和季(千葉大 ・薬・ 薬用資源センター)

Genetic regulation of the sulfate assimilation in Arabidopsis thaliana in responseωsulfur deficiency 

Yves Hatzfeld， Kazuki Saito(Fac. Pharm. Sci.， Chiba Univ.) 

Synechocystis sp. PCC 6803における硫黄同化関連遺伝子の発現パター ン

高橋由香里1，鈴木英治2(茨城大 ・理・ l自然環境)

第 1日(3月28日)午後 G会場無機栄養・イオン環境

13:30 lpGOl 

13:45 lpG02 

14:00 lpG03 

14:15 lpG04 

14:30 lpG05 

14:45 lpG06 

15:00 lpG07 

15:15 lpG08 

ムギネ酸生合成経路上の key酵素，ニコチアナミンアミノ基転移酵素を過剰発現させた形質転換イネの解

析

高橋美智子l，中西啓仁2，西津直子2，森敏1.2(lCREST， 2東大院 ・農学生命科学)

イネ科植物におけるニコチアナミン合成酵素遺伝子群のクローニング

樋口恭子1.2，鈴木一矢1.2，中西啓仁1，山口博隆1，西津直子1，森敏1.2(1東大院 ・農学生命科学，

2CREST) 

シロイヌナズナからのニコチアナミン合成酵素のクローニ ング及びその解析

鈴木一矢1.2，樋ロ恭子1.2，中西魯仁三西海直子2，森敏1.2(1CREST， 2東大院 ・農学生命科学)

鉄貯蔵タンパク質フェリチンの解毒作用と成長促進

後藤文之 ・吉原利一 ・斉木博(電中研・生物科学)

オオムギにおいてムギネ酸類を水酸化する遺伝子の座乗染色体腕の同定

馬建鋒，武田真，張重量潔，野本享資1，岩下孝久武田和義，松本英明(岡山大 ・資生研東洋大 ・

生命科学尉)サント リー生有研)

Mn deficiency induced expression of a gene from Oryza sativa roots 

Naqvi， S.M.S.， Takahashi， M. (Dept. Appl. Biol. Chem.， Fac. Agric.， Osaka Pref. Univ.) 

トマト根において Mn欠乏により発現が誘導される Gerrnin様タンパクの機能について

佐々木康二，竹上貴史，前嶋一宏，高橋正昭(大阪府立大 ・農)

シロイヌナズナ borl-l変異株の復帰突然変異体の単離と性質

藤原徹，青木法明，高野順平，安森美帆，野口享太郎，林浩昭(東大院・農・応用生命化学)
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15:30 lpG09 シロイヌナズナ高ホウ素要求性変異株 borl-lにおけるホウ素の吸収と移行

野口享太郎， Frank DanneP， Heidrun Pfeffer1， Volker Rornheld1，松永俊朗人掛川弘ーに石井

忠3，林浩昭，藤原徹 (東大院・農 ・応、生化， lUniv. Hohenheirn， 2農水省 ・九州農試農水省・

森林総研)

15:45 lpGI0 植物の亜鉛欠乏ストレス感受性と難溶性亜鉛化合物溶解物質分泌能の関係

長谷川功，小津まり子，野口章，矢崎仁也(日大・生物資源・農化)

16:00 lpG11 Mn欠乏時にトマト根に発現する遺伝子群の解析

16:15 lpG12 

16:30 lpG13 

16・45 lpG14 

17:00 lpG15 

17:15 lpG16 

17・30 lpG17 

藤本直，佐々木康二，高橋正昭(大阪府大 ・農・応用生化)

酵母の銅吸収変異株ctrlのオオムギ由来の suppressor，S}?l)lの機能解析

山口博隆1，奥本佐喜子1，中西啓仁1，西海直子1，森敏1.2(1東大院・農学生命科学， 2CREST) 

コンフォーカノレイメージング法によるアデニン・リボースリン酸転移酵素 (APRT)の細胞内動態

板井玲子l，中西啓仁l，西津直子l，吉村悦郎1，森敏1.2(1東大・院・農学生命科学， 2CREST) 

南極産黄緑色藻ヘテロコックスの成長および細胞内溶質含量に対する塩濃度の影響

藤井修平，山本良一，中山伸，安井伸郎， lP. Broady(帝塚山短大カンタペリー大)

塩ストレス誘導性細胞死の初期過程における細胞膜インテグリティーの研究

立原真木，山口峰生，笠毛邦弘(岡山大・資生研)

高濃度 NaCl処理によるオオムギ根からのグルコース 6リン酸の漏出

柴坂三根夫，秋山佳子，河崎利夫1，笠毛邦弘(岡山大・資生研四条畷学園女子短大)

Vibrio alginolyti，仰由来Na+JH+アンチポーター遺伝子を導入した淡水性ラン藻Synechococcussp. PCC 7942 

の耐塩性

加来伸夫人日比野隆2，高倍鉄子3，中村辰之介4，高倍昭洋1.2(1名城大 ・総合研究所名波大・理

工名大・生物分子応答センター千葉大・薬)

17:45 lpG18 塩性植物ホソパノハマアカザ (Atr;争lexgmelini)由来の Na+JH+アンチポーター遺伝子の単離とその性質

演回玲，早川孝彦，庄野真理子1，夏涛2，林泰行，田中章(植工研農水省・国際農研農水省

・農研センター)

第 2日(3月29日)午前 G会場イオン環境

9:00 2aGOl イネ HKTl遺伝子の K+，Na+濃度による転写制御

9:15 2aG02 

9:30 2aG03 

9:45 2aG04 

10:00 2aG05 

10:15 2aG06 

10:30 2aG07 

10:45 2aG08 

11:00 2aG09 

堀江智明，仲山英樹， ]ulian 1. Schroeder1，吉田和哉，新名惇彦(奈良先端大・バイオ， lDept. 

Biol.， UC San Diego) 

マングロープ懸濁情養細胞における，塩ストレス下で、の液胞内イオン濃度と液胞形態変化

堀田万利子，根本節子， Sornkid Siripatanadilok 1，三村徹郎(一橋大・生物， lKasetsart Univ) 

タバコ細胞におけるカルシウム溶液中での Al処理に伴う原形質膜障害の解析

池側広志，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

タバコ培養細胞を用いた脂質過酸化防御機構の解析 1.アノレミニウム耐性細胞株の脂質過酸化耐性

山本洋子，岡本庄司，浜田博喜1，松本英明(岡山大・資生研岡山理科大・基礎理学)

タバコ培養細胞を用いた脂質過酸化防御機構の解析1I.Caffeoylputrescineの抗酸化活性

靭倉由香里，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

タパコ培養細胞を用いた脂質過酸化防御機構の解析m.アルミニウム耐性変異株のグノレタチオンベノレオキ γ
ターゼ様活性

山口雪子，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

ライムギにおけるアノレミニウム耐性遺伝子の座乗染色体の同定

馬建鋒，武田真，楊振明，武田和義，松本英明(岡山大・資生研)

講演取消

NMR分光法によるラン藻 Synechococ，ωssp. PCC 7942の重金属結合タンパク質 SrntAの精造化学的研究

藤井博史，阿部佳代，溝尾昌也，森田勇人，小佐田高史1，山崎俊夫人京極好正1，林秀則(愛媛大

院・理工・物質理阪大・蛋白研)
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G会場

11:15 2aG10 ラン藻 Synechococcussp. PCC 7942の転写因子 SmtBによる細胞内重金属イオン濃度検知の分子機構

森田勇人，三浦晃，小佐田高史1，山崎俊夫人京極好正1，林秀則(愛媛大院・理工・物質理阪

大 ・蛋白研)

11:30 2aG11 部位特異的突然変異を導入したラン藻5抑echocoαussp. PCC 7942の転写因子 SmtBの機能解析

三浦晃，森田勇人，小佐田高史1，山崎俊夫1，京極好正人林秀則(愛媛大院・理工・物質理阪

大・蛋白研)

11:45 2aG12 重金属依存性の酸化障害におけるポリフェノーノレ類の関与

崎浜靖子，山崎秀雄(琉球大学・理・海洋自然)

12:00 2aG13 イネのオリゴ糖エリシターシグナノレ伝達におけるイオンフラックスの制御とタンパク質リン酸化

朽津和幸，菊山宗弘1，渋谷直人(農水省・生物研放送大・生物)

第2日(3月29日)午後 G会場温度

13:00 2pG01 急激な温度低下による植物体のしおれと回復機構

13:15 2pG02 

13:30 2pG03 

13:45 2pG04 

14:00 2pG05 

14:15 2pG06 

14:30 2pG07 

14:45 2pG08 

15:00 2pG09 

15:15 2pG10 

15:30 2pGll 

村井麻理，小沢聖(東北農試)

、ードニング中に小麦で発現するフノレタタン代謝関連遺伝子の単離と解析

川上顕，吉田みどり(北農試)

イネと冬コムギからのオオムギ blt101遺伝子ホモログの cDNA"ローニングとその発現解析

小池倫也，川上顕，今井亮三，大野清春1(農水省・北海道農試生物研)

アラピドプシス Mitochondria1Uncoupling Proteinをコードする新規遺伝子の単離

渡辺明夫，中国幹生，平井篤志(東京大院・農学生命科学)

低温馴化過程で蓄積するクワ (Morusbombycis Koidz)のERタンパク質
字梶徳史，竹津大繍，荒川圭太，藤川清三(北大・低温研)

キクイモ境茎を凍結処理することによって減少する細胞膜タンパク質 (FSP-3)に関する研究

荒川圭太，花崎充，吉田静夫 (北海道大・低温研)

発芽初期のアズキの低温障害

小嶋道之，鹿島信康，相沢修，松川勲1，村田吉平1，伊藤精亮(帯畜大・生資科十勝農試・豆ニ

科)

NMR顕微鏡によるシュロ葉の微細凍結様式の解析

石川雅也，井出博之1，William S. Price1，荒田洋治1，北嶋智美(農水省・生物研機能水研)

ウンシュウミカン (Citrusunshiu Marcov.)の低温応答遺伝子の cDNA"ローニング

原正和，若杉佳功，生駒吉識1，矢野昌充1，小川一紀1，久保井徹(静大農・人環科農水省・果

樹試カ ンキツ部)

コムキe根組織のα・リ ノレン酸の割合と小胞体局在型ω-3脂肪酸不飽和化酵素タ ンパク量の成育温度に依存し

た変化

堀口吾朗，川上直人1，児玉浩明，射場厚(九州大 ・理・生物明治大・農・植物工学)

光化学系E表在性タ ンパク質を欠損したラン藻 Synechoりstissp. PCC 6803の高温耐性

木村愛子，森田勇人，林秀貝Ij(愛媛大院 ・理工・物質理)

第3日(3月30日)午前 G会場温度・傷害

9:00 3aG01 ランソウ HtpGの機能

仲本準(埼玉大・理・分子生物)

9・15 3aG02 高等植物の葉緑体局在型低分子量熱ショックタンパク質を発現させたラン藻の高温耐性

天野剛志，森田勇人，林秀則(愛媛大院・理工・物質理)

9:30 3aG03 高等植物における高温ストレスによる生体膜の構造変化

山根由裕，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工大・理・生命科学)
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9:45 3aG04 大麦における熱ストレスによるグリシンベタインの誘導

高倍鉄子，平井珠美1，Ange1ina A1varez-Nakase，鈴木朗範，市原茂幸1，日比野隆2，田中義人2，

高倍昭洋2(名古屋大・生物分子応答研究センター名波大 ・農名波大・総合研究所)

10:00 3aG05 シロイヌナズナ HSP18.2遺伝子の熱ショックに応答した翻訳制御

圏迫智子，加藤晃，庄司猛，吉田和哉，新名惇彦(奈良先端大・パイオ)

10:15 3aG06 Characterization of miωchondria1-1ocated small heat shock prot疋infrom tomaω(Lyω，persion esculentum L.) 

Liu ]ian， Mariko Shono (JIRCAS-OKINA W A Subtropica1 Station) 

10:30 3aG07 葉緑体局在性低分子量 HSPの構成的発現

李痢顛，長谷川実加，山本直樹，徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

10:45 3aG08 タパコ ・レトロトランスポゾン Tto1の病傷害ストレスによる活性化

武田真，杉本和彦，広近洋彦(農水省・農業生物資源、研)

11:00 3aG09 チャにおける傷害誘導性蛋白質の解析

本間知夫，吉田克志(農水省・野菜茶試)

11:15 3aG10 チャの傷害誘導性遺伝子の解析

吉田克志，本間知夫(農水省・野菜茶試)

11:30 3aG11 葉肉プロトプラスト単離時におけるストレス応答

渡辺正巳，鈴木久美子，回漫恵美子，呉崎1，渡遺幸雄(千葉大・園・植栄マイクロテック・ニ

チオン側)

11:45 3aG12 プラスチド印ー3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子 (FAD7)の傷害誘導性におけるタ ンパク質リン酸化の関与

児玉浩明，西内巧，瀬尾茂美1，大橋祐子1，射場厚(九州大・理・生物農水省・生物研j]ST.

CREST) 

12:00 3aG13 3種の異なる傷害誘導性ACC合成酵素遺伝子の発現調節機構の解析

渡澄敬浩，酒井慎吾(筑波大学・生物)

第3日(3月30日)午後 G会場傷害・微生物・ウイルス

13:00 3pG01 傷によるタバコ ERF遺伝子の発現誘導機構の解析

西内巧1.2，鈴木馨1，北島佐紀人3，佐藤文彦久進士秀明1(1工技院・生命研・植物分子生物科学

技術振興事業団京大・ RIセ京大・農・農化)

13:15 3pG02 TMV感染による壊死斑形成過程や傷害により誘導される 2種の新規タバコベノレオキシダーゼ遺伝子の発現

特性

平賀勧，伊藤浩之，山川博幹1，光原一朗2，大坪憲弘2，松井博和，本間守，大橋祐子2(北大 ・農・

生機化筑波大・生物農水省・生物研/JST・CREST)

13:30 3pG03 トマトモザイクウイルス (ToMV)の移行蛋白質に結合する植物側蛋白質遺伝子の単離

松下保彦，出口雅一，養回勝，渡辺雄一郎1，西口正通2，丹生谷博(東京農工大・遺伝子東京大

・生命環境科学農業生物資源研究所)

13・45 3pG04 植物病原細菌Pseudomo叩 savenaeによってイネ培養細胞に誘導される細胞死の特徴解析

奈晃植，若崎由香，田中則子，岩野恵，高山誠司，門田育生1，磯貝彰(奈良先端大 ・パイオ農

水省・農環研)

14:00 3pG05 低分子量 GTP結合タンパク質を過剰発現させたタパコの病原体抵抗性が増大する原因の解析

依田寛，草野友延，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究センター)

14:15 3pG06 傷害刺激によってオオムギ細胞に誘導される侵入抵抗性へのアクチン繊維の関与

古橋千穂，小林一成(三重大・生物資源・績病)

14:30 3pG07 タパコ Rac遺伝子発現の病傷害ストレス応答性

加藤丈幸，小林一成(三重大・生物資源・植病)
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第 1日(3月28日)午前 H会場光合成細菌・光合成その他

9:30 凶 101 緑色非硫黄細菌Chloroflexusaurantiacusの染色体DNAライブラリーの導入による紅色細菌Rhodobactercaρ-
sulatusのプロトクロ ロフィリド還元能の相補

土屋亘盟，服部明彦， Jin Xiong1， Carl E. Bauer1，井上和仁(神奈川大 ・理・応用生物， 1Dept. 
Biol.， lndiana Univ.) 

9:45 laH02 ラン藻Synechocystissp.strain PCC6803のndhB遺伝子変異による CO2輸送活性の選択的阻害

大河浩，園田雅俊，小川晃男(名古屋大 ・生物分子応答研究センター)

10:00 laH03 ラン藻 (Synechoり'stissp.PCC6803)ゲノム全領威をカパーする高密度遺伝子フィノレタ ーの開発と利用

金子貴一，中村保ー，笹本茂美，出津久美，田畑哲之(かずさ DNA研)

10:15 laH04 光合成細菌RhodobactersPhaeroides f. sp. denitri.ヌωlSの硝酸還元系遺伝子
劉恵存，滝尾進1，佐藤敏生，山本勇(広島大・理・生物熊本大・理・生物)

10:30 laH05 光合成細菌の新規ABCトランスポーター

原郷美，松崎雅広，佐藤敏生(広島大 ・理・ 生物科学)

10・45 laH06 光合成細菌のベリプラズムにおける DppAタンパク質の分子シャベロンとしての機能

木曾雄三，松崎雅広， 山本勇，佐藤敏生(広島大 ・理・生物科学)

11 :00 laH07 Rhodobacter sphaeroides f. sp. Denitrificansから精製したDMSO呼吸系遺伝子の転写活性化因子DmsRのリ

ン酸化と DNA結合

大島良紀，宇治家武史，山本勇，佐藤敏生(広島大 ・理・ 生物科学)

11:15 laH08 ラン藻S問echococ側 PCC6301株ゲノムの整列クローンパンクの作製(2)
杉田千恵子1，原由里子1，横田はるみに間瀬明日香1，鈴木徹1，Nikolay Tzvetkov1，杉田護1.2，杉

浦昌弘1(1名大 ・遺伝子名大・人間情報)

11:30 laH09 テントキシンのラン色細菌に対する作用

斉藤勇仁，持丸真里，桜井英博 (早稲田大・教育・生物)

11:45 laHlO "ラミ ドモナスのフェオホノレビド aピロ化酵素

土井道生，田川智加江1，岡山繁樹(九州大 ・理 ・生物福岡女子大 ・人間環境)

第 1日 (3月28日)午後 H会場光合成・炭素代謝

13:30 lpHOl ダイコンのシンク能の発達 1 .ダイコン/γュート比の大きな栽培種の場合
臼田秀明，出村拓1，下河原浩介，福田裕穂1(帝京大学 ・医・化学東大院・理学系・生物)

13:45 IpH02 ダイズの source-sinkモデル植物を用いた高 CO2濃度の成長及び光合成への影響に関する研究 1.高CO2
濃度の成長及び光合成能へ及ぼす影響

国仲真琴，川村ひとみ，渡辺晃樹，佐藤篤，葛西身延，津田信一(弘前大・農生命 ・生物機能)

14:00 lpH03 ダイズの source-sinkモデル植物を用いた高 CO2濃度の成長及び光合成への影響に関する研究 2 高CO2
濃度による光合成の source-sink制御機構

渡辺晃樹，国仲真琴，川村ひとみ，佐藤篤，葛西身延，津田信一(弘前大 ・農生命 ・生物機能)

14:15 IpH04 ラン藻 fructose-l，6-/ sedoheptulose-I， 7 -bisphosphatase導入形質転換植物によるソース/シンク器官におけ

る光合成能と炭素代謝の解析

宮川佳子，田茂井政宏，重岡成(近畿大 ・農 ・食栄)

14:30 IpH05 電子の流東測定による葉内 CO2濃度と光合成速度の解析

津山孝人，小林善親(九州大 ・農 ・林学)

14:45 IpH06 糖センサーの解析:へキソースキナーゼの機能解析

森田章義1，Lorenzo Guglielminetti1.2， Pierdomenico Perata2， Elena LoretF， Amedio A1pF，山

口淳二1(1名大・生物応答セピサ大学)

15:00 IpH07 "ラミドモナスにおける多重ノレピスコ導入の影響

富津健一1，内田英伸1，磯野協ー1，横田明穂1，2(IRITE・植物分子生理奈良先端大・パイオ)
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15:15 lpH08 クラミドモナスの低光呼吸突然変異株とその性質(2)

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

15:30 lpH09 クラミドモナス葉緑体内での翻訳に伴う mRNAの分解

石倉清秀，加藤晃，新名淳彦(奈良先端大・バイオ)

15:45 lpHI0 ホウレンソウ RuBisCOfalloverへの食塩の影響

宅間弘樹，三宅親弘，横田明穂(奈良先端大・バイオ)

16:00 lpHll RuBisCO oxygenase反応機構の解析

岡田幸子，三宅親弘，横田明穂(奈良先端大・バイオ)

16:15 lpH12 rbcL-欠損タバコを用いた植物 RuBisCOタンパク質工学実験系の確立

大槻茂男1.2，富津健一人横田明穂1，2(1奈良先端大・バイオ， 2RITE・植物分子生理)

16:30 lpH13 トウモロコシC4型ヒ・ノレピン酸 Piジキナーゼのイネでの高発現と光による活性化の解析

深山浩1.2，東江栄丸野村美加4，土田博子2，Maurice S.B. Ku5，小野寺治子2，小野和子2，松岡信6，

徳富(宮尾)光恵2(1生研機構農水省・生物研佐賀大・農香川大・農， 5Washington State 

Univ，， 6名大・生物分子応答)

16:45 lpH14 ホスホエノーノレピノレビン酸カノレボキシキナーゼ (PCK)発現イネの C4光合成回路類似の炭素代謝

鈴木庄一，村井宣彦，新井雅雄(JT・遺伝育種研)

17:00 lpH15 C4植物に特異的な新規タンパク質の探索

泉田教，古本強，畑信吾，泉井桂(京都大院・農・植物生理)

17:15 lpH16 トウモロコシ C4光合成における葉肉細胞と維管束鞘細胞の機能分担に関わる新規遺伝子の探索

古本強，畑信吾，泉井桂(京都大院・農・植物生理)

17:30 lpH17 ピリドキサーノレ 5'・リン酸による CAM型アイスプラント葉緑体の G6P輸送活性の阻害

是枝晋，金井龍二 (埼玉大・理・分子生物)

17・45 lpH18 低 CO2ストレスに適応しない緑藻クラ ミドモナス高 CO2要求性変異株 C16の解析

三浦謙治，石崎公庸，松枝昭治，九町健一，大山莞爾，福津秀哉 (京大院・農・応用生命)

第2日(3月29日)午前 H会場光合成と環境

9:00 2aHOl タパコにおける葉緑体型アスコルビン酸ベノレオキシダーゼアイソザイムの発現機構の解析

吉村和也，重宝田行哲，重岡成(近畿大・農・食栄)

9:15 2aH02 高濃度リン酸施用によるキャベツ葉の障害発生機構

渡温和洋，真野純一1(東北農試京都大・食糧科学研)

9:30 2aH03 水ストレスによるレタス葉のスーパーオキシドジスムターゼの活性低下

堂前喜章，縄田栄治，金松澄雄1，真野純一2(京都大院・農南九州大・園芸京都大・食糧科

学研)

9:45 2aH04 クロロ フィノレ分解産物の老化植物葉における検出 HPLCによる分析法とその応用

鈴木康予，塩井祐三 (静岡大・理・生物地球)

10:00 2aH05 異なる光・栄養条件で生育した一年草本シロザにおける強光耐性の解析

加藤真暗，彦坂幸毅，広瀬忠樹(東北大院・理・生物)

10:15 2aH06 野生種スイカ生薬を用いた強光・低 CO2分圧下での光呼吸および Water-WaterCyde生理機能解析と tn

VlVO葉緑体酸化ストレス診断

三宅親弘，積田明穂(奈良先端大学院・パイオ)

10:30 2aH07 熱耐性デヒドロアスコノレビン酸還元酵素の生化学的特性

高橋俊一，山崎秀雄(琉球大・理・海洋自然)

10・45 2aH08 光照射下の単離葉緑体における活性酸素を介したグルタ ミン合成酵素の分解

石田宏幸，安海大輔，牧野周，前忠彦(東北大使・農・応生科)

11:00 2aH09 ガス交換とクロロ フィノレ蛍光の同時測定から観察される Rubiscoアンチセンスイネの光ストレス回避機構

牧野周，前忠彦，島田多喜子人山本直樹2(東北大院・農石川農短大・農資研農水省・生物

研)
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11:15 2aH10 C4型Pdk遺伝子はどのように進化したか?

野村美加， 千徳、直樹1，谷口光隆1，石田祐二人太田象三2，子鞠敏彦2，田島茂行，松岡信1(香川大

・農名古屋大 日本たばこ・植物育種研)

第2日 (3月29日)午後 H会場光合成と環境

13:00 2pH01 ラン色細菌Synechocystissp. PCC 6803に対する高温処理の影響

井上名津子，江見崇1，山根由宇野，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学，

l九州大・理)

13:15 2pH02 Chlamyd01仰悦asreinhardtiiにおける高温処理の影響

梶間久子，山根由裕，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学)

13:30 2pH03 Increase in tolerance of the photosynthetic machinery to sa1t stress by genetic enhancement of unsaturation 

of fatty acids in membrane lipids in Synechococcus 

13:45 2pH04 

14:00 2pH05 

14:15 2pH06 

14:30 2pH07 

14:45 2pH08 

15:00 2pH09 

15:15 2pH10 

Su1eyman A11akhverdiev， Iwane Suzuki， Yoshitaka Nishiyama， Masami Inaba， Norio Murata (D句 t.

Regulation Biol.， Nat. Inst. For Basic Biol.) 

Synechoωαus PCC 7942のφ£・l遺伝子破壊株によるカタラーゼーベルオキシダーゼの生理機能の解明
田茂井政宏，武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄)

アイスアノレジーおよび珪藻の光強度順応のタンパク質レベルでの解析

南千絵，小池裕幸，佐藤和彦，池谷透1，伊村智1，渡辺研太郎1，工藤栄1，菓子野康浩(姫路工大

・理国立極地研)

超高濃度 CO2条件に曝されたときにみられる海産性単細胞緑藻の光合成活性の変化

Demidov Edward，岩崎郁子，佐藤朗，織野憲秀，宮地重遠(海洋バイオテクノロジー研 ・釜石研)

海産単細胞緑藻 Chlo仰ωccumlittora/eが40%CO2条件下で光合成を維持する為に必須な蛋白質発現調節に

関する検討

佐藤朗，蔵野憲秀，宮地重遠(海洋パイオテクノ ロジー研・釜石)

海洋性ケイ藻P加ωぬのlumtriω円!utumの溶存無機炭素取り込みについて
原匠，松田祐介 (関西学院大・理・化学)

環境 CO2に対する感受性が変化した緑藻Chlorellaellipsoideaの突然変異体

落合輝彦，松田祐介(関西学院大学・理・化学)

クラミドモナスの高 CO2誘導性 43kDa蛋白の性質とその誘導パターン

白岩善博，小林覚，佐々木孝行(筑波大・生物)

第3日(3月30日)午前 H会場二次代謝

9:00 3aH01 顕微分光法による花弁細胞の液胞内アントシアニン濃度の測定

吉田久美，外山友紀l，亀田清，近藤忠雄2 (椙山大・生活・食品栄養名大・人間情報名大・

化測後セ)

9:15 3aH02 ミヤコグサにおけるアン トシアニンの誘導と自然突然変異

青木俊夫， )'1口正代司1，赤尾勝一郎2，綾部真一(日本大・生物資源・応用生物東京大院・総合
文化農水省 ・生物研)

9:30 3aH03 タマネギの交雑後代における色素発現解析

藤井竜明，大矢武志1，柳下良美1，藤代岳雄1，北宜裕1(神奈川大 ・理神奈川農総研)

9:45 3aH04 アサガオ，マルパアサガオ fMagentaJ変異の同定

森田裕将，星野教，田中良和1， 久住高主主人斉藤規夫人飯田滋(基生研サントリー基礎研明

治学院大 ・一般教育)

10:00 3aH05 ""7ノレパアサガオの DFR-A，-B， -C遺伝子の発現

稲垣善茂1，Surin Peyachoknagull，定縁(久富)恵世i，土生芳樹1，小関良宏1.2，飯田滋1(1基生

研農工大・工・生命)
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10:15 3aH06 カンキツ類におけるかcryptoxanthinを生成する s-carotenehydroxy1ase遺伝子の機能解析

小松晃，生駒吉識l，大村三男1，矢野昌充1(生物系特定産業技術研究推進機構果:樹試験場)

10:30 3aH07 Coffea属植物にみられるカフェイ、ノ代識の多様性

芦原坦， A1an Crozierl (お茶の水大 ・理 グラスゴ一大 ・生化・ 分子生物)

10:45 3aH08 チャ業のカフェインシンターゼの精製とその性質

加藤美砂子，水野幸一1，藤村達人1，芦原坦(お茶の水大・理・生物筑波大・農林工学)

11:00 3aH09 チャ二次代謝酵素遺伝子の糖と光による発現誘導メカニズム

竹内敦子，松元哲(農水省・野菜茶試)

11:15 3aHlO チャ樹のアルコール系香気生成に関与する二糖配糖体特異的加水分解酵素s-プリメベロシダーゼ cDNAの
クローニング

中西英光，水谷正治，坂田完三(京大・化研)

11:30 3aH11 緑藻Botryoωcωsbrauniiの炭化水素合成系遺伝子のクローニング

矢野伸一，河田悦和，小嶋洋之(工銭院 ・大阪工技研)

11:45 3aH12 木本植物Melianthuscomosus培養毛状根からのcinnamate-4-hydroxylaseのcDNA?ローニングおよびその

機能解析

橋本裕，雪間日出男，田中玲爾，稲垣秀一郎，船附賢三，加藤研治(塩野義製薬・油日ラボラト

リーズ)
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第 1日(3月28日)午前 I会場植物ホルモン・生長調節物質

9:30 laIOl 

9:45 laI02 

10:00 laI03 

10:15 laI04 

10・30 laI05 

10:45 laI06 

11:00 laI07 

11: 15 laI08 

11・30 laI09 

11:45 laI10 

黒斑病菌に感染したサツマイモ塊根組織におけるエチレソ生成とその機構

奥村京子，加藤雅也，兵藤宏，生駒吉識l，矢野昌充1 (静岡大 ・農・ 生物生産果樹試 ・カ ンキツ

部・品質化学)

ヤエナリのオーキシン誘導型 ACC合成酵素遺伝子，VR-ACS6プロモーターの植物ホノレモン応答反応

In Sun Yoonl.2， Don Ha Park 2，森仁志、1，Bin G Kang2，今関英雅1 (1.名大・農・生化制御，

2Dept. Biol. Yonsei Univ.) 

ニンジン培養細胞における細胞周期関連遺伝子の発現に対する PSK-α の効果

荒川史博，東克己， Eun Chang引 0，Dennis Yeo，鎌田博(筑波大・生物)

ニンジン細胞分裂に対する PSK-α とオーキシンの相互作用

東克己，荒川史博，鎌田博(筑波大学・生物)

オノレニチンデカノレボキシラーゼ遺伝子プロモーター:GUS融合遺伝子のジャスモ ン酸誘導におよぼすサリ

チノレ酸の影響

山下耕司，中北真紀子，今西俊介，古田文美，中村研三 (名大院・生命農・生化)

Rice seedling tissues respond differential1y to exogenous jasmonic acid(JA) under light and dark 

Randeep R必twa1，Sets川koKomatsu(Dept. Mol. Gen.， Natl. Ins. Agrobio. Res.) 

ジロイヌナズナの乾燥誘導性遺伝子 rd22の転写制御機構に関する研究

安部洋，浦尾剛，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省 ・国際農研・ 生物資源理研・植物分子生物)

シロイヌナズナタ'd29B遺伝子の乾燥および ABA応答性発現に関与する AREB遺伝子の解析

字野雄一1，2，降旗敬1，3，安部洋1，モハマドM.パノレベーズl，篠崎和子l，篠崎一雄3 (1農水省・国

際農研 ・生物資源神戸大・農 ・植物資源理研 ・植物分子)

ダイコン下膝軸の光屈性におけるミロシナーゼの役割

山田小須弥，長谷川剛1，長谷川宏司 (筑波大 ・応生化筑波大院・ パイオシステム)

インゲン (Phasωlusvu信aris)のジベレリン3s水酸化酵素の解析

小林正智，川出洋，篠崎一雄，神谷勇治(理研)

第 1日(3月28日)午後 I会場旺発生・栄養生長・生殖生長

13:30 lpIOl 

13:45 1pI02 

14:00 lpI03 

14:15 lpI04 

14:30 1pI05 

14:45 1pI06 

15・00 lpI07 

15:15 lpI08 

イネの匪発生過程に関与する遺伝子の解析

西村明日香，北野英巳1，松岡信(名大・生物分子応答名大 ・農)

怪発生過程において分化する器官の数の制御

千徳直樹，佐藤豊，北野英巳1，長戸康郎2，松岡信(名古屋大・生物分子応答研究センター名古

屋大・生命農学東大・農学生命科学)

leafy cotyledo持及びfuscaと類似形質を有するシロイヌナズナ変異体の解析

山岸和敏1.4，吉田茂男1，Robert L Fischer2， Robert B. Goldberg3， John J. Harada4 (1理研・植物

機能， 2UC Berkeley， 3UC Los Angeles， 4UC Davis) 

ニンジンホメオボックス遺伝子 CHB2の不定匪形成における発現様式と機能の解析

得字圭彦，福田裕穂(東大院・理 ・生物科学)

ニンジン ECP45遺伝子の単離と解析

北深則之，斎藤力1，塩田肇1，鎌田博1(筑波大 ・パイオシステム筑波大・生物)

匹形成異常を示すシロ イヌナズナ embηoyellow変異体の解析

石川貴章1，吉岡泰1，町田千代子1.2，町田泰員1]3 (1名大院・理・生命理学キリンビール基盤研，

3京大院 ・理・植物)

ニンジン体細胞庇の形態形成におよぼすアフィディコリンの影響

保田浩，増田宏志 (岩手連大・生資科)

ゾロイヌナズナの EMBRYONICFLOWER(EMF)2遺伝子のクローニング

吉田存方，柳井幸弘，平塚純造，三輪龍士，加藤嘉博，加藤弥生， Z.R.Sungl，高橋滋(三井化学

・ライフサイエンス研究所，IUC Berkeley， Plant and Microbial Biology) 
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15:30 lpI09 メチル化部位検出型 AFLP法を用いたカーネーションゲノム DNAの細胞層別特異的メチル化部位の検出

秋元宏文1，吉田洋之2，山口雅篤3，柴田道夫4，土生芳樹5，飯田滋5，小関良宏1，5 (1農工大院・工

・生命工， 2JT・植開研南九州大・園芸野茶試・花井部基生研)
15:45 lpI10 突然変異体を用いたイネ穂の形態形成の解析

経塚淳子，黒河江美，前川雅彦l，安部賢史，松村玲子，島本功(奈良先端大・パイオ岡山大・

資生研)

16:00 lpl11 シロイヌナズナの糖応答性変異株uns3，uns4 (unusual sugar resp抑制の単離と解析

大藤雅章1，古川清子1，青木栄津子1，中村研三1.2(1基生研・発生生物名大・生命農・生化)

16:15 lpI12 シロイヌナズナの糖応答性変異株unsl(unusual sugar respo担se)の分離と解析

小内清1，大藤雅章1，中村研三1.2 (1基生研・発生生物名大・生命農・生化)

第2日(3月29日)午前 I会場微生物・ウイルス

9:00 2aIOl 

9:15 2aI02 

9:30 2aI03 

9:45 2aI04 

10:00 2aI05 

10・15 2aI06 

10:30 2aI07 

10:45 2aI08 

11:00 2aI09 

11:15 2aI10 

11:30 2aI11 

Agrobacterium A281のTiプラスミド (pTiBo542)のRB近傍の解析

梅基直行(キリンビール・基盤研)

タバコ植物体におけるエリシタ一応答遺伝子の発現様式

鈴木馨1，矢野明2，西内巧1.3，進士秀明1(1工技院・生命研・植物分子生物2，国立感染研・口腔科

学科学技術振興事業団)

タパコ植物における菌体壁エリシター誘導性遺伝子のクローニングとその発現解析

竹本大吾，林誠l，道家紀志，西村幹夫1，JII北一人(名大院・生命農学・資源生物機能基生研・

細胞生物)

ジャガイモ植物における 3・hydroxyふmethylglutarylCoA reductase (HMGR)遺伝子のクローニング

伊藤夢子，吉岡博文，道家紀志(名大院・生命農学・資源生物機能)

タバコ培養細胞 BY・2におけるキチナーゼの分離・精製

新屋友規，斉藤美佳子，呉基鳳，松岡英明(東京農工大・工・生命工学)

Ca2+依存性プロテインキナーゼによる GjHBF-Iのりン酸化

作田正明， Pedro M. Canovas1， Richard A. D区on2，Chris Lamb1 (お茶の水大・理・生物， ISalk 

Institute， 2Samuel Roberts Noble Foundation) 

新規なプロモータープロープ・ミニ Tn5を用いて作製した GFP恒常発現根粒菌株の性質

佐伯和彦(阪大・院理・生物科学)

レンゲ根粒形成における最初期発現遺伝子群の解析

林誠，室岡義勝(阪大院・工・応生)

ダイズ根粒菌の DNA再編成と共生遺伝子水平伝達

伊沢剛，鮫島玲子，板倉学， 三井久幸，南沢究(東北大・遺伝生態研究センター)

リゾビトキシンの ACC合成酵素阻害と生合成系の解明

安田剛1，佐藤茂2，遊橋健一1，3，江面浩3，市川徳一l，貫井憲之1，南沢究1(1東北大・遺生研東

北大・農茨城生工研)

Bradシrhizobiumelkaniiの生産するリゾビトキシンの根粒形成における役割
市川徳一1，遊橋健一1.2，江面浩2，安田剛l，貫井憲之l，南沢究1(1東北大・遺生研茨城生工研)

第2日(3月29日)午後 I会場環境応答・情報伝達

13:00 2pI01 海産性赤潮プランクトンの分子系統学的解析

平下貴司，門谷茂，野村美加，一見和彦l，田島茂行(香川大・農東北水研)

13:15 2pI02 ピオチン化 captrapper法によるシロイヌナズナの種々の完全長 cDNAライブラリーの作製

関原明，鳴坂真理， Piero Carnincjl，林崎良英1，篠崎一雄(理研・植物分子生物理研・ゲノム

科学)

13:30 2pI03 らん藻 Synechoり'stissp. PCC6803の運動の解析

岡本忍，大森正之(東大・総合文化・生命環境)

51 



13:45 2pI04 

14:00 2pI05 

14・15 2pI06 

14:30 2pI07 

14:45 2pI08 

15:00 2pI09 

15:15 2pI10 

I会場

窒素固定細菌AzotobactervinelandiiのFe-スーパーオキシドジスムターゼ遺伝子のクローニングと大腸菌で

の発現制御

金松澄雄，佐藤節子，浅田浩二1(南九州大 ・食品工学福山大・生物工学)

シロイヌナズナにおけるアスコノレピン酸合成に関与する GLDH遺伝子の単離と発現解析

玉置雅紀，向井文子1，中嶋信美，久保明宏，青野光子，佐治光(国立環境研筑波大 ・パイオシ

ステム)

AP2/EREBPおよびB3ドメイ ンを含む新規の DNA結合性タンパク質， RAVl，および RAV2は，機械的

刺激により誘導される

加賀谷安章，服部束穂(三重大 ・遺伝子)

イネ ・鉄型スーパーオキシドディスムターゼの cDNA"ローニングとストレスに対する発現応答

上中弘典1，森田重人1.2，徳本恵1，横山英史1，増村威宏1.2，田中園介1.2(1京府大 ・農・生資化，

2京都農資センタ ー)

レポーター遺伝子を用いたシロイヌナズナω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の発現制御機織の解析

松田修，渡辺千鶴，射場厚(九大・理 ・生物)

シロイヌナズナω吋旨肪費量不飽和化酵素遺伝子 (FAD7/8)の発現に及ぼすオゾンの影響

八丈野孝，松田修，射場厚(九大・理・生物)

ダイズFコングリシニン戸サプユニ ットタンパク質の蓄積に対するグノレタチオンの影響
粟津原元子，平竹潤1，金階街2，茅野充男，林浩昭，藤原徹(東大院・農・応生化京大・化学研，

2Dept. of Biology， Seoul Nationa1 Univ.) 

第3日 (3月30日)午前 I会場窒素代謝

9:00 3aIOl 

9:15 3aI02 

9:30 3aI03 

9:45 3aI04 

10:00 3aI05 

10:15 3aI06 

10:30 3aI07 

10:45 3aI08 

11:00 3aI09 

従属栄養硝化細菌は硝化をしなくても生育できる

榎屋温，杉井美里，増子大輔，大野泰史，庄子和夫，山中健生(日大・理工 ・工化)

d15N値でみた非マメ科植物の窒素固定の可能性
米山忠克1.2，寺門純子2，松丸泰郷三安藤象太郎4，S. Meunchang5 (1農林水産省農研センター，

2筑波大 ・応生化系筑波大・環境国際農研 タイ農業局)

ダイズ根粒ウリカ ーゼ (nod-35)遺伝子の非感染細胞特異的発現に関与する調節領媛の解析

高根健一，野村美加l，程憲国l，田島茂行l，河内宏(農水省農業生物資源研香川大・農)

非アラントイン型マメ科植物Medicagosativaのウリカーゼ発現とその解析

Cheng Xian Guo，野村美加，平光直文，高根健一1，河内宏1，松岡信2，田島茂行(香川大・農，

l農水省・生物研名古屋大・生物分子応答)

タローパ根粒菌の向。d遺伝子に応答して発現量が変動するクローパの遺伝子群

鈴木章弘，阿部美紀子，樺木野繁，内海俊樹，東四郎(鹿児島大学・理・生命化学)

ミヤコグサのレグヘモグロビン遺伝子の解析

内海俊樹，鶴田智子，宮本旬子1，阿部美紀子，鈴木章弘，東四郎(鹿児島大・理・生命化学鹿

児島大・理・地球環境科学)

エンドウ突然変異体 E135の根粒におけるパタテロイドの形態とタ‘ノパク質組成

菅沼教生，早川秀和，鬼頭誠1，内海俊樹2，阿部美紀子2，東四郎2(愛知教育大・生命科学神戸

大・農鹿児島大・理・生命化学)

Mesorhizobium lotiの生産する Nodfactorに対するミヤコグサの応答について

丹羽忍1，河内宏2，川口正代司王生田安喜良1 (1東京理科大農水省・生物研東大院 ・総合文

化)

14・3-3タンパク質によるオオムギ硝酸還元酵素の不活性化

末吉邦，林優子，大竹憲邦，杉本敏男1，王子善清1，大山卓爾(新潟大 ・農 ・応生神戸大 ・農 ・

生環)

11:15 3aI10 高等縞物における N20発生の解析(2)光合成電子伝達系の役割

五島直樹，高橋美佐，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)
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11:30 3aI11 二酸化窒素ガス暴露に応答して発現する植物葉タンパク質の解析

梅原明夫，木須康智，五島直樹，高橋美佐，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

11:45 3aI12 植物棄に取り込まれた二酸化窒素から生成する未知窒素化合物の解析(2)ニトロサミン化合物の同定

森川弘道，河村義史，高橋美佐，有村源一郎，井出博，藤田耕之輔1(広大・理・遺伝子科学広

大・生物生産)

12:00 3aI13 植物葉に取り込まれた二酸化窒素から生成する未知窒素化合物の解析(3)主化合物の精製と解析

河村義史，高橋美佐，有村源一郎，井出博，藤田耕之輔1，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学，

l広島大・生物生産)

第3日(3月30日)午後 I会場窒素代謝

13:00 3pI01 亜硝酸還元酵素活性が大幅に抑制された形質転換植物における硝酸/亜硝酸還元の解析(3)還元に関与するタ

13:15 3pI02 

13:30 3pI03 

13:45 3pI04 

14:00 3pI05 

14:15 3pI06 

14:30 3pI07 

14:45 3pI08 

ンパグ質の解析

高橋美佐， Caboche， Michell，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学， lLab Bio1ogie Cellu1aire， IN-

RA) 

トランスジェニック植物における二酸化窒素同化の解析(3)NRcDNA， GScDNAを導入した植物の解析
高橋美佐，松村葉子，有村源一郎，藤井真紀子，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

イネ未抽出葉身における細胞質型グルタミン合成酵素及びフェニノレアラエンアンモニアリアーゼの組織内分

布

棲井望，片山義博l，山谷知行(東北大院・農・応生科農工大・院・BASE)
形質転換イネによる NADH依存性グルタミン酸合成酵素遺伝子プロモーター領成の解析

小島創ー，木村美智子，早川俊彦，山谷知行(東北大院・農・応用生命科学)

イネ NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)遺伝子のオカダ酸による発現制御
広瀬直也，早川俊彦，山谷知行(東北大院・農・応生科)

アンチセンス NADH依存性グルタミン酸合成酵素cDNAを導入したイネの解析
石山敬貴，梶田史比古，石井有理，鈴井信郎1，早川俊彦，林浩昭1，山谷知行(東北大院・農・応

用生命科学東京大院・農・生命化)

日本型，インド型，ジャワ型イネ着生葉の一生におけるグノレタミン合成酵素の挙動とクロロフィノレ減少速度

に関する QTL解析
小原実広，佐藤俊文，早川俊彦，佐藤雅志1，山谷知行(東北大院・農・応生科東北大・遺生研)

イネにおけるアスパラギン合成酵素の器官分布

鈴木達郎，増田享太，早川俊彦，山谷知行(東北大院・農・応生科)
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第 1日 (3月28日)午前 J会場水分・浸透圧

9:30 laJOl ベタイン合成遺伝子とその塩ストレスによる発現

孟玉玲，王羽梅1，日比野隆2，石川浩2，新居直祐1，高倍昭洋 (名城大・総合研名城大・農名

城大・理工)

9:45 laJ02 オオムギのマイクロボディー型ベタインアノレデヒド脱水素酵素を過剰発現させた形質転換イネを用いたグリ

シンベタインとイオンの蓄積に関する研究

鈴木朗範，岸谷幸枝1，高倍昭洋2，日比野隆2，林泰行3，田中章3，Angelina Alvarez-Nakase，高倍

鉄子(名古屋大 ・生物分子応答研究センター東北大・農名城大・総合研植物工学研)

10:00 laJ03 複性植物アッケシソ ウの葉と根におけるグリ シンベタイン， 糖，イオンの蓄積に関する研究

鈴木朗範，真田幸香l，和田敬四郎1，石井忠2，野村美加，桃木芳枝3，高倍鉄子(名古屋大・生物

分子応答研究センター金沢大 ・浬・生物 森林総合研東京農大 ・生物産業)

10:15 laJ04 耐塩性ラン藻Ap加持otheαhalophyticaの分子シャベロンDnaKのATP分解，蛋白質フォーノレディング活性

に対する塩濃度依存性

日比野隆1，杉野真知子2，加来伸夫九 新居直祐2，高倍鉄子4，吉川博文5，高倍昭洋1.3 (1名波大・

理工名域大・農名城大・総合研名古屋大・生物分子応答センタ ー東京農大・バイオ)

10:30 laJ05 耐塩性ラ ン藻分子シャベロン DnaK形質転換タバコの塩耐性

杉野真知子I，日比野隆2，田中義人2，新居直祐1，高倍鉄子3，高倍昭洋2.4 (1名城大・農名城大

・理工名古屋大・生物分子応答センタ ー名城大・総合研)

10:45 laJ06 Amaranthus triωlorの異なる色の葉部位の塩ストレス応答

王羽梅，孟玉玲l，星田尚司1，田中義人2，日比野隆2，新居直祐，高倍昭洋1(名城大・農名城大

・総合研名城大 ・理工)

11:00 laJ07 オオムギからの水チャンネノレ遺伝子の単離と復ストレス下における発現の解析

且原真木，秋山佳子，笠毛邦弘(岡山大・資生研)

11:15 laJ08 適合溶質としての Sucrose;単離チラコイド膜及び組換え植物を用いた解析

荒田勇登，福島英一，遠藤剛，佐藤文彦(京大院・農・応用生命科学)

11 :30 laJ09 イネ(仇ツ'zasativa L. cv. Sasanishiki)における，境ストレスによる光合成阻害と活性酸素の関係の解析

田中義人，星田尚司1，岸谷幸枝2，高倍鉄子3，林泰行仁田中章ぺ高倍昭洋1(名波大 ・理工・化学，

I名城大 ・総合研東北大 ・農名古屋大・生物分子応答センター植物工学研)

第 1日 (3月28日)午後 J会場重力・水分・浸透圧

13:30 lpJOl キュウリ芽ばえにおけるベグ発生様式とその重力によるネガティプコントローノレ

高橋秀幸，藤井伸治，鎌田源司，高野守， 山崎裕，東谷篤志，金子康子1，上垣内茂樹2，相津幸子2，

吉崎泉2，嶋津徹三 福井啓二3(東北大・遺生研埼玉大 ・理 宇宙開発事業団 日本宇宙フォー

ラム)

13:45 lpJ02 ヤマザクラの茎における沈降性アミロプラストの存在

根岸容子，船田良i，山田晃弘人中村輝子(日女大 ・理北大・農放送大)

14:00 lpJ03 ヒマワリ下匪軸における重力屈性に関与する成長調節物質の分布変化

福田知子，山田小須弥1，長谷川宏司1(筑波大 ・パイオシステム筑波大 ・応生化)

14:15 lpJ04 匪軸と花茎で重力感知を欠損したシロイヌナズナの新規突然変異体endodermisamyloplast-less 1の解析

藤平健一郎，倉田哲也，綿引雅昭，山本興太朗(北海道大院・地球環境・生態環境)

14:30 lpJ05 擬似微小重力環境下で育てたヤマザクラの細胞形態の検討

米山恵未，佐野雄三1，船聞良1，山田晃弘2，中村輝子(日女大 ・理北大・農放送大)

14:45 lpJ06 水分屈性を示しているエンドウ (Pisumsativum L.)の根の伸長細胞の水伝導度

宮本直子，大川泰一郎，高橋秀幸1，平沢正(東京農工大 ・農東北大・遺伝生態研究センター)
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15:00 lp]07 

15:15 lp]08 

15:30 lp]09 

15:45 lpJ10 

16:00 lp]11 

16:15 lpJ12 

16:30 lpJ13 

16:45 lpJ14 

17:00 lpJ15 

17・15 lpJ16 

17:30 lpJ17 

J会場

耐塩性Nicotiana属植物Nicotianaμni，ωlataからの低親和型カリウムチャンネノレ遺伝子の単離

小森俊之， 山田茂裕，橋本晶子，今関英雅(日本たばこ産業 ・遺伝育種研)

耐塩性Nico加m 属摘物Nicotianapaniculatlまからのmyo・inositol-l-phospate合成酵素遺伝子の単離と塩スト

レス下における発現解析

橋本品子，山田茂裕，小森俊之，今関英雅(日本たばこ産業・遺伝育種研)

エンドウ根の偏差生長制御に関わるエンド型キシログノレカン転移酵素の発現様式

高野守，藤井伸治，東谷篤志，平沢正1，西谷和彦2，高橋秀幸(東北大・遺生研東京農工大学，

2東北大 ・理)

光呼吸活性を増強したイネ(印yzasa的a)の耐塩性

星田尚司1，田中義人2，林泰行3，田中章3，高倍鉄子4，高倍昭洋1(1名城大 ・総合研名城大理工

・化学植工研名古屋大・生物分子応答セ ンター)

シロイヌナズナの形質転換体をもちいたプロリンの生合成系および分解系の制御

楠城時彦1.2，小林正智I，音羽洋周3，角張嘉孝4，篠崎一雄1(1理研・植物分子岐阜大・農・生物

環境科学目立・基礎研静岡大・農)

花粉・胞子における蓄積プロリンの役割

池田陽介，市野琢也，村漬稔，林史夫，真田幸香，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

ム1-pyrroline-5・carboxylatedehydrogenaseの精製
村漬稔，市野琢也，山田裕之，林史夫，真田幸香，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

シロイヌナズナのプロリンデヒドロゲナーゼ遺伝子あ匂'DHの発現解析

佐藤里絵，中島一雄，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省 ・国際農研・生物資源理研・植物分子生物)

塩ストレス下のイネ (αッ'zasativa L.)におけるプロリ ン蓄積の組織特異性と各種アミノ酸レベノレの変動
五十嵐由美子l，吉羽洋周1，真田幸香2，和回数四郎2，篠崎和子3，篠崎一雄4 (1目立・基礎研金

沢大・理・生物農水・国際農研理研・植物分子)

シロザ (Chenoρodiumalbum L.)コリンモノオキシダーゼ遺伝子の単離及び発現解析

西村哲，小池あゆみ(トヨタ自動車・パイオラボ)

ホウレンソウおよび大腸菌のベタインアノレテ事ヒドデヒドロゲナーゼの酵素化学的性質

松田信行，孟玉玲1，日比野隆2，原彰，船隈透，高倍昭洋1(名城大 ・農名波大・総合研名城

大・理工)

第2日 (3月29日)午前 J会場細胞壁

9:00 2a]01 

9:15 2a]02 

9:30 2a]03 

9・45 2a]04 

10・00 2a]05 

10・15 2a]06 

10:30 2a]07 

10:45 2a]08 

キュウリ根導管液レクチン様タンパク質 XSP30cDNAのクローニング及び発現解析

増田進，作田千代子1，佐藤忍1(野国産研筑波大 ・生物)

キュウリ根導管液 glycine-richproteinの遺伝子発現と蓄積

作田千代子，小田篤，佐藤忍(筑波大・生物)

半数体プランパギニフォーリアにおける細胞間接着に関連するミュータントの形態学的解析および細胞壁多

糖の生化学的解析

岩井宏暁，石井忠1，鎌田博，佐藤忍(筑波大・生物森林総研)

低ホウ素要求性ギンドロ培養細胞の解析

掛川弘一，石井忠，松永俊朗1(農水省 ・森林総研農水省・九州農試)

ホウ素の細胞内局在部位一一細胞壁への局在一一

間藤徹，松田晃，小林優，関谷次郎(京都大院・農)

高等縞物のホウ素欠除に対する応答ーータパコ培養細胞の場合一一

小林優，間藤徹，関谷次郎(京都大院・農)

ラムノガラクツロナンEはホモガラクツロナン及びラムノカラクツロナン Iとl次壁中で共有結合している

石井忠，松永俊朗1(森林総研九農試)

ベクチンの生合成に関わるメチル転移酵素

石川誠，円谷陽一(埼玉大・理・分子生物)
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11:00 2aJ09 アボカド果実細胞壁ポリウロナイドの分解

若林和幸， Donald J. Huber1 (大阪市大・理・生物フロリダ大・園芸)
11:15 2aJlO アズキ上座軸細胞壁の新規キシログノレカン加水分解酵素

回測彰，神阪盛一郎，森仁志l，保尊隆亨(大阪市大 ・理・生物名古屋大・農・生化学制御)

11:30 2aJlI 過重力によるアズキ上陸軸細胞壁中のキシログノレカンの高分子化とキシログノレカン分解活性の低下

曽我康一，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大院 ・理・ 生物)

11:45 2aJl2 低温ストレスに応答するイネのエンド型キシログルカン転移酵素ホモログの cDNAのタローニ ング

秋山高1，今井亮三1，吉田均1，加藤明l，内宮博文2 (1農水省・北海道農試東大・分生研)

12・00 2aJl3 セノレロースミクロフィプリノレ聞の架橋構造がキシログノレカンであることの実験的証明

藤野猛史，曽根義昭1，伊東隆夫(京都大・木質研大阪市立大・生活科学・食物栄養)

第2日(3月29日)午後 J会場細胞壁

13:00 2pJOI 

13:15 2pJ02 

13:30 2pJ03 

13:45 2pJ04 

14:00 2pJ05 

14:15 2pJ06 

14:30 2pJ07 

14:45 2pJ08 

15:00 2pJ09 

15・15 2pJlO 

イネ約s-l，3ーグノレカナーゼ遺伝子 Osaglの単離と解析

山口知哉，和田雅人1，田中喜之2，小池説夫(農水省 ・東北農試同・果樹試・リ ンゴ支場同

・生資研)

イネ約に特異的に含まれるアラビノガラクタンプロテインの特性解析

川口健太郎，蔵之内利和，渋谷直人1(農水省・北海道農試農水省・生物研)

ポプラセノレラーゼの発現制御

大宮泰徳，酒井富久美，林隆久(京大 ・木研)

セルロース合成酵素様遺伝子の機能解明

小西照子，酒井富久美，林隆久(京都大・木研)

DCB臥|化細胞の細胞壁組成と分泌多糖類

高橋麻衣，中川直樹，棲弁直樹 (広島大 ・総合科学)

オオムギの正常系統と折れやすい突然変異系統におけるセルロースの量とロゼットの関係

木村聡，桜井直樹1，伊東隆夫(京大・木質研広大・総合科学)

加齢に伴うタパコ葉アポプラストとシンプラス トのクロロゲン酸レベノレ，それにベノレオキ γダーゼとスー

ノミーオキシドディスムターゼ活性の変化

高浜有明夫，広津雅代，鬼木隆幸(九州歯科大)

引張あて材形成中の木部分化帯で特異的に発現する遺伝子の cDNA解析

馬場啓一，有留洋子，日尾野隆1，伊東隆夫(京大・木研王子製紙・森林資源研)

ラッカセイ根細胞壁に存在する鉄型リン酸溶解活性物質の抽出

沈仁芳，阿江教治，加藤陽治1(農水省 ・農環研弘前大・教・食物)

アラビドプシス温度感受性突然変異体acw1 (altered cell wall)の細胞壁成分の解析

佐藤茂，加藤友彦，掛川弘一1，石井忠l，劉耀光，高部圭司2，空閑重則3，佐藤修正4，中村保ーペ

田畑哲之久柴田大輔(三井植物パイオ研森林総研京大院・農・森林科学東大院・農学生

命科学かずさ DNA研)

15:30 2pJll イネおよびアズキ芽生えの細胞壁物性と浸透圧に対する温度の影響

中村由紀子，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大院・理・生物)

15:45 2pJl2 オクラ下座軸切片の浸透的収縮と伸長のコンピューター・シミュレーション 水銀の影響

山本良一，藤井修平(帝塚山短大・生物・化学研)

第3日(3月30日)午前 J会場 形態形成・発生・分化・生長・その他

9:00 3aJOl リンドウから単離した花器官形成に関与する遺伝子群

横井祭秀，西原昌宏，小林仁1，及川弥生，山村三郎((財)岩手生物工学研新潟県農業総合研)
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9:15 3aJ02 形態形成関連遺伝子を導入したトノレコギキョウの解析

西原昌宏，横井崇秀，小林仁1，小岩弘之，大宮香織，山村三郎(紛)岩手生物工学研究センター，

l新潟県農業総合研究所)

9:30 3aJ03 組換えタバコの芽生えにおけるレクチンプロモーターによる GUS遺伝子の発現特性

吉田和正，田崎清(農水省・森林総研)

9:45 3aJ04 生長差の認められるアカシア兄弟家系聞におけるゲノム比較

越山淳子，日尾野陵(王子製紙・森林資源研)

10:00 3aJ05 日周期および分単位で発現する樹幹の電位変動と直径変動
依田清胤1.3，鈴木三男2.3，鈴木均1.3 (1石巻専修大 ・理工 東北大・理 ・植物園理研・ フロンテ

ィアサイエンス・フォトダイナミクス)

10:15 3aJ06 水生植物ヒノレムシロ殖芽の無酸素中での成長に伴うアラニンの蓄積

佐藤竜久，石海公明(東北大・理・生物)

10:30 3aJ07 

10:45 3aJ08 

11:00 3aJ09 

11:15 3aJ10 

11・30 3aJ11 

11:45 3aJ12 

トランスポゾン Ac/Dsを用いたγ ロイヌナズナのトランスポゾンタギング:アノレピノ変異体の解析

本橋令子1，2，伊藤卓也1，篠崎和子2，篠崎一雄1(l理研・植物分子生物農水省国際農研・生物資

源)

トランスポゾンDs挿入シロイヌナズナを用いたリボソームタンパタ質 S13遺伝子の機能解析

伊藤卓也，篠崎一雄(理研・植物分子生物)

イネにおけるアクチベーションタギングを利用した変異系統作成法の開発

森昌樹，杉本和彦，岡部健，回切明美，西沢八恵子，贋瀬咲子，永田俊文，鐘ケ江弘美，柴田百合

子，土岐精一，字垣正志，庚近洋彦，菊池尚志(農水省・生物研)

パーティクノレガン法によるホウライシダ配偶体の形質転換

河合博子，鐘ケ江健，和田正三(都立大・理・生物)

Nuc1eoside diphosphate kinase is essentia1 for the norrnal cell elongation processes 

Ling Pan， Maki Kawai， Akira Yano， Hirofumi Uchimiya(Inst. Mol. Cellu. Biosci.， Univ. of Tokyo) 

シロイヌナズナメタロチオネイン 2amRNA減少変異株の解析

赤星英一，藤原徹，林浩昭，茅野充男(東大院 ・農・応生化)

第3日 (3月30日)午後 J会場環境による制御・光質

13:00 3pJOI 

13:15 3pJ02 

13:30 3pJ03 

13・45 3pJ04 

14・00 3pJ05 

14:15 3pJ06 

14:30 3pJ07 

14:45. 3pJ08. 

15:00 3pJ09 

ヒゲカピ (Phyc，側 iyCesblakおたω仰 s)の胞子嚢柄発生分化に及ぼす赤色光の影響

雀寛三1，堀江直司，宮寄厚，大灘保(l忠南大・応用生物，東北大・遺生研)

セン類Physco押xitrellatatensでのフィトクロム依存葉緑体光定位運動

門田明雄，佐藤良勝，和田正三(都立大院・理・生物科学)

白色光によるエンドウ上座軸カスパリ一線の発達遅延に対する光合成阻害剤の影響

高屋恵里子，唐原一郎，井上弘1，菅井道三(富山大・理・生物富山大・理・生物園環境)

エンドウ上座軸のカスパリ一線の発達は入射光量に依存して遅れる

高屋恵里子，唐原一郎，菅井道三(富山大・理・生物)

UV-Bによるキュウリの成長悶害に対する UV-A/青色光の影響

稲継理恵，清水英幸1，近藤矩朗(東京大・院・理系国立環境研)

シロイヌナズナにおける NDKの発現と機能の解析

徳岡容子，矢部尚登，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研・総合理学)

シロイヌナズナの光形態形成に関わる共転写因子群

山本義治1，関根友紀子Xing-Wang Deng1 • 2 ，松井南 1 (1理研・フロンティア， 2Yale大-

MCDB) 

光依存，組織特異的発現パターンを示すプロモータートラップラインの解析

田中慎一郎，望月伸悦，長谷あきら(京都大・理・植物)

光周期依存的な花成制御における FT遺伝子の役割

小林恭土，賀屋秀隆，岩淵雅樹1，荒木崇(京都大・理・植物現・岡山県生物科学総研)
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第 1日 (3月28日)午前 K会場 栄養生長・生殖生長・休眠・細胞周期など

9:30 laKOl カワヤナギの生殖器官におけるベクチン分解酵素遺伝子の発現特性

二村典宏，河内宏1，篠原健司(農水省 ・森林総研生物研)

9:45 laK02 レンゲソウ根粒特異的に発現するプロテアーゼの取得と解析

内藤由紀，藤江誠，宇佐美昭二，室岡義勝l，山田隆(広島大院・先端研・生命機能阪大院・工

・応生)

10:00 laK03 コムギ種子の休眠を制御する内生因子

大塚広美，喜久田嘉郎，幸田泰則(北海道大 ・農 ・作物生理)

10:15 laK04 種子の休眠と発芽に関わる突然変異体の選抜

川上直人，矢部尚登1，Loic Lepiniec2 (明大 ・農横浜市大 ・木原生研， 2INRA) 

10:30 laK05 発芽イネ種子のジベレリン誘導型rアミラーゼ発現におけるホスフォイノシチド情報伝達系の関与

M.A. Kasherr1，伊藤紀美子1，堀秀隆，三ツ井敏明(新潟大院・自然科学・分子生命新潟大・農

・応用生化)

10:45 laK06 イネ OSVPlの invivoにおける機能の解析

星野仙，服部束穂(三重大 ・遺伝子)

11:00 laK07 “分裂セット"に関する研究

黒岩常祥，宮城島進也，黒岩晴子1(東大院・理 ・生物科学共立女子短大・文科)

11:15 laK08 アラピドプシスの CDK活性化キナーゼ (CAK)と相互作用する因子の単離と解析

松林聡子，梅田正明，内宮博文(東大 ・分生研)

11:30 laK09 イネ CDK活性化キナーゼと相互作用する因子の単離及び解析

山口雅利，梅田正明，橋本純冶1，内宮博文(東大 ・分生研農水省・生物研)

11:45 laKI0 タパコの NPKlプロテインキナーゼ (MAPKKK)のC末端側領威の機能と細胞内局在

石川雅樹l，西浜竜一1，岩川秀和1，町田泰則2 (1名大院 ・理・生命理京大院・理・櫛物)

12:00 laK11 タパコサイクリン Dの機能解析

中神弘史，関根正実，河村和恵，新名惇彦 (奈良先端大 ・パイオ)

12:15 laK12 DNA合成はプロト ン消費反応であるー一一培地のアノレカリ 化

坂野勝啓，矢崎芳明，清田誠一郎(農水省 ・生物研)

第2日(3月29日)午前 区会場生体膜・イオン輸送

9:00 2aKOl 

9:15 2aK02 

9:30 2aK03 

9:45 2aK04 

10:00 2aK05 

10:15 2aK06 

10:30 2aK07 

10:45 2aK08 

単離したシャジク藻節間細胞細胞壁からの電解質水溶液中での Ca2+イオンの遊離

清沢桂太郎(大阪大院・基礎工学・生物工学)

〆ャジクモ節間細胞原形質膜の刺激受容初期イオン過程:顕著な外向き電流の性質について

大川和秋，筒井泉雄1，野援修ーに大島朗伸(島根大・生物資源科学部 ・生物科学科国立岡崎生

理学研究所・生理学・生体膜部門滋賀医科大学・麻酔科)

オオシャジクモ節間細胞の高濃度カリウム存在下における起電機構

新免輝男(姫路工大・理・生命)

走査型二重水膜電極法による Charaの電気的細胞関連絡の測定

緒方惟昭(産業医大・産業保険・第一生体情報)

低温処理による根水輸送の促進

田沢仁，須藤恵美1，柴坂三根夫1(福井工大岡山大・資生研)

ダイコン細胞膜水チャネノレのアイソフォーム 6種類の遺伝子の発現特性

須賀しのぶ，今川志野人前島正義(名大院 ・生命農名大 ・農)

sGFP融合タンパク質の BY・2細胞での発現による細胞膜，液胞膜水チャネノレの局在化機構の解析

土屋知寛，須賀しのぶ，前島正義(名大院・生命農)

タバコ培養細胞の原形質膜内向整流性 K+チャネノレと塩ストレス適応、

大熊英治，村田芳行，橋野比日志l，副田憲司l，角谷忠昭2，多団幹郎1(岡山大 ・院・自然科学，

l岡山大 ・農京都大・農・応用生命科学)
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11:00 2aK09 イネの Clチャンネノレをコードする遺伝子の単離と発現解析

中村敦子，福田篤徳1，酒井慎吾，田中喜之1(筑波大 ・生物科学農水省・生物研)

11 :15 2aKlO ソラマメ孔辺細胞の細胞質型シクロフィリン cDNAの単離とその特性

木下俊民0，島崎研一郎(九州大・理・生物)
11:30 2aK11 ソラマメ孔辺細胞における青色光による原形質膜 H+公TPaseの活性化

木下俊則，島崎研一郎(九州大 ・理 ・生物)

11:45 2aK12 オオムギ根原形質膜に存在する H+輸送体について

山下耕生，島崎研一郎 (九州大・理・生物)

第2日 (3月29日)午後 K会場生体膜・イオン輸送

13:00 2pKOl 

13・15 2pK02 

13:30 2pK03 

13・45 2pK04 

14:00 2pK05 

14:15 2pK06 

14:30 2pK07 

14:45 2pK08 

低温ストレスによる液胞膜 H+-ATPase依存プロトン輸送能低下と糖脂質

笠毛邦弘，山口峰生(岡山大・資生研)，中村善行(農水省・食総研)

キクイモ (Helianthustubero.幻tsL.)の細胞膜 H+-ATPaseのcDNA!lローンの単離と活性型アイソフォー

ムへの対応付け

長谷昭，滝谷重治1(北海道教育大・函館・生物北大・遺伝子実験施設)

部位特異変異導入による液胞膜 H+ーピロホスファターゼの触媒部位推定

中西洋一， 前島正義 (名大院 ・生命農)

ランダム突然変異誘発による液胞膜 H+一一ピロホスファターゼのコンセンサス領域の構造一一機能解析

西城隆憲，中西洋一，前島正義(名大院・生命農・生化)

Cycloprodigiosinは C1"存在下で液胞膜 H+-ピロホスファタ ーゼを脱共役する

前島正義，中安豪l，川内桂子¥平田筆1，新免輝男1(名大院 ・生命農学姫工大・理)

カサノリ H+-PPaseの酵母細胞への発現

池田己喜子，馬見公子，谷村芳恵，和田洋1，前島正義人 ]udithA. Shiozawa3 (岡山県立大阪大

・産研名大・農マックス・プランク生化研)

シロイヌナズナにおける H+-PPase遺伝子の器官特異的転写制御

光回展隆，竹安邦夫，佐藤雅彦1(京大院・人間・環境学京大・総合人間)

セイヨウナシ果実の液胞膜プロトン輸送性ピロホスファターゼのクローニングと果実生長に伴う発現

鈴木康生，前島正義l，山木昭平(名大院・生命農・園芸名大院・生命農・生化)

15:00 2pK09 ヤエナリ液胞膜と細胞膜の Ca2+/H+対向輸送機能の比較

中西(上岡)華代，前島正義(名大院・生命農・生化)

15:15 2pKI0 オオセキショウモ糞・細胞膜プロトンポンプの活性制御に関与する光受容系の特定

原因明子，高木慎吾(大阪大・院・理・生物科学)

15:30 2pKll ショ糖による原形質膜 H+ーATPase活性の C末端自己抑制j領域を介した制御

葛西身延，小野毅1，小野孝子l，津田信一(弘前大・農生命・生物機能弘前大・理・生物)

15:45 2pK12 カンキツ液胞型 H+-ATPaseA， B， C subunit遺伝子の発現特性解及び，果実における酵素活性の測定

山本浩l，小松晃2，大平良子1，小山和彦1，高野倉裕子1，大村三男2，秋漬友也1(1明治大院 ・農学，

2農林水産省果樹試験場カンキツ部)

第3日(3月30日)午前 K会場生体膜・イオン輸送

9:00 3aKOl 海産ラフィド藻Heterosigmaakashiwo Na+-ATPase遺伝子のクローニング

庄野真理子，和田雅人l，藤伊正2(農水省 ・国際農研・沖縄農水省・果樹試・リ ンゴ支場東

洋大・生命)

9:15 3aK02 車輸藻細胞のリン酸輸送;細胞膜リン酸/Na+共輸送系の輸送および誘導機構の解析

三村徹郎，大隅良典1 R.]. Reid2， F.A. Smith2 (一橋大・生物基生研・細胞機構， 2Dept. 

Botany， Univ. Adelaide) 

9:30 3aK03 イネ Na+/H+対向輸送体遺伝子 (OsNHXl)のクローニングと塩ストレスによる発現変化

福田篤徳，中村敦子，伊藤弘道，田中喜之(農水省・生物研)
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9:45 3aK04 ダイコン液胞に存在する Ca2+結合蛋白質の生化学的性質

湯浅浩司，中西(上岡)華代，前島正義(名大院・生命農・生化)

10:00 3aK05 A novel iron transporter gene in Synechoり'stisPCC6803 

加藤大和， Auther Grossman1，小川晃男(名大・生物分子応答セカーネギー研)

10:15 3aK06 単細胞緑藻クラミドモナスのヒ素耐性機構

小林功，藤原祥子，貝瀬利一，都筑幹夫(東京薬科大・生命科学)

10:30 3aK07 糖輸送の分子機構2一一イネ単糖トランスポーターの酵母での発現一一

豊福恭子，笠原道弘l，山口淳二(名古屋大・生物分子応答研究センター帝京大・医)

10:45 3aK08 オカヒジキにおけるストレス応答

伊藤弘道，福田篤徳，田中喜之(農水省・生物研)
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田坂昌生 高橋裕一期 山本興太朗 高宮建一郎 榊原均 後藤文之 山本勇 篠崎和子 笠毛邦弘 梅田正明
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平野博之 徳富光恵 出村拓 山木昭平 鈴木馨 高橋正昭 小川晃男 福田裕穂 篠崎一雄

橋本隆 沈建仁 片岡博尚 林浩昭 南森隆司 鈴木英治 是枝晋 高倍鉄子

松本英明 臼田秀明

2aBOl-13 2aC01-11 2aDOl-12 2aEOI-I0 2aFOl-12 2aGOl-13 2aHOI-1O 2aI01-11 2aJOl-13 2aKOl-12 

佐藤直樹 長谷俊治 小林裕子 藤原徹 南栄一 林秀則 三宅親弘 南海究 間藤徹 三村徹郎

丹羽康夫 池上勇 草野友延 西村幹夫 山崎健一 朽津和幸 重岡成 喜善 晃植 佐藤忍 島崎研一郎

機名隆 佐藤公行 吉田茂男 増村威宏 新名淳彦 真野純一 作田正明 林隆久 前島正義
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酒井教 高市真一 服部束穂 柴坂三根夫 )11北一人 原正和 金井線二 射場厚 保尊隆享 新免輝男

豊島喜則 松浦克美 藤岡昭三 小野清美 田中園介 佐藤和彦 園池公毅 中嶋信美 加藤陽治 葛西身延
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平塚和之 伊藤繁 佐野浩 谷口光隆 石黒澄衛 石川雅也 芦原坦 東四郎 石津公明 山口淳二
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早川俊彦 贋近洋彦

3pBOI-09 3pEOI-07 3pFOI-07 3pGOI-07 3pIOI-08 3pJOI-09 

東谷;鴨志 大橋祐子 高倍昭洋 小林一成 末吉邦 近藤矩朗

米田好文 森上教 佐藤文彦 佐伯和彦 森川弘道 松井南

蓮沼仰嗣





A心l
日本植物生理学会奨励賞

サイトカイニン情報伝達系の研究

柿本辰男 (大阪大、院理、生物)

サイトカイニンは重要な植物ホルモンであるが、その受

容、情報伝達系に関しては、最近やっと分かり始めたとこ

ろである。私達はこの問題へのアプローチとして、サイト

カイニン応答に関する突然変異体を分離し、その原因遺伝

子のクローニングと解析を行っている。

ckilとcki2は、アクティベーションタギングにより分離

されたシロイヌナズナの突然変具体であり、外からサイト

カイニンを与えなくても、典型的なサイトカイニン応答を

示す。 CKI1と CKI2はともにハイブリッド型ヒスチジンキ

ナーゼに属する.CKI1は N-末端領域で膜を二度、貫通し

ていると予想されるが、 CKI2には膜貫通を予測させる配列

はない。 cki1変異体では CKl1遺伝子の過剰発現が、 cki2

変異体ではN 末端領域を欠失した CK12遺伝子産物の発現

が、構成的サイトカイニン応答を引き起こしている。最近

いくつかの研究室でサイトカイニン応答遺伝子としてレス

ポンスレギュレーターが分離されてたことも考え合わせる

と、二成分制御系がサイトカイニンの受容、情報伝達にお

いて重要な役割を果たしていることが推察される。

また、私達は、化学的突然変異原を用いてサイトカイニ

ンに対する感受性の上昇したシロイヌナズナの劣性の変異

体(ckhl，ckh2)を分離している.原因遺伝子はサイトカイ

ニン情報伝達の負の制御因子と考えられる。

A-02 
目本植物生理学会論文賞

Anabaenaの低温誘導性RNA結合タンパク賓の遺伝子

操作による研究(PlantCell Physiol. 37: 1150-1160) 
量産直E弘和田明1 (埼玉大・理大阪医大)

シアノバクテリアには.約807ミノ酸残基からなる

RNA-recognition motif (RRM)をもっRNA結合タンパク質

が存在仏その大部分はC末に短いグリシンリッチ領域

をもっ。それらの遺伝子をrbpと名付けた。 RRMは多く

の真核生物のRNA結合タンパク質に見られるモチーフで.

RNAとの結合に関わる βシートと 2*のαヘリックスか

らなる。 1伺のRRMとグリシンリッチ領域をもっタイプ

のタンパク質は，植物や脊椎動物にも存在し，それらす

べてに共通する特徴として.低温等のストレスによって

発現が誘導されるものが多いこと力、わかってきた。最近

の解析結果では，これら原核生物と真核生物のタンパク

質は，直擁系統的につながるわけではなく，その類似は

convergent evolutionの結果と推定される。これら一群

の低温誘導性RNA結合タンパク質の機能を解析する手段

として.Anabaena のrbpA1遺伝子を破壊し，表現型を調

べたところ.硝酸塩が含まれる培地中で，窒素固定細胞

(ヘテロシスト)への分化の初期過程か¥低温により誘

導されることがわかった。RNA結合タンパク質と細胞分

化の関連について考察する。
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SI-Ol 
GPIアンカー蛋白質とは何かーその実像と生物学的意義一

池渥1!Jlli.，田口 良，塚本喜久雄，小林とも子(名古屋市大・

薬・微生物薬品)

GPIアンカー蛋白質は、その C末端に結合するGPI糖脂質の

疎水性部分をアンカー(錨)として細胞表面膜に繋がれている

蛋白質で、高等動植物から昆虫，真菌，原虫，粘菌に至る真核

生物に広く分布しているが、最近古細菌の一種にも存在が認め

られている。 GPI糖脂質は、エタノールアミンーオリゴ糖鎖ー

イノシトールリン脂質から成り、そのコア部分の構造は種を越

えて保存されている。私たちは、本講演で GPIアンカー蛋白質

発見の経緯、 GPI糖脂質の化学構造と生合成、 GPIによる蛋白

質の翻訳後修飾の過程、 GPI化を受けるための蛋白質側の条件

、代表的な GPIアンカー蛋白質の特徴と生理活性、 GPIアンカ

ー蛋白質および GPIアンカーの生物学的な役劃等について自ら

の研究と関連させて述べる。

文献し GPIアンカータンパク質の分子生物学

池沢宏郎，日本細菌学雑誌， 52 (2)， 435-459 (1997) 

2. GPIアンカーによる蛋白修飾

池津宏郎，実験医学， 14 (14)， 2107-2112 (1996) 

SI-02 
GPIアンカーの生合成・動物細胞と酵母の知見から

木下タロウ (阪大・微研・免疫不全)

Glycosylphosphatidylinositol (GPI)は真核生物の数多く

の細胞表面タンパク質のカルポキシル末端に共有結合し、膜

への結合に働く糖脂質である。 GPIの骨格の基本構造は、エ

タノールアミンリン酸-6マンノース α1-2マンノース α

1 -6マンノース α1-4グルコサミン α1-6イノシトー

ルリン脂質であり、広く生物問で保存されている。 GPIは小

胞体膜上で生合成され、翻訳直後のタンパク質に小胞体内腔

で付加される。 GPIアンカー型になるタンパク質はカルポキ

シル末端に GPI付加シグナル配列を持って翻訳され、 GPIト

ランスアミダーゼによってシグナルペプチドと GPIが交換さ

れるロ GPIの生合成とタンパク質への転移には 15以上の遺

伝子が関与していると考えられ、現在までに哨手L動物細胞か

ら12遺伝子がクローニングされている。このうち 9遺伝子

には出芽酵母の相同遺伝子があるが、 3遺伝子にはなく、生

合成遺伝子の面からは生物聞に違いがある。シンポジウムで

は生合成経路からいくつかのトピックスを取り上げ紹介する。

最近の総説:Kinoshita，T et al.， GPI-anchor synthesis in 

mammalian cells目genes，their products and a defici巴ncy.

J. Bochem.， 122，251-257 (1997) 
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SI-03 
細胞性粘菌におけるGPIアンカータンパク質の構造と

機能

落合廃、斉藤玉緒、舟本聡(北大・理学研究

科・生物科学専攻)

細胞性粘菌Polysphondylium.pallidumのgp

64タンパク質のcDNAから予想される 320アミノ

酸残基の特徴を解析して、 N末端にシグナル配列が

あること、また、 C末端にも特徴のある疎水性配列

のあることから、糖脂質アンカー型タンパク質と想

定して解析した。実際に、 N末端の 19残基とC末

端の 18残基がシグナル配列として切断され、さら

にC末端ではC18ファイトスフィンゴシンを長鎖纏

基として含むセラミドをもっ糖脂質アンカーが付加

することが明らかとなった(文献引用)。

gp64が細胞間接着タンパク質か否か調べるため

に、相同的組換えによるgp64遺伝子の破壊株を作成

した。これらの形質転換株についてその細胞接着活

性を測定したところ、予想に反し遺伝子破壊株の細

胞再凝集能が野生株に比し10-15%程度しか

低下しなかったが、この株は顕著な分枝を示した.

gp64は発生の抑制因子として作用するらしい。
文献:Saito， T. & Ochiai， H. (1993) Eur. J. Biochem. 21 8， 
623-628 

SI-04 
植物・菌類に GPIアンカータンパク質はどのくらいある

か?
-粘菌、酵母、アラピドプシスのデータベースからの予測ー

森田直樹¥斉厳玉緒2 C工技院・北海道工技研、 2北海
道大・院・理)

GPIアンカータンパク貨の存在は動物締胞や菌類で広

く認められていたが、近年、植物、古級菌でもその存在が

明らかとなった.このことから GPIアンカータンパク質は

膜表在タンパク質の存在機式として、生物界に普遍的に存

在している可能性が示された. 現在、真核、原被を問わ

ず数多くの生物についてゲノムまたはcDNAの解析が進め

られ、その配列情報が利用可能である.これらの生物にど

れくらい普通的に GPIアンカータンパク貨が存在してい

るかは、存在の普通性を問ううえで大変興味ある問題であ

る.そこで我々は、現在解析の進んでいるアラピドプシス、

細胞性粘菌、全ゲノムの解析の終了した酵母、といったモ

デル生物の公開されているデータについてタンパク質局

在解析ツール (PSORTII)を用いて、一つの生物種にどれ

くらい多機な GPIアンカータンパク貨が存在しているか

の予測を行った。その結果各生物について未知の復数の

GPIアンカータンパク質の存在を示唆する解析結果が得

られた。本シンポジウムでは、我々が解析した結果を基に、

各生物の GPIアンカータンパク質について、その多機性を

考察する.



SI-05 
植物のGPIアンカータンパク質

奥山英登志 (北海道大・院・地球環境)

1995年St凸hrらはクロレラの硝酸還元酵素がGPIアンカータ

ンパク質であることをはじめて見出した 1)。以来、縞物の GPI

アンカータンパク質はヒメウキクサ、タバコt音養細胞、ビート

で見出されているが、その例は極めて限られている。

ヒメウキクサのGPIアンカーホスファターゼは、最近、植物

に広く分布するpurpleaαdphosphatase (GPI-PAP)であることが

わかった 2)。ヒメウキクサのGPI-PAPは脂質成分としてセラミ

ドと脂肪酸でアシルイじされたイノシトールを持つが、生体中で

はセラミドを失い、可溶性酵素として主に細胞壁に存在する。

脂質成分を失い(細胞膜ではなく)細胞壁に蓄積する GPI-PAP

の存在から、植物においてGPIアンカーは、タンパク質を細胞

壁に輸送し、その場に止まらせるためのシグナルとしての役割

が予想される。

Ilc. Stohr et al. (1995) Glycosylphosphetidylinositol-
anchored propteins exist in the plasma membrane of Chlorel/a 

saccharophila (Kruger) Nadson: plasma membrane-bound 

nitrate reductase as an example. Planta 196・284・287.

2lH. Nakazato et al. (1998) The Glycosylphosphatidyト

inositol-anchored phosphatase from Spirodela oligorrhiza is a 

purple acid phosphatase. Plant Physiol. 118: 1015・1020.

SII-Ol 

葉緑体ゲノム解析のブレークスルー :in vi.tro系の開発
髭謹昌2記、杉田護1人贋瀬哲郎1(名大・ 1遺伝子、
Z人間情報)

葉緑体遺伝子の発現は複雑で、少なくとも 2種類の

RNAポリメラーゼが転写に関与し、 1個の遺伝子に

対し複数のプロモータが存在する。転写以降。晶程も、

RNAトリミング/切断により発現命l胸さ払 RNA

スプライシング/エディティングによりDNA上の情

報は変換される。翻訳開始も、被数の過程がある。こ

れらの分子機構を詳細に解析するには、再現性のよい

in vitro系が有力な蹴苦となる。我々は、タバコ葉緑体

よりinviω翻訳系(酷似)J.15: 1回7，1蝋)とinl-ib。
RNAエディテイング系(口頭発表Lタバコ培養BY2
細包のわも合成プラスチドよりinvitro転写系(投稿中)

を開発した。

葉緑体成分をコードする核遺伝子の多くの転写は、

葉緑体からのシグナルにより活性化される。この葉緑

体シグナルを生化学的に探索するため、タバコBY2細

胞より核的vitro転写系の開発も行った (E恥侶oJ.14: 
1似，1妨)。
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SII-02 
ミトコンドリア機能を制御する遺伝子とオルガネラ聞の

クロストーク

援杢 8，Herui WIN1Z1 (岡山大・資生研フランス
CNRS-ffiMP) 

ミトコンドリアは、呼吸を担う以外にも様々な物質合

成のコンパートメントとしての役割を合わせ持っている。

正常なミトコンドリア機能の保持には、ミトコンドリア

自身の遺伝子発現のみならず、核とミトコンドリアの遺

伝子が協調的に発現される必要がある。また最丘の研究

から、ミトコンドリアと葉緑体との相互作用も示唆され

ており、オルガネラ間でのクロストークが各オルガネラ

機能の維持に重要なf甥lを持っていると考えられる。
我々は、ミトコンドリア機能に関与すると考えられる

核コード遺伝子の解析をすすめている。中でも、シロイ

ヌナズナミトコンドリアの elOI事E阻・tRNAアミノアシル

IID吋A合成酵素(恥伝tRS)は、葉緑体由来と考えられる酵素

で、 GreenFluαes∞nlProtein (GF町を使った研究などから、
lつの遺伝子産物がミトコンドリアと葉緑体に共有して

使われていることが明らかになった。このような、葉緑

体とミトコンドリアの両方へターゲットされる遺伝子産

物の例と共に、最丘我々が GFPを用いて行っている in

vivoでのミトコンドリア動態の解析についても紹介する。

SII-03 
液胞/リソソームにおけるタンパク質分解

ーオートファジーの分子機材陣ー

大限良典(基礎生物学研究所)

酵母の液胞には多種の加水分解醇棄が局在し、細胞内分解コ

ンパートメントとして機能している。この酸性コンパートメン

卜へは復数のタンパク質輸送経路の存在が明らかにされてきた。

中でも自食作用(auto凶agy)は細胞質基質やオルガネラを液胞
内で分解する機織として最も重要である。自食作用は飢餓条件

下の細胞の生存の維持のみならず、発生や細胞分化にも重要な

役者!を担っていると恩われるが、その分子機織はほとんど判っ

ていない。我々の研究室では酵母が微々な栄養飢餓に応答して

自食作用を誘導するすることを見いだし、分子遺伝学的手法に

より、その分子機憾の解析を進めている。これまでに自食作用

不能変異 (apgを多数取得し、相補性を指標として自食作用に

必須な'4個の遺伝子を単離同定してきた。これらのAPG宣伝
子はその大半が未知の遺伝子であった。それらはいずれもオー

トファゴソームの形成過程かその以前の膜動態に関与している

と恩われる。これまでに得られて自食作用遺伝子群の解析の現

状と展望について報告する。とりわけ最近見いだした自食作用

に必須な新規のタンパク質結合系について議倫を進める。近年

ゲノムプロジェクトに進展によってこれらの遺伝子の多くは高

等動値物にもホモログが存在することが明らかとなった。自食

作用はダイナミックな膜動態を伴う現象でありその解明は細胞

の理解に新しい視点を与えることが期待される。



SII-04 
ミトコンドリア病発症の分子機構
主E盛皇l、安川武宏1.2、西嬢貴代美¥渡辺公綱2
(1日本医科大学老人病研究所、 2東大大学院工学系生命工学)

ミトコンドリア病はミトコンドリア異常が第一義的原因の疾
患である。エネルギー需要の高い中枢神経や骨格筋に症状が現
われるミトコンドリア脳筋症がその代表的疾患である。原因は
ミトコンドリア遺伝子上のtRNA遺伝子の点変異あるいは欠失
変異であることが多いことが判明した。しかも変異が生じてい
るtRNAの種類によって、それぞれが独特の症状を示す。例え
ば、 tRNA-Leu(UUR)遺伝子の点変異では脳卒中様症状を示す
MELASという病型になり、 tRNA-Lysの点変異ではミオクロー
ヌスてんかんを特徴とするMERRFという病型になり、 tRNA-Ile
の点変異では心筋症になる。また、欠失変異では験が垂れ下
がってくる。これらの変異tRNAを精製して構造解析すること
によってその原因が分子レベルで明らかにすることができた。
また、ミトコンドリア遺伝子は母系遺伝する、多コピーである
など核遺伝子とは基本的に挙動が異なる。そのために、他の遺
伝子疾患とは異なる性質を示す。ミトコンドリア病患者から採
取した培養細胞を用いて、変異mtDNAと正常mtDNAが混在し
た場合に生じる関値効果などミトコンドリア病を通じて明らか
になった現象のついてふれたい。また、糖尿病患者では母系遺
伝する家系があり、すべての糖尿病患者の約 1%はミトコンド
リア遺伝子に点変異を持つことより、糖尿病とミトコンドリア
異常との関連が明らかにされようとしている。レーバー病、ア
ルツハイマー病やパーキンソン病、老化との関連についてもミ
トコンドリア病から派生したことがらについてふれ、ミトコン
ドリア病の広がりについて論じたい。

SII-05 
ニセツリガネゴケを用いた分子生物学的研究

長谷部光泰(基礎生物学研究所)

ニセツリガネゴケPhyscomitrellapatensは以下の特

徴から分子生物学的解析に適した材料である。(1 ) 

体制が単純である。半数体の胞子から発芽後、菌

糸状の原糸体を形成する。原糸体は、葉緑体の形、

細胞分裂面などが異なるクロロネマ、カウロネマの

2種類ある。サイトカイニンにより、 3次元成長す

る茎葉体が誘導される。 l細胞の正四面体型茎頂分

裂細胞から切り出された、娘細胞が分裂し、上側細

胞が葉原基、下側細胞が茎を形成する。(2 )逆遺

伝学的解析が容易である。出芽酵母なみの相同組

み換え率を持ち、核ゲノムのジーンターゲッティン

グが容易である。(3 )生活環の主要な部分が半

数体で、変異体の表現型の解析がしやすい。これま

で我々のラポで解析をすすめている MADS、HD・ZIP、

KNOX、AP2、LFYを例に、遺伝子破壊系、過剰発

現解析系、レポーター遺伝子による発現解析系につ

いて紹介する。また、 tagged変異体ライブラリー、

ジーン、エンハンサートラップ系についても触れる。
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SIII-Ol 

レタス種子の発芽に関与するジベレリン生合

成酵素遺伝子の発現の光制御とその局在

車蛍却飽川出洋2 金田剛史2，三橋渉
井上康則 3 神谷勇治2 (1山形大・農 2理研フ

ロンティア 3東京理科大・理工)

ジベレリン (GA)はレタス (cv.Grand Rapids)種
子の暗発芽を誘導することからその光発芽誘導に

おいて重要な役割を果たしていると考えられてい

る.我々は，レタス種子において赤色光のパルス

処理により GAl(活性型 GA)の内生レベルが上昇
することを示し，フィトクロムにより GAl生合成

が制御されている可能性を示した.さらに，レタ

ス種子から GA20・酸化酵素 (GA53→GA44→GA19→
GA20) ， GA 3 s -水酸化酵素 (GA20→GAl) をコード
するcDNAを2種ずつクローニングし，それらの中

でも3β ー水酸化酵素遺伝子の 1種 (Ls3hl)の遺伝
子発現量が赤色光処理により増加することをノー

ザン分析により示した.現在，それらの遺伝子の

発現の局在を insituハイプリダイゼーションによ

り，また，他の生育ステージからクローニングし

た20・酸化酵素と3s-水酸化酵素遺伝子のそれぞれ
の3種目についても種子発芽期における遺伝子発
現の光制御をノーザン分析により調べている.

SIII-02 
シロイヌナズナの発芽過程における異なるフィトクロムによ

るジペレリン3s水酸化酵素の発現制御
山口信次郎1.2、MariaSmith 1 、RobertBrown 1 、神谷勇治l、

Tai-ping Sun 2 (1理化学研究所・フロンティア、 2DukeUniv 

Developmental. Cell制 Mol.Biol. Group) 

光による種子発芽誘導にフィトクロムが重要な役割を演じて

いることはよく知られているが、光受容以降の発芽誘導機構

に関する知見は限られている.我々は、シロイヌナズナの種

子発芽過程におけるジベレリン (GA)生合成の光制御を追

究する目的で、GA4、および GA4H(包i!!omolog)遺伝子

の転写産物量を解析した.これらの遺伝子はいずれも活性型

GAの最終生合成段階を触媒する3s水酸化瀞素をコードす

る。 GA4、GA4Hの転写産物量は、赤色光 (R)照射により

1時間以内に劇的に高まった.フィトクロムBを欠損してい

るphyB変異体においては、 GA4HのR誘導は認められなか

ったが、GA4の転写産物量は野生型の場合と同様に増加し

た.これらの結果は、 GA4、GA4Hが異なるフィトクロム分

子種により制御されていることを示している.また、 GA4

の転写産物量は、 GA活性によるフィードパック制御を受け

たが、 GA4H遺伝子は同様の制御を受けなかった.以上の結

果は、二つの3s水酸化酵素遺伝子が種子発芽過程において

異なる生理的意義を持つことを示唆する.



SIII-03 
ブラシノステロイドの生合成・代謝とその調節

横田孝雄(帝京大・理工・バイオサイエンス)

ブラシノライド (BL)はほとんどの植物に存在

する代表的ブラシノステロイド (BR)である。 BL

の生合成においては，まずカンペステロールの還元

によってカンペスタノールが生じる。ついでC-6

位にケトンが導入された後，側鎖とA環に水酸基が

導入される経路(早期C-6酸化経路)， または最

後にC-6位が酸化される経路(後期C-6酸化経路)

によってカスタステロン (CS)が合成される。最

後にcsはBLに変換される。 BRないしはステロール
の生合成が限害されると媛性になることが，シロイ

ヌナズナ，エンドウ， トマトの突然変異体の発見に

よって明らかになった。早期および後期酸化経路の

発現の程度は植物によって異なり，光によっても影

響されるようである。また，側鎖の水酸化やC-6位

の酸化を行うチトクロムP450はフィード‘バック制御

されている可能性がある。また，分解代謝にもP450

が関与している可能性が示唆されている。

SIII-04 
シロイヌナズナのブラシノステロイドの生合成欠損

突然変異体

藍[;YiJBB三(理化学研究所・植物機能)

ここ 2年間で、シロイヌナズナだけでもブラシノ
ステロイド突然変異体が，既に 8種類見いだされて
いる。このうち、 7種類はブラシノステロイドの生
合成変異体であり、 1種類はブラシノステロイドの
感受性変異体である。これまでに見いだされたブラ

シノステロイド突然変異体は、いずれも、暗所では、

匹軸の伸長抑制、子葉の展開、光誘導性遺伝子の発

現等が見られ、明所でも、震性、頂芽優勢の減少、

雄性不稔等、極めて興味深い形質を示す。変異体を

見いだしたグループとの共同研究により解析を進め

た結果、生合成変異体の示す棲性をはじめとする数

多くの表現形質が、実際に内生ブラシノステロイド

の欠損によるものであることを実証することができ

た。また、幾つかの生合成欠損の変異体については、

変異部位の特定や生合成酵素に関する知見も得られ

つつある。ブラシノステロイドの生合成欠損による

接性変異体の存在は、ブラシノステロイドが植物の

正常な成長・分化に必須の植物ホルモンであること

を明確に示している。
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SIII-05 
シロイヌナズナアルデヒド磁化酵素とオーキシン

(IAA)生合成

小柴共一(都立大・理・生物科学)

最近の研究により権物アルデヒド酸化酵素 (AO)は、遺
伝子ファミリーを形成し基質特異性、器官分布などの異な

る数種のアイソザイムからなることが明らかになってきた。

AOは歴史的にはIAAの合成への関与が叫lまれ、また、最近

では突然変異体の解析からABAの生合成経路への関与も濃

厚になっている。ここでは、トウモロコシ幼葉鞘でのトリ

プトファンからのIAA生合成経路の存在、その赤色光によ
る制御の可能性、 inνitroのIAA合成反応系へのAOの関与、

を出発点として、トウモロコシおよびシロイヌナズナAOの
cDNAクローニングとAO遺伝子ファミリーの値物における

役割について、現在までに得られている知見を特にIAA生
合成への関与の可能性を中心に報告する。 AOのIAA生合成

への関与は、数種あるシロイヌナズナAOのうちの一種AOα

のIAA過剰生産変異株superrootlでのIAAの過剰分布との器
官レベルの分布を含む一致、 IAAの前駆体と考えられるイ
ンドールアセトアルデヒドに対する低いKm値などから強く

示唆されている。現在、シロイヌナズナ形質転換体を用い

た機能解析、醇母で発現させたAOでの醇素学的性質の検討

を進めているので、これらの結果を含めIAO遺伝子ファミリ
ーの纏物における役割について言及したい。

SIII-06 
オーキシン生合成・移動の光制御と成長反応

飯野盛手IJ (大阪市大・院理・生物地球)

光環境に応答した植物の成長反応においてオーキシンが

果たしている役割を、その生合成と移動の側面から論じる。

まず、生合成が光制御を受ける例として、 トウモロコシ幼

葉鞘を用いた私たちの研究を紹介する。オーキシンは幼業

鞘先端部でトリプトファンから合成されている。この生合

成はフィトクロム系を介する反応によって光阻害を受ける。

その結果、幼葉鞘と中座軸のオーキシン濃度が低下し、濃

度低下は、少なくとも中匪軸において、成長限害をもたら

す。次に、オーキシンの移動が光制御を受ける例として、

光屈性を取り上げる。光屈性は、青色光受容系の働きでオ

ーキシンの横移動が誘導され、成長が不均等になって生じ

ると考えられている。実際、 トウモロコシ幼葉鞘とエンド

ウ節問で、オーキシンの横輸送が青色光照射によって起こ

る。また、エンドウ節聞では光照射側と影側の表皮組織に

おいて、より大きなオーキシン濃度差が生じる。オーキシ

ンは表皮細胞に直接に作用していることを示す、表皮細胞

プロトプラス トを用いた実験結果も併せて紹介する。オー

キシン生合成・移動の光制御によって成長反応が生じるに

は、成長がオーキシン濃度に依存して変化する必要がある。

最後に、無傷植物体におけるオーキシン濃度と成長の関係

について、私たちの最近の研究成果をもとに考察する。



SIV-Ol 
フィトクロムによる光応答機構の解明

長釜主主主、山口瑠美、中村正展、田中慎一郎、望

月仲|党、 S.A. Kay' (京都大・理・植物、 'ScrippsInst.、

USA) 

フィトクロムは植物の主要な光受容蛋白質である

が、その作用機構については不明な点が多い。我々

は、フィトクロム B(phyB)の細胞内分布に関する

以下の研究を行った。 PHYB-GFP融合蛋白質遺伝子

を構築し、シロイヌナズナに形質転換し、得られた

植物で蛍光顧微鏡観察を行ったところ、同融合蛋白

質が光依存的に核に蓄積されることが分かつた。ま

た、形質転換体の光応答を解析した結果、導入した

PHYB-GFPが生理活性をもつことが示された。以上

の結果は、フィトクロムが核内で働いている可能性

を示唆するものである。

もう一つのアブローチとして、プロモーター・ト

ラップ系統を用いたフィトクロム依存的遺伝子発現

の研究を行った。 INRAにより寄贈された系統から

我々が再単離したN35系統では、芽生えの下旺軸に

おけるレポーター遺伝子の発現が、フィトクロムに

より抑制された。さらに、子葉削除や、部分照射実

験により、この反応の光受容部位は、下腔軸ではな

く子葉であることが示唆された。

SIV-02 

核内の光情報伝達経路の解析

松井 南(理化学研究所、フロンティア分子機構研究チーム)

光受容体によって受け取られた光情報は、核内でA)光続導性遺伝

子の発規制御、 B)葉緑体の分化の誘導、 C)怪輸の伸長制御等の光形態

形成過程への情報として伝達されていく.核内には現在、形態形成に

関与していると考えられるCOP1，COP9 complex， DETlといったタ
ンパク貨が知られており、この変異によって異所的な形態形成が起こ

ることが知られている。このような遺伝子は、そのm:異形質から、上

leのA，B，Cのプロセスを統括的に制御している遺伝子であると考えら

れるが、その情報の下流には、各過程に特異的な伝達経路が存在する

ことが予想される.そのような経路を探索するためには、分子生物学

的に1)相互作用タンパク震を同定することや遺伝学的に2)抑制変異

綜を単灘してくることが必要になってくる.1)のアプローチからは、

COPl相互作用タンパク質として現在までに6つのタンパク賀遺伝子
を単離している.これらの遺伝子の機能は、 Reversegeneticの方法

によって、 CIP4/草、底輸の伸長とアントシアニン置を制御しており、
CIP7L/立、光誘導性遺伝子の発現と、葉緑体の合成に関与しているこ
とが示唆された.また我々は、これらのタンパク質が転写の活性化因

子であることを見いだした。このような事から光情報の下流の一部

は、転写活性化因子の制御系で構成されているとであると推測してい

る.2)遺伝学的な方法で我有は、 1つの匪輸の抑制変異株と3つの緑

化の変異株を単敵した。緑化の変異株の一つは、匪軸伸長も部分的に

回復していた。この結果は、この変異に関係する遺伝子が匪軸伸長と

葉緑体合成の両過程に位置する遺伝子である事を示唆している.
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SIV-03 

プロテインキナーゼCK2による生物時計の制御
菅野正治、 ElaineM. TOBIN (Dept. of MCD 

Biology， UCLA， USA) 

CCAlt立、アラピドプシスの生物時計の制御に深く

関与する転写因子である。我々は、 CCAlと特異的

に結合するタンパク質を同定するために、酵母2-ハ

イブリッド法を用い、プロテインキナーゼCK2の新

たな制御サブユニットをコードする遺伝子、 CKB3

を単離した。 CK2はinvitroで'CCAlをリン酸化した。

また、アラピドプシスの全抽出液中にCCAlをリン

酸化するCK2様活性が存在し、この活性は

CCA1-DNA複合体の形成に重要で、あった。

次に、 CKB3を過剰発現したアラピドプシス形質

転換体を作製したところ、 CCAl遺伝子及びCCAl

と同様生物時計に関与する LHY遺伝子の発現リズ

ムに変化が見られた。また、生物時計に制御される

他のいくつかの遺伝子の発現リズムも同様に変化し

ていた。これらの結果は、 CK2が生物時計の制御に

重要な役割を果たしていることを示唆している。

SIV-04 

概日時計による昼夜の光環境変動への適応戦略:

シアバクテリアの概日時計

近藤孝男・石浦正寛 (名大院・理・生命理学)

光独立栄養を基本とする植物では昼夜の光環境の変

動はその代謝を大きく左右する。光合成生物はこの

環境変動を積極的に取り込むため概日時計機構を発

達させている。我々は概日時計の分子機構を解明す

るため、シアノバクテリアに発光レポーター遺伝子

導入し、分子遺伝学的方法でその時計遺伝子群

kaiABOのクローニングに成功した。 kaiABOの発現

解析からkaiBCの発現がその産物KaiCの過剰発現に

より強く阻害され、逆にKaiAにより促進されるこ

とを見いだし、この発現制御を概日振動発生機構モ

デルとして提出した。この振動モデJレが実際に24時

間の概日振動を生じていることをを検証するため、

kaiABOの発現制御機構および、Kai蛋白質の機能につ

いて解析している。これまでにKai蛋白質は様々相

互作用を示すことやATP/GTP結合モチーフが重要

な機能を持っていることが明らかになった。



SIV-05 

光を絶たれた葉における応答

遮込Jls.(東京大・院・理系)

植物にとって光は唯一のエネルギ一棟、であるため、

植物の光に対する応答は、すべて光合成を効率よく行

うためのものであるとし、っても過言ではなし、。光合成は

光エネルギーを生化学的エネノレギーに変化する機構

であるとともに、光条件の変化に対応するための光を検

出する機構ともなっている。われわれは、これまで光条

件への応答を知る目的で暗黒下で緑葉細胞に発現す

る遺伝子のcDNAを単離、解析してきた。これらの遺伝

子のいくつかは、除草剤によって光合成を阻害したり、

緑葉が老化して光合成の効率が下がってしまうと発現

する。また、暗黒や除草剤による発現誘導は、その葉

に糖を与えることによって完全に抑制されてしまう。さら

に、光合成能を失った培養細胞においても、培地から

糖を除くとこれらの遺伝子が発現する。これらの結果か

ら光合成が光条件の検出装置として働き、その産物で

ある糖がシグナノレとして不利な光条件下で生き延びる

ように植物を順応させていると考えられる。

SV-Ol 
粘菌変形体の光フラグメント化

上田哲男(北大・電子研・細胞機能)

真正粘菌変形体は、多核の巨大なアメー パ様細胞で、

良好な条件下では際限なく大きくなる。ところがある

環境条件下で、小さな多数のフラグメントに分裂する

ことを見いだした。この新しい形態形成を、刺激受容
系解明や、細胞のサイズ決定と観点から研究している。

(1)光照射 5時間後に、約 8個の核をもっ多数の
球形をした小片に分かれる。その後再び融合

して 1つの変形体にもどった。

( 2 )光誘導の作用スベクトルのピークは、 350nm. 
450 nm. 750 nmであ った。

( 3 )赤色光 (670nm)は、近赤外光誘導を阻害した。
( 4 )赤色/ 近赤外光は光可逆性を示した。
( 5 )光可逆受容体モデルにより、 fluenc巴 rate

依存性を定量的に説明できた。

以上のことから、フィトクローム光受容系が真正粘菌

で機能していることがわかる。

さらに、形態形成にともなう F-actinおよびtubulinの

細胞内動態を観測した。 tubulinによる核の集合、

トactinによる分離など、フラグメント化には、両細胞

骨格系が協調的に働いていることがわか った。
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SV-02 

カロテノイドの青色光センシング機能の可能性

三室守 (山口大学・理)

近年，植物における青色光受容体としてカロテノイド

の可能性を示唆する結果が報告されるようになり、従来

の考えとは異なる点が出てきた.そこで，その可能性を，
物質，反応機構の両面から探ってみた.

カロテノイドは高等植物においては，光合成色素であ

るばかりではなく，アプシジン酸 (ABA)合成の前駆体

でもある.これが青色光受容体としての可能性につなが

る.特に， Chl a/b植物には光合成色素としては例外的
なシス体のカロテノイド， 9'-cis neoxanthinが存在する.

これはABAの前駆体として知られている.

反応機構の面からは，受容した信号を確実な物とする

ためには，色素ータンパク質複合体の存在が必須と考え
られるが，高等植物ではその存在は明らかではない.反

応機構としては，シスートランス異性化が最も妥当な考

え方であり、シス体のカロテノイドが関与する場合，こ

の点は解決される.また，反応経路から考えると， 200 
フェムト秒と励起寿命の短い第2励起準位(青の吸収極
大に対応する準位)を使うよりは，寿命の長い(10ピ

コ秒程度)第 l励起準位を使う方が効率が高いと考えら

れる.

これらの点を基に可能性を論ずる.

SV-03 
バクテ ')7およびクラミドモナスの光感覚受容体 ・青色~育緑色光受容体

の多機性

高橋哲郎(北陸先端科学技術大学院大学・材料科学研究科)

パクテリアなど単細胞生物に見られる光運動反応は進化の上で比較的早

い時期に成立したもので、高等真核生物の光情報変換ともつながりがある

のではないかとの観点から主に受容体に関する研究を進めている。単細胞

緑藻クラミドモナスの走光性受容体を構成すると考えられる推定上の7ポ

蛋自分子は Hegemannらによりクローニングされているが、ロドプシン類

との相向性は低い。また、好塩性古細菌のロドプシン類と動物のロドプシ

ン類(視物質)との問には、発色団レチナールの立体憎造など、いくつか

の重要な点で相違がある。 Hegem皿nらによれば無脊椎動物の視物質とク

ラミドモナスの推定上の光受容蛋白(彼らはクラミロドプシンと命名)に

は部分的に相同性が見られるという。これが意味あるものならば、クラミ

ロドプンンは動物の視物質の起源型に近いこととなり興味深い。

我々は種々のアナログとの再構成実験から、クラミドモナスの走光性受

容体の発色団レチナ-)レの立体構造は、好温性古細菌のフォポロドプシン

のものに酷似するという結論に逮Lた。この情迭は吸収極大波長を最長に

するものなので、上の実験事実を説明する lつの仮説として、古細菌ロド

プシンとクラミドモナスの光受容体とが独立に発生し吸収極大を長波長に

するような収束進化を遂げたと考えることも可能である。青~膏緑色光に

対する行動応答の必要性がどのようにして生じたかはわからないが、原核

生物に存在する光受容体の多機性を示す他の例としては、ロドプシンやク

リプトクロム等とは全く異なる可溶性低分子量蛋白として 2-3種の光合

成細菌に存在する PhotoactiveYellow Protein (PYP)がある。



SV-04 

DNA光回復酵素と青色光受容体

藤堂 剛(京大・放生研センター)

光回復酵素・青色光受容体ファミリーはFADを

補酵素として持つ一群のタンパクからなる。光回復

酵素は太陽光に含まれる長波長可視光(青色光)を

利用して、短波長紫外線によってできる損傷を修復

する優れた機構である。間違いが無い上に効率もよ

い。光回復酵素は生物が最初に獲得したDNA修復

機構であると考えられるが、他のDNA修復機構が

様々な生体機能とカップリングして機能の幅を広げ

ていったのと対照的に、この光回復酵素系は遺伝子

を重複させ各々の遺伝子の基質特異性を変化させる

事により基質の幅を広げるとともに機能的にも多様

に進化してきたようである。その結果、 DNA修復

に限らず光受容シグナルの伝達など光に関与する

様々な生命現象に関与する機詑的に多様な蛋白ファ

ミリーが形成されたと考えられる。このタンパクフ

ァミリーが関与する多様な生命現象について概説し

たい。

SV-05 

ロドブシンの眼で男るフィトクロム光受容
徳富 芭(大阪府大・先端科学研究所〉

j費者らはこれまで、 A型フィトクロム(PhyA) 

光受容系の初期過程である、 PhyAのPr→ P什光変

換反応の分子機構を生物物理学的な手法を用いて解

析し、開環テトラピロールよりなる発色団にプロト

ン移動を伴う異性化反応が生じることなどを示して
きた。これらの変化がタンパク質部分の構造を変化

させ、仮想的なシグナルトランデューサーとの相E
作用を可能にして、何らかの生化学的なシグナルが
伝達されると考えられる。

これらの過程を動物の視覚系のロドブシンなどの
ベクトル的な光変換過程と比較すると、生じている

基本的な事象は両者で良く似ているが、時間スケー

ルがフィトクロム光受容系で遅いことがわかる。こ
れは植物に必要な光情報とその処理システムの特徴、

例えば光による遺伝子発現制御などの機構を反映し

ていると考えられる。さらに、主要なフィトクロム

光受容系であるPhyAとPhyB光受容系のシステ

ムの特徴が、それぞれ、視覚の高感度モノクロ薄明

視である悼体系と、カラー昼間視の悼体系の特徴と

類似していることもわかった。
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SVI-OI 

STS-95スペース、ンャトノレ実験と国際宇宙ステーショ

ン計画について

上垣内茂樹(字宙開発事業団、字宙環境利用研究セ

ンター)

1998年10月30日に米国フロリダ州ケープケネディ

宇宙センターより打ち上げられたスペースシャトノレSTS

-95ミッ、ンョンにて、日本から提案のあった4つの植物

実験をはじめ多くの字宙実験が実施された。本報告で

はそのミッ、ンョンの全体概要について解説する。

また、現在米国が中心となり、カナダ、ヨーロッパ、ロ

シア、そして日本が協力して国際宇宙ステーション計

画が進められている。国際宇宙ステーションは1998年

11月より建造が開始され、 2002年には日本の実験設

備も取り付けられる予定である。この国際宇宙ステーシ

ヨンでは材料、流体、そして、各種のライフサイエンス実

験を実施する計画である。それに向けた日本の宇宙実

験の準備状況、および、宇宙開発事業団にて実施して

いる宇宙実験を実施するための研究公募の制度等に

ついて説明する。

SVI-02 
GRAVITATIONAL EFFECTS ON THE EXPRESSION 
LEVELS OF EXPANSllぜGENESIN THE RC灯rAND
PEG OF SPACE GROWN CUCUMBER SEEDL町GS
BruceM. LINK佃 dD鉱uelJ.COSGROVE (Dept. Biol.， 
Pennsylvania State Univ.) 

Expansins are cell wall proteins出atare important in cell 
exp佃 sionin rapidly growing plant tissues. We are 
interested in understanding what role these pro加nsplay 
in the development of gravity sensitive organs such as the 
root and peg of cucumber seedlings. Burpee Hybrid 11 
cucumber s田dswere flown on board出巴 spaceshuttle 
(STS・95)佃 dailowedωdevelop for 35 or 40 hours 
before being frozen. The seedlings were exarnined when 
出ey印刷medto earth， and in ∞ntrast to reports m出E
literature叩 dto other cucumber seedlings flown on the 
sarne llUssion (Takehashi， H.， S∞tt， T. K.， Planta 
193:580-584)， they developed only a single peg. No signs 
of gravitropism were observed in 出eroots. The 
diffl巴rencesin peg development may be due to th巴
experimentai se旬p，or due to th巴varietyof cucumber seed 
used. We will present scanning el配 tronllUcrographs 
(SEM) showing出.emorphology of our space flown 
seedlings， and present the preliminむy results of 
quantitative PCR experiments that are being done to look 
for differenc邸 inthe expression levels of two exp叩 sin
genes (Cs-EXP3 and Cs-EXP4)白atare expressed in白e
root and出巴pegtlssues.百leseresults will be ∞mpared to 
the results for the ground ∞ntrol (1 g) samples. 



SVI-03 
ウリ科植物の重力形態形成:キュウリ芽ぱえのペグ

細胞の発達と重力感受機構

高橋秀幸(東北大・遺生研)

ウリ科植物の芽ぱえは，発芽直後にペグといわれ

る突起状組織と下匪軸フックを形成して種皮から脱

皮する。このペグ形成は，種特異的な重力形態形成

として次のように考えられている。すなわち，重力

は沈降アミロプラストを持つ維管束鞘細胞で感受さ

れ，そこで生じた情報がペグとして発達する皮層細

胞に伝達される。その結果として，皮膚細胞の成長

極性の変化によるペグ形成が誘導されるが，このと

きオーキシンと表層微小菅の配向が重要な役割を果

たす。本研究では，キュウリ芽ぱえの重力形態形成

を微小重力下で検置する実験系を確立し， 1998年
10月 29日に打ち上げられたスペースシャトル
(STS-95 ，ディスカパリー)で字宙実験を行った。
その結果，重力がウリ科植物の芽ぱえのペグ形成を

ネガティブに制御している可能性が示された。

SVI-04 
宇宙環境下における植物の形態形成とオーキシンの

極性移動に関する研究

よ旦盤ニ(大阪府立大・総合科学)

クリノスタツトを用いた地上基礎実験結果から、

重力は植物体の成長、発達過程において、オーキシ

ン輸送システムの構築あるいは実際のオーキシンの

輸送過程に影響することが推察されている。今回、

オーキシンの極性移動に対する重力の影響を明らか

にするため、スペースシャトル内での字宙実験を実

施する機会を得た。地上および軌道上(微小重力環

境下)で成育させた黄化エンドウ上匹軸およびトウ

モロコシ幼葉鞘から3cmの切片を調整し、地上ある

いは軌道上で頂端側および基部側から放射性オーキ

シンを取り込ませ、地上あるいはスペースハプ内で

22時間培養した。軌道上で発芽した芽生えは、茎が

傾いたり、屈曲したり、あるいは根が空中に向かつ

て伸長するなど、地上で成育させた場合に比べ、大

きく異なる成長、発達を示した。現在、芽生えの成

長、発達ならびに宇宙環境下における各切片のオー

キシン極性移動能を解析中であり、これに関係する

地上基礎実験の結果とあわせて報告する予定であ

る。
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SVI-05 
微小食カ環境における高等植物の成長調節機構

保噂降享(大阪市大院・理・生物)

高等柄物の成長や形態は、細胞壁の物性によって最も直

接的に制御されている。一方、細胞壁は植物が重力に抗し

て自己の体を形成する上でも重要な役割を果たしているの

で、微小mカ環境下では細胞壁の性質が大きく変わり、そ
の結果成長調節機構にも重大な変化が生じる可能性がある。

実際、芽ばえは、微小重力環境の一種である水中では柔ら

かい細胞墜を形成し徒長するのに対して、過重力下で生育

した芽ぱえの細胞塁置は固く伸びにくい。また、 3-Dクリ

ノスタットによる疑似微小重カ下では、不均等な細胞暁代

謝に起因する器官の自発的屈曲が認められる。

昨年10月四日に打ち上げられたスペースシャトルSTS-95

において、微小重力環境における成長調節機構を解析する

実験を行った。実験にはイネ(コシヒカリ、短銀坊主)及

びシロイヌナズナ (Columbia、etr1・1)を用い、様々な齢

の芽ばえを凍結、回収した。イネ幼薬事時は、軌道上で、ク

リノスタット上と問機に、種子に向かつて自発的に屈曲し

ながら成長した。短銀坊主の幼葉鞘の屈曲角度は、コシヒ

カリに比べて小さかった。また、シロイヌナズナも微小笠

カ環境下で同様の自発的形態形成を行うことがわかった。

軌道上で生育した芽ばえの細胞墜物性、構造と代謝、細胞

壁醇索活性並びに醇素遺伝子の発現の解析により、成長調

節における重力の役割が解明できるものと期待される。

SVI-06 
高等縞物(野生・突然変異)の根の電場及び重力へ

の応答

五山霊去(オハイオ州立大 ・植物)

高等植物の細胞膜電位は，イオン輸送を介して細胞の

肥大成長を制御している。外部から電場を印可した場合，

この膜電位に直接影響を与えると予想、される。地上では，

陽極側のDEZ(初期伸長域)と陰極側の伸長域で伸長促

進，陰極側のDEZと陽極側の伸長域で伸長阻害が起こり，

根がS字に屈曲する。しかも.DEZの屈曲はオーキシン

に依存せず，伸長域の屈曲はオーキシンに依存している。

1998年 10月29日打ち上げのSTS-95では，最初の4日

間に，連続撮影実験を微小重力下で行った。根出しした

状態で，寒天倍地内に埋め込んだ試料を冷蔵して打ち上

げた。 MET(MissionElapsed Time)Oにトウモロコシとコ

クズ.MET1にコクズ.MET2にシロイヌナズナをOSRF

から取出し室温に戻し，生長の回復を確認した後に電場

を加えた (METOは2V/cmで約30分.MET1は1.5V/cm 

で約40分.MET2はl.5V/cmで約25分)。その結果，

微小重力下で初めて電場印可に成功し.地上と同じ程度

の電場を掛けたにも拘わらず.DEZと伸長域で著しい生

長阻害が起こることが確認された。微小重力下では，重

力感受に依って起きる自己形成電場がなく，そのために

印可電場に対する感受性が増大した可能性がある。



SVII-Ol 

(1) Rhee et al. Nature 396， 283 (1998). (2) Wakao et al. Plant Cell 
Physiol. 37， 889 (1996). (3) Miyashita et al. Nature 38~ ， 492 
:1996)・(4)Huet al. Proc. N.A.S. 95，13319 (1998). (5)松浦&伊
藤、科子68(10)，839 (1998) 

SVII-02 
無酸素の世界一緑色硫黄細菌とヘリオバクテリア一

大岡宏造(大阪大学・院理・生物)

緑色硫黄細菌とヘリオバクテリアは、絶対鎌気性

の光合成細菌である.これらの細菌のもつ光化学反

応中心は、光化学系 l反応中心と閉じ FeSタイプに

分怨され、系 lの祖先型と考えられている.この反

応中心の援も大きな特徴は、コアタンパクがホモダ

イマー栴造をもつことであり、従来のヘテログイマ

ー型との違いが注目されている..近、系 lの反応

中心の立体構造が明らか

となり(分解能は 4A>.

コアタンパクの基本的構
造が、紅色細菌の反応中

心{キノンタイプ}とき

わめて爵似していること

がわかった.FeSタイプ

とキノンタイプの両反応

中心は、進化的に共通の

祖先から出てきたことは . 
間違いない.本語演では、 ハ

栴造と機能の相関伎を視

野に入れながら、始源型

A 

ホモダイマー

反応中心なるものの実体にせまることを試みる.緑

色硫黄細菌のゲノムプロジェクトもすでにスタート

した.できればこれについても紹介する予定である.
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SVII-03 

光合成のはじまり?
一紅色細菌の起源と新型Zn光合成一

永島賢治(都立大・理・生物)

紅色光合成細菌の反応中心複合体は、その詳細な立体
構造が明らかにされたためタンパク中の微環境が光合成
初期反応に対しどのように影響するか詳しく研究されて
きた。近年、さらに bC1複合体や光捕集タンパクなどの
立体構造も明らかになったため、今後は反応中心複合体
との直接的・間接的相E作用の詳細な研究が進み、光合
成エネノレギ}変換の全容が解明されていくと期待される。
このような研究の糸口として、反応中心タンパク上の保
存されている部位の特定を試みた。10種以上の紅色光
合成細菌から反応中心をコードする遺伝子の塩基配列を
決定しそのアミノ酸配列を比較してみたところ、亜鉛を
パクテリオクロロフィノレの中心金属とする Acidiphilium
を除き、色素周囲に位置するアミノ酸は良く保存されて
いた。このことに加え、立体精進上で色素分子とは空間
的に隊れた場所にも保存性の高いアミノ酸が多数存在す
ることがわかった。このような保存アミノ酸は特に反応
中心表面の細胞膜表面に近い部分で多く見られた。色素
分子とは直接関係なく保存されたこれらアミノ酸の役割
を部位特異的変異導入などを利用して明らかにすること
で、反応中心と他の光合成タンパクとの相E作用が明ら
かになっていくものと期待している。また、紅色細菌の
反応中心と同じ起源を持つ緑色糸状細菌や光化学系 IIの
反応中心でこれら保存アミノ酸がどのような位置付けに
なっているかを調べることも興味深い。

SVII-04 

光化学系Iと新型クロロフィルd光合成

岩城雅代(基礎生物学研究所)

・最近、反応中心複合体の蛋白質の構造や色素の配
置に共通パターンが存在することが示唆された。進
化過程でPSI、H型に特有の電子移動系へと最適化さ
れたと考えられる。始原型反応中心のめざすゴール
とは何だったのか?何を求
め、何を捨ててきたのか?

-新発見のシアノバクテ
リア型生物Acaryochloris
mannaは主要色素として
クロロフィノレ(Chl)dを持
ち、酸素発生する。これ

。

で「酸素発生にはChlaが 640 690 740 790 
E白(田n)

必須」というこれまでの る

常識が覆えった。A.marinaのPS1 はChla型と構造/
機能が類似しているが、Chlaではなく、 Chldがアン
テナのみならず電子供与体(P740:740 nmに吸収極
大)として働く。 P740の利用できる光エネルギー
(1.68 eV)はP700(Chl a二量体)より5%小さいが、酸
化還元電位がうまく調節され、炭酸固定に必要な還
元力をつくりだす。反応中心は必要な還元力を得る
ために、ペプチドの変異により酸化側の反応特性を
自在に変幻させ、多彩なエネルギー特性を持つクロ
ロフィルを利用することに成功してきたといえる0・Huet al.， (1998) Proc.Natl.Acad.Sci.USA 95， 13319. 
この研究は(株)海洋バイオテクノロジー研究所との共同で行われた。



SVII-05 

光化学系Eの構造と酸素発生のしくみ
野口 巧(理研・光合成科学)

太古の地球環境を変え、後の生物の進化の方向性

を決定付けた大事件、それは、ラン藻が太陽光エネ

ルギーを使って水を分解し、酸素を発生し始めたこ

とであった。それまでの光合成細菌は二酸化炭素を

還元するための電子を硫化物などから得ていた。光

合成生物は、自らの生き残りと繁栄とをかけ、地球

上に無尽蔵に存在する水の電子を利用しようという

一大戦略を考え出した。そこで、紅色細菌型反応中

心蛋白質の大改造を行い、酸素発生能(=水分解能)

を持つ光化学系E複合体を完成させた。まず、第一
電子供与体クロロフィルに、水を酸化できる程の強

力な酸化力(1.1 V) を与え、さらに、マンガンク
ラスターよりなる水分解のための触媒部位(酸素発

生系)を蛋白質内に作り出した。では、進化の過程

で知何にしてクロロフィル分子の酸化力を上げてい

くことができたのか?酸素発生マンガンクラスター

は如何にして作り上げられたのか?その構造と酸素

発生のメカニズムは明らかになったのか?本講演で

は、光合成酸素発生反応にまつわる進化、構造、反

応に関する研究の現状と問題点、将来への展望を議

論する。

SVII-06 
酸素発生型光合成と光酸化ストレス

一植物のストレス回避戦略
徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

酸素発生型光合成生物は， 25・30億年前に地球
上に出現した。それまで 0.002%以下だった大気
の酸素濃度は光合成酸素発生により徐々に増加
し，現在の 21%という高濃度に達した。この酸
素濃度は光合成にとって“危険"であり，様々な
光酸化ストレスが引き起こされる。現存の酸素発
生型光合成生物は進化の過程で様々な防御機構を
獲得してきた。
まず獲得したのは，酸素発生を行う光化学系H
自体の修復機構，すなわち反応中心蛋白質 (D1
蛋白質)の選択的ターンオーバーと考えられる。
系Eは水を酸化し酸素を発生するための強力な酸
化力を生成するが，その酸化力ゆえに系 E内部で
活性酸素が生成される。D1蛋白質は活性酸素で
切断されやすい特異な構造をもっており，自らが
活性酸素スカベンジャーとして働き，他の成分を
活性酸素から守る働きをすると考えられる。その
他，キサントフィルサイクル，光化学系 I近傍の
活性酸素除去系，光呼吸も光酸化ストレスの防御
機構である。植物は，現在の地球環境の下で，光
酸化ストレス回避のための多大な努力と引き替え
に，水を酸化し酸素を発生する能力を維持してい
るとし、える。
本研究の一部は生研機構基礎研究推進事業の支媛で行われた.
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SVII-07 

これが地球の生きる道 一全地疎史解説一

高野雅夫

名古屋大学大学院理学研究科地球惑星科学教室

1.はじめに: われわれは、 40億年にわたる地球の

歴史を物的証拠に基づいて解説しようとする「全地球史

解説計画j をすすめている。との研究の中で、生命と地

球は共進化しているというコンセプトのもとに、生命科

学者との交流を深めてきた。生命と地球の共進化の科学

を推進するには、生命科学と地球科学の共進化が必要で

ある。
2.生命のはじまり 35憶年前の海底熱水噴出口近

くの地層から、制歯の化石が見つかった。初期の生命は

好熱性であったことが地質学的証拠から明らかになりつ

つある。
3.光合成のはじまり: シアノバクテリアが作ったと

されるストラマトライトのうちで最古の記録は28億年

前のものである。これ以降 10億年前まで、地球はシア

ノバクテリアの惑星であった。
4. プルームの冬j仮説: 生物の進化の歴史は、大

量絶滅とそれに続く大爆発の歴史である。そのようなイ

ベントは地球深部から吹き上げる巨大な火山活動による

環境変動=プルームの冬によってもたらされたかもしれ

ない。



laBOl 
シロイヌナズナの根毛形成に関わるCPC遺伝子の
解析

越監牽益、和田拓治、橘達彦、後藤弘爾l、石黒

澄街、岡田清孝(京都大学・理・植物、 1京都大

学・化研)

シロイヌナズナの根毛は、 2つの皮層細胞に接し
ている表皮細胞のみから形成される。 C戸突然変
異体では一部の根毛形成細胞からランダムに根毛
が形成されるため、 CPC遺伝子は表皮細胞に作用
して根毛形成細胞を分化させる働きがあることが
示唆された。
しかしながらInsituハイプリダイゼーション等の
解析により、 CPC遺伝子は非根毛形成細胞で強く
転写されていることが分かつた。発現と表現型と
の相闘を説明する1つの仮説として、根毛形成細
胞と非根毛形成細胞聞の細胞関連絡を通してCPC
が機能していることが考えられる。
ウエスタンプロットによる解析では、 CPCタンパ
ク質の発現量は少ないことが示唆された。現在
我々 は、 CPC-GUSの融合タンパク質を発現する
形質転換植物の解析や抗体染色を通して、タンパ
ク質の局在について解析している。

laB02 
タバコ毛状根からの Gタンパク質αサプユニット遺
伝子の単離

玄盛誼治、宅見薫雄、森直樹、中村千春(神戸大・農)

毛状根および通常根で選択的、旺盛に発現する独

立な cDNAクローンを4種類選抜した。単一遺伝子座

に由来し、 19kDaポリペプチドをコードすると考えら

れるクローン HR2は植物の9エクスパンシン遺伝子
と相向性を示した。互いに相同な2クローン、 HR3S，
HR4、は多重遺伝子族に属し、グリシンリッチな領域

を含む疎水性ポリペプチドをコードした。部分配列ク

ローンとして得られたHR6は、植物の Gタンパク質

αサブユニット遺伝子と高い相向性を示した。これを
プロープに cDNAライブラリーから相同配列を 2個

単離し、 RACE-PCRで全長配列を決定した。サザン

分析の結果、タバコゲノムには2コピーの Gタンパ
ク質αサプユニット遺伝子 (TGAl. 2)が存在する

可能性が示唆された。正常植物および毛状根由来再生

植物の切断茎を用いたノーザン解析により、 TGA転

写産物が毛状根と通常根の発根過程で蓄積すること、

従って TGAが根の分化あるいは分裂・伸長過程に関

与する可能性が示唆された。
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laB03 
根毛伸長を制御するアラピドプシスIRE:遺伝子は
プロテインキナーゼホモログをコードする。
小山時隆、志村令郎、両国清孝 1 (生物分子工学
研究所、 l京大・理・植物)

根毛発生過程の分子メカニズムを解明するため
根毛の形態異常突然変異体、及びその原因遺伝
子の単離をアラピドプシスのT-DNA挿入株を用
いて試みた。その結果、根毛が野生型植物より
40%程度短くなる突然変異体を単離した。根毛伸
長以外に植物体の外見に異常は見られず、この
突然変異体をire伯 completeroot-hair ~longatioゆと
名付けた。 IRE:遺伝子のクロ}ニングを行った結
果、 1168アミノ酸残基からなるタンパク質をコ
ードしていた。遺伝子産物は酵母の2つのセリ
ン/スレオニンプロテインキナーゼに高い相向性
を示したことから、 IREは根毛伸長過程で信号伝
達因子して働くことが示唆された。 IRE:遺伝子の
プロモーター領域とレポーター遺伝子(GUS)との
融合遺伝子をもっ形質転換体を観察した結果、
根毛の伸長している表皮細胞と花粉・花粉管で
特異的な発現が観察された。これらの細胞は先
端成長を行うことから、 IRE遺伝子産物は先端成
長の制御因子として働くことが示唆された。

laB04 

~~Cob~~~~r~~， ~h!zo~en~のもつ rol8， rolC， ORF13. 
ORF14遺伝子群のタハコ糞に対する共同的な毛状根誘
導機能の解析

童生越蓋盤、庄野邦彦1 (千葉大・理・生物、

1日本女子大・ E里・物質生物)

Agrobacterium rhizogenesのRiプラスミド上に存在す
るrol8， rolC， ORF13. ORF14遺伝子群をもちい
N i co t i ana t abacLITIへの毛状根誘導について解析を行
った。これら 4遺伝子群を含むDNA断片の遺伝子導入
はタバコ葉切片に不定根を誘導した。不定根は太くな
る、捻れる、屈地性が滅少する等の典型的な毛状根病
微を示した。 4つの遺伝子のいろいろな組み合わせを
持つ 10種類のコンストラクトを作りその不定根誘導
能力を解析したところ、それぞれの遺伝子により作用
に遣いがあることがわかった。 4遺伝子のそれぞれ 1
つだけの破壊されたコンストラクトによる導入実験は
rol$宣伝子が不定根誘導に必須であることを示した。
rol$宣伝子のみでも不定根は誘導されたが根の誘導頻
度はrol8，ro/~ ORF13. ORF14遺伝子群全てを同時に
導入したときの方が高かった。 rolC，伺F13. ORF14遺
伝子はそれぞれro崎宣伝子の不定根誘導を促進した。
この促進能力はrolC，伺F13. ORF14遺伝子が独立に持
っており、 ORF13>rolCA主ORF14の順番で‘その能力は高
かった。ところで我々は菌来感染のN. glaucaのゲノ
ム中に存在するORF13とORF14に相同的な配列を決定し、
NgORF13.NgORF14と名付けている (Aokiet al. 1994)。
このNgORF13.NgORF14もまたORF13.0RF14と問機な毛状
根誘導の促進能力をもつことがわかった。



laB05 
シロイヌナズナの雌ずいと目玉珠の発生におけるCUC遺伝子の
機能

五盟藍晶、相田光宏1、高田忍、田坂昌生1(京大院・理・植

物、1奈良先端大・バイオ)

花は高等植物の生殖をつかさどる器官である。花の雄ずい

では雄性配偶子(花粉)が形成され、雌ずいでは雌性配偶子

(卵)が形成される。そして受精後、雌ずいの中でH発生が
進行し種子ができる。シロイヌナズナの花には6本の分離し
た雄ずいと、2牧の心皮が融合してできた 1本の雌ずいが存
在する。雌ずいは柱頭、花柱、子房からなり、子房は隔壁に

よって 2つの室に分けられる。隔壁は心皮が融合している 2
カ所の部分から隆起して、 f量生的に融合して形成される。隔
壁の基部に複数のH珠が並んで生じ、成熟したH珠では珠心
力f珠皮に被われている。我々がシロイヌナズナから単離した

cuc変異体(cuc1cuc2二重変異体)は、任発生期に子葉の分離
と茎I貢分裂組織の形成ができない。また花形成期にもがく片
や雄ずいの分離が正常にできず不稔である。今回の研究より

cuc変異体において雄ずいは稔性をもっ花粉を形成するが、
雌ずいの子房と怪珠に異常が生じることがわかった。 cuc変
異体では隔壁の形成が不完全で融合が見られない。また生じ

る怪珠も少なく、形成された庇珠の多くにおいて珠心が珠皮

に被われていない。 CUC2i宣伝子は野生型において雌ずいの
伸長している隔壁の先端と、怪珠の珠心と珠皮の境界で発現

していた。以上の結果をもとに、 CUCの雌ずいと怪珠の発生
における機能を考察する。

laB06 
シロイヌナズナ重力屈性異常変異体zig(sgr4)の花茎内皮

細胞におけるアミロプラストの分布と動き

よ毘監王、深城英弘l、田坂昌生 2 (京大院・理・植物、 l

ニューヨーク大学・生物、 2奈良先端大・バイオ)

高等植物の花茎や匹軸は負の重力屈性を示し、根は正の

重力屈性を示す。シロイヌナズナのzig(sgr4)変異株は花

茎及び匹紬の重力屈性に異常を示すが、根の重力屈性は正

常である。zigの花茎は節で側芽や花芽と逆の方向に折れ、

節聞では弓なりにカープを描いて伸長する。そのため花茎

はジグザグな形態を示す。ロゼット業は小さくしわが寄っ

ており、暗所の芽生えは匹軸の先端部の表皮細胞が肥大し

ており子葉が展開している。 zigの花茎において重力の感

受に必要な内皮細胞内でのアミロプラストの分布と動き

に異常が観察された。これがzigにおける重力屈性の異常

の原因である可能性が示唆される。 ZIGの遺伝子座は5番

染色体の南側、 BEL1より 1.136cM上流、 PHYCより

3.642cM下流に存在しており、現在詳細なマッピングを行

っている。
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laB07 

シ口イヌナズナのNACboxを持つ新しい遺伝子
AtNAClの解析
蓋E墨¥石田哲也1、田坂昌生2 ('京大院・理・植
物、 2奈良先端大・バイオ)

我々はシ口イヌナズナから子葉や花器官の分

離、茎頂分裂組織形成に関わるCUCl包up-
SHAPED COTYLEDON1)遺伝子とCUC2遺伝子を
同定した。 CUClとCUC2は重複した機能を有す
ると考えられ、相同な構造を持つことが期待され

る。 CUC2はベチュニアの茎頂分裂組織形成に関
わるNAM遺伝子と相「司な構造(NACbox)を5' 末
端側に持つことからCUClもNACboxを持つ可能
性がある。詳細な解析の結果、 CUCl遺伝子座近
傍にNACboxを含む三つの遺伝子(AtNACl、
AtNAC2、AtNAC3)が存在することが分かつ
た。しかしcucl変異株で、これらの遺伝子に塩基配
列の変異カずみつからなかったため、これらはすべ

てCUClでないと考えられる。このうちAtNACl
はCUC2と特に相同性の高いNACboxを持ち、 3'
末端側にも相向性の高い領域が存在した。また、

CUC2と同様な発現パターンを示した。このこと
から、 AtNAClはCUC2と重複した機能を持つこ
とが期待される。

laB08 
FIRE (fast jsolation of mcombinants)法を用いたシロイヌナズ

ナのSGR遺伝子群の Positionalcloning 
担盛並蓋¥上原路子¥佐藤将一三田坂昌生 2

('京大院.1里・植物、 2奈良先端大・バイオ)

Map-based cloning ;去は変異を起こした遺伝子を単灘する常套手

段である。この方法では練的遺伝子を連鎖したなるべく近傍の2つ

の DNAマーカーで侠む事が重要である。そして練的遺伝子とマー

カ一間の距離は両者の聞での染色体の組換え頻度から求められる

ので、詳細なマッピングには多くの染色体を調べる必要がある。そこ

で変異体と異なるエコタイプの野生型植物を交配し、生じた F1植物

を自家受粉させ F2植物を作る。そして従来のマッピング法では、多

数のそれら F2纏物からまず変異体を単離し、その中から組換えを

起こした植物を選別していた。そのためこの方法は十分な個体数の

組換え体を得るのに非常に多くの時間、スペース、労力を要した。今

回、マッピングにおける新しい戦略、 FIREC fast isolation of 

血combinantsl;:去を提案する。この方法は表現型を意織せずに、全

ての F2纏物の中から標的遺伝子を挟む両マーカ一間に組換えを

起こした染色体を含む個体をまずPCRで選依する。そしてそれらの

個体、あるいはその次世代の表現型を調べることでその組換え位置

を確定する。この方法により短期間で多量の染色体を調べる事が可

能となる。さらに今まで遺伝解析が困難とされていた表現型の発現

頻度が低い変異体や致死変異体、イネなどの比較的ライフサイクル

の長い植物でもポジショナルクローニングが容易になる。今回、

FIRE;去の実例としてシロイヌナズナの花茎の重力屈性変異体

sgr3，4，5，6Cshoot {J[8vitropism 3，4，5.β)について報告する。



laB09 

ねじれ変異遺伝子SPRlの細胞内局在

並星畳謹，古谷育代，立元秀樹，橋本隆(奈良先端大・バイオ)

シロイヌナズナねじれ変異株spiraJl(sprl)では根、黄化芽生

えの目玉軸及び暗所生育下の花茎の表皮細胞膚は時計回りにね

じれる。これらのねじれ形質を示す組織では内皮などの内部

細胞が方向性を失って肥大しており、表層微小管と細胞肥大

の関連が示唆されている。我々はSPRl遺伝子を単離し、

SPR1が119個のアミノ酸からなる新規の低分子量タンパク質

であることを報告した。今回、 SPR1の機能を解明する第一

歩として抗SPR1抗体を作製し、細胞内におけるSPR1の存在

様式を検討した。シロイヌナズナにはN末部分の一部とC末

部分がSPR1と極めて相同なタンパク質をコードする遺伝子

が少なくとも2つ存在する。そこで相向性の低い中央部分の

ペプチド、 C末部分を除いたSPR1、及びSPR1全長に対する

ポリクローナル抗体をそれぞれ作製した。野生型、ヌル変異

であるsprl-l及び‘SPR1過剰発現植物の芽生えのタンパク質を

ウエスタンプロァテイングにより解析したところ、 SPR1過

剰発現植物のミクロソーム画分においてSPR1に特異的なシ

グナルが認められた。

laBlO 

Yeast Two Hybrid Systemにより単離した SPRlと

相互作用するタンパク質 SPIの解析

プリエト・ラファエル、橋本隆(奈良先端大・バ

イオ)

アラピドプシス spirall(sprl)変異株は根の表皮細

胞が構成的に時計回りにねじれ、暗所下では脹軸

と花茎の表皮細胞が同様に時計四りにねじれる。

ねじれ形質が現れる組織では度層などの内部細

胞層が伸長の方向性を失って肥大しており、この

現象には表層微小管の関与が考えられる。 SPRl

は低分子の新規タンパク質をコードしている。本

発表では、 yeasttwo hybrid systemにより SPRlと

相互作用するタンパク質 SPI5と SPI5Hを単離し

たので報告する。 SPI5と SPI5Hは Ib型膜タンパ

ク質であり、新規の遺伝子ファミリーを形成して

いる。SPRlと SPI5から構成される膜結合複合体

が細胞伸長に関与している可能性がある。
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laB 11 
ペチュニアにおけるc(灰LYLEAF相同遺伝子の解析

盟.ili.......:宜王、土本卓、大坪栄一 (東京大・分生研)

ベチュニアには、苓から雌薬、花弁か雄薬へのホメオティッ

クな変化を示す blind( bJ )突然変異体が存在し、花の器官形

成における ABCmodelの A-type遺伝子突然変異体であると

考えられている。しかし、この突然変異体の原因遺伝子はい

まだ単離されていない。この bJ突然変異体は、花の形態形成

異常と共に葉の形態異常を示すことが明らかとなっている。

また、花の形態形成に関わる遺伝子、 pMADS3 (C-type遺

伝子)が野生型では発現しない専や花弁、業において発現す

ることが明らかとなっている。シロイヌナズナの A-type遺伝

子突然変異体の一つである curJyJeaf ( clf)突然変異体は、花

のホメオティックな変化を示すが、葉の形態異常を示す点で、

bJ突然変異体に似ている。また、遺伝子の発現をみても、

AGAMOUS (C-type遺伝子)が、野生型では発現しない琴や

花弁、業において発現する点も bl突然変異体に非常に似てい

る。これらの類似性から、我々は、 CURLY LEAF ( CLF)遺

伝子のペチュニアにおける相同遺伝子が bJ突然変異体の原因

遺イ云子ではないかと考えた。また、シロイヌナズナの CLF遺

伝子が、ショウジヨウパエの polycomb遺伝子の一つ、

Enhancerofzest[Eω]遺伝子と相向性があることが明らかとなっ

た。そこで、我々は、 CLF遺伝子と E(z)遺伝子に保存性の高

いドメイン(SET domain )付近をもとに degeneratedprimerを設

計し、 3種類の遺伝子を単離した。これら遺伝子の塩基配列

及び発現の解析の結果について報告する。

laB12 
Activation-tagginglこよる普通葉形態突然変異体involutifo/iaの解析
去M単輩、成津知子1、蓮沼仰嗣 (績浜市大・木原生研、 1東京医薬
専門学校)

値物の1固体成勲と花成関連遺伝子の単離を目的!こアクティベーシ
ヨン・タッギング|こよる形質転換績物ライブラリの作成を行つだ。

シロイヌナズナのゲノム中|こアグロパクテソウムを介してランダム
|こCaMV35Sフ.ロモータ由来のエンハンサー配列を導入、 t軍入近傍遺
伝子の転写活性化あるいは挿入位の遺伝予破寝lこよる不活化を行う
方法で従来型の変異原と出殺してgain-of-function型の変異がより高

い確率で期待できる。
現在まで|こ約8，OOCX7J犯立のラインを樹立し、そのT1也代!こおいて

普通葉の形態、姐台時の枚数怠どを指標巳アクテイペーシヨン|こよ
ることが期待される優位変異の検索を行つど。得られた候衡のうち

戻し交雑!こより優位で表現型が再現するものを選寂しだところ、普
通葉が内巻き|こ巻き込む involutiわ/ia変異が単灘されだ。表現型は既
lこ単離されているcurlyleaf変異と短めて類似しており、普通葉|こ加
え茎生薬が巻葉区主よるが他の器官CI<J:有意怠表現裂は認められ主主い。

サザン解析を行つ芝ところ2コピー以上のT-DNAの挿入が認められた
ため戻し交雑lこより分灘しどものの中から単一コピーのものを選抜
し、表現型とT-DNAが共分離する事を確認しだ。
プラスミド・レスキュー法|之より隣接ゲノム領域を回収、短基配

列を決定したところ、 J事入部位はスペーサー領織と考えられた。近
傍lこ位置するORFを検索しだところ湾入位置より約3kbの位置|こシロ

イヌナズナhomeobox遺伝子Athbと極めて相同性の高い新規の遺伝
予が存在しているほかは近傍にORFと推測される領減は奪在し左よか

っ芝。この遺伝予は既知のESTCI<J:含まれておらず、極めて発現量
が少ない、或いは特異性の高い発現を示す遺伝子であることが示唆

される。現在、表現型の原因遺伝子であることの確認を行っている。



laB13 
アラスカエンドウの休眠中の肢芽における細胞
周期抑制機構の解析
孟車生i玉、森仁志(名大院・生命農・生化学制御)

頂芽の切除により、休眠中の肱芽は細胞分裂を直

ちに開始する。我々は肱芽の細胞周期の調節機構を
解析することにより、 T頁芽優勢の分子機構の解明を
試みている。既に、休眠臓芽の細胞周期はG1期で抑
制されていることを明らかにした。さらに、 RB類似
タンパク質(PSRB1)のリン酸化状態の解析により、
PSRB1が休眠肱芽における細胞周期抑制機構に関与
することを示した。

細胞周期の制御タンパク質に対する特異抗体を用
いて、服芽細胞における制御タンパク質問の相互作

用の変化を解析した。その結果、休眠肱芽ではPCNA
とcyclinDとを含む複合体が形成されているが、成
長服芽では解離していることが明らかになった。そ
こで、 PCNA、cyclinDを・bait・にしたyeasttwo-
hybri d systemを用いて、 PCNA-cyclinD複合体に含
まれる新規制御タンパク質(CDKやCKI等)を単離し、
その機能を明らかにしたいと考えている。現在、い

くつかの興味深いcDNAを単離しており解析を行って
いる。これらの結果を基に、動物で示されているよ
うな細胞周期制御機構によって服芽細胞が休眠して

いる可能性について考察する。

lpBOl 
湛水処理によるアラスカエンドウ根の成長量及びその組織細胞

の構造の変化

ι杢埋輩、安達直哉I(拓殖大・工、 1政経)
著者らは前回の大会(札聞において、播曲変6日目から溢

水処理をすると、エンドウの根の成長が停止すること、播穂町ゑ

5日目から湛水処理すると、若干成長は抑制されるが根の成長

は停止しないことを報告した。

本研究は播種後5日目及び6日目(今回は4日目及び5日

目)からの樹t処理による根成長量、形態及ひ粗鰍田胞構造の

変化を調べたものである。

播種後4日目で根の平均成長量は 6.7cm、その日寺点で湛

水処理を行い2日目においては根は 1.7cmの成長を示した。

一方、 5日目では平均成長量は 10.9c m になりj樹立処理

後2日目においても根の成長量は 0.3cmしかみられななか

った。 4 日目から~j(処理をした根の組繊細胞構造は溢水処理

をしない組緒t細胞の構造と大きな差異はみられなかった。

一方、 5日目から4酎t処理した根は渦巻き状の形態を示す

ものが多く、切片観察においては明確な細胞死が観察された。

細胞死の形態は核が濃縮濃染するとし、う特徴を示し、細胞質は

比較的よく保存されてし、t::o
法~j(処理による根の成長量と細胞死の形式を離命する。
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lpB02 
イネ葉鞘における通気組織形成と維管束の機能

盆盆王監、川合真紀l、豊福恭子、 RobertA. 

Barrero1、内宮博文1、山口淳二(名大 ・生物分子応

答研究セ、 l東大・分生研)

本研究ではイネ葉鞘の形態観察を通して禾穀類に

特徴的な通気構造である破生通気腔と葉鞘維管束形

成との関係を明らかにし、維管束系が葉の形態形成

に果たす役割を考察した。破生通気腔は横走維管束

を含む踊膜 (sepωm)によって区切られており、横走

維管束形成と同時平行で踊膜間の細胞が崩壊するこ

とにより最終的に通気腔が形成される。通気腔は細

胞発生的に葉鞘維管束系と同じ細胞層から生じるこ

とから、これらが由来する形成層の動向が破生通気

腔を含む葉鞘の形態形成に重要な役割を果たしてい

ると考えられる。我々は、破生通気腔は形成層に属

しかっ維管束形成に関わらない細胞がプログラム細

胞死によって除かれることにより形成され、通気組

織として機能していると考えている。維管束形成は

単に物質の移動を担う通道組織作りに留まるのでは

なく、葉・葉鞘の形態形成過程において重要な役割

を果たしている可能性が高い。

lpB03 
がく片の発生に異常が見られるpressedflower突然

変異体の原因遺伝子の単離にむけて

松本任孝、岡田清孝 (京都大院・理・植物)

アラピドプシスの花では4枚のがく片が形成さ
れ、花茎を基準にして背軸側、向軸側、横側に配

置される。野生型では4枚のがく片は同じ大きさ
まで発達するが、 pressedflower (prs )突然変異体に

おいては横側のがく片の発生に異常がみられる。

本来横側のがく片が形成される位置に未発達のが

く片やフィラメント状の器官が形成される。また、

全く器官形成がみられない場合もある。これまで

の結果からPRS遺伝子はがく片のアイデンティティ

の決定とは独立に働くことが示唆されている。

がく片の位置決定はがく片の発生が始まる前に

行われていると考えられる。その時期にはAPl遺

伝子やLFY遺伝子といった花芽アイデンテイテイ
の決定に関わる遺伝子が働いていると考えられる。

そこでこれらの遺伝子とPRS遺伝子との関係を明
らかにするために2重突然変異体の解析をおこなっ
た。その結果について考察する。また、 PRS遺伝
子の単離をポジショナルクローニングにより行っ

ており、その経過についても報告する。



lpB04 
bZIP型転写因子 RSGのドミナントネガティブ型による
ジベレリン内生量の抑制

小西美稲子、長田敏行、蝶野真喜子¥山口五十麿¥

直撞盟企(東大院・理・生物科学J東大農学部)

RSGは bZIP精進を持つ、夕，¥コの転写活性化因子であ
る。RSGの植物体における機能を探るため、正常型 RSG
の活性を選択的に限害するドミナントネガティブ型 RSGを
発現する形質転換タバコを作製した。この形質転換タバコ

は茎の節開成長が著しく阻害され、コントロールに比べて

背丈が1/7程度となった。この形質転換体から誘導したカ

ルスと根の成長はコントロールと顕著な差は恕められな

いが、シュートの成長は著しく抑制されていた。ドミナント

ネガティブ型RSGは成長一般を阻害するのではなく、シュ
ートの成長を選択的に阻害していることが解る。RSGの名
はこの現象lこ因る(repressionof .shoot &rowth)。形態学的
解析の結果、節間成長の阻害は主に細胞伸長の抑制に

よることが解った。さらに細胞伸長の方向を規定する表層

微小管の情造が形質転換体では完全に破壊されていた。

この形質転換体にジベレリンを投与すると表層微小管の

構造が回復し個体の形態もコントロールにほぼ近い状態

に戻った。オーキシンとブラシノライドは効果が箆められ

なかった。そこでジベレリンの内生量を定量したところ、タ

バコの主要なジベレリンである GA1が対照植物の 15唱に

低下していることが解った。

lpB05 
bZIP型転写因子 RSGのドミナントネガティブ型を発現す
る形質転換タバコを用いた表層微小管構築に関与するタ

ンパク貨の探索

亙E主主主士、福田めぐみ、五十嵐大売、深海喬太郎、高橋
陽介(東大院・理・生物科学)

植物の形態形成において、細胞伸長は最終的な個体

の形を規定する重要な要因である。植物細胞の伸長は細

胞壁を権成するセルロース微繊維の配向により決定され

るが、この配向を制御しているのは細胞膿直下に術祭さ

れている表層微小管のネットワークである。

タバコの bZIP型転写因子 RSGの機能を、そのドミナ
ントネガティブ型を用いて抑制した形質転換タバコでは茎

の節間細胞の伸長が著しく阻害され媛性を示した.茎の

表皮細胞の表層微小管を観察したところ、対照纏物では

伸長方向に対して垂直な配向を示したのに対し、形質転

換タバコでは、構造秩序がほぼ完全に破壊されランダム

に配向を示した。さらに一部の細胞では、微小管自体の存

在量も減少し断片化していた。チューブリンのタンパク量

は、野生型と形質転換情物で獲は検出されない。これより、

形質転換タバコでは、表層微小管の形成、安定性等に関

与するタンパク貨の機能発現が阻害されていると考えら

れる。そのような因子は署長膚微小管近傍で機能すると予

想される。そこで、微小管に結合するタンパク質画分を部

分精製し、野生型と形質転換植物で比較を行い、表層微

小管構築に関与する因子の探索を進めた.

79 

lpB06 
Chromatin Assembly Factor-Iのサブユニットをコードする
シロイヌナズナFASCIATA遺伝子の形態形成における機能解析

畳屋歪隆、回岡健一郎‘小林恭士、飯哲夫、*岩淵雅樹、荒木 業

(京都大学大学院・理学研究科 ・植物・合岡山県生物科学総研)

我々は.高等植物の形態形成において重要な役割を果しているI頁繍

分裂組織の憎造制御の解明を目的に、シロイヌナズナを用いて分子遺

伝学的アプローチから研究をおこなっている.この制御に関わると考

えられているものにFASI(FASCIATA1)， FAS2i量伝子があるが、
我々はこれらの遺伝子がヒ卜のChromatinAssembly Factor-
I(CAFー1)の2つのサブユニットをコードする遺伝子と高いホモロジー
をもつことを示した (98年本大会)。

これまでに詳細な表現型解析のなされていなかったfas1， fas2突然

変異体の板精分裂組織の情造を調べた結果、野生型に観られる規則的

な細胞配列に異常が生じていることを見い出した.また、 columella
root cap特異的分化マーカーであるデンプン粒の蓄積を調べたとこ
ろ.両突然変異体において異所的なデンプン粒の蓄積を観察した.こ

れらの結果は、根端分裂組織の情造・機能制御lこFASI，FAS2遺伝子

が関わっていることを示唆するものである。 FASI遺伝子の翻訳開始

点5・上流近傍には、植物ヒストン遺伝子のS期特異的発現制御に関わ

るタイプ2エレメントなどのシス配列がある.このことは転写翻節制

御の上から‘ヒストン合成の同時期にとFAS1蛋白が機能している可
能性を示唆するものである.そこで、シロイヌナズナの培養細胞を用

いて泡殖活性と民4S遺伝子の発現量の変化を調べたところ、 1曽殖活性

の指標であるDNA合成量とFAS遺伝子の発現量のピークがよく一致し

た.さらに、 FAS1promoter/GUS形質転換値物の発E見解析からは茎
頂・ tH端の両分裂組織でGUSによる染色が観察された。

これら表現型解析‘遺伝子発現制御解析の結果をもとに、巳4S遺伝

子が頂端分裂組織の情造制御にどの篠に関わっているかを考察する.

lpB07 
アラピドプシスPISTILLATA， APET AU¥3タンパク

質は細胞非自律的な機能を持つ

遺産弘直、安東美奈、本間隆(京都大・化学研究所)

PISTILLATA (PI) and APETALA3 (AP3) gene of 
ArabidopsiS are expressed in the second出ld
the third whorl from the Ll to L3 layer. 
Several genetic analysis suggest that PI and 
AP3 work non-cell autonomous manner. To 
confirm this in the molecular level， we made 
transgenic Arabidopsis in which PI or AP3 is 
ectopically expressed in Ll specific manner. 
The f10wer of these transgenic lines show 
similar phenotype of 35S::PI or 35S::AP3， 
This result suggests that Ll specific 
expression of PI or AP3 is sufficient for its 
function or that non-cell autonomous 
communication among Ll and L2， L3 are 
occurred， 
We are now analyse protein localization 

of Ll specific expressed PI， AP3 protein. 
Preliminary results of these cytological 
analysis suggest non-cell autonomous function 
of PI and AP3， 



lpB08 
PI/AP3ヘテロ複合体による転写調節に必要なア

クチベーションタンパク質の解析

本間隆、後藤弘爾(京大・化研)

シロイヌナズナの PISTILLATA (PI) 

APETALA3 (AP3)タンパク質はヘテロ複合体を

形成し、転写因子として機能すると考えられてい

る。また、そのターゲット遺伝子には PI、AP3遺

伝子自身が含まれている。しかし、円、 AP3を構

成的に発現する植物でも PI::GUS、AP3::GUSの発

現は花に限定されている。一方、 PIの代わりにア

クチベーションドメインを付加した PI-VP16と

AP3とを構成的に発現する植物では、花以外にも

AP3::GUSの発現がエクトピックに観察された。以

上のことから、 PII AP3複合体にはアクチベーシ

ヨンドメインをもっ第3の因子が必要であると考

えられる。

現在、この様な因子のスクリーニングを酵母

three-hybrid systemを用いて行っている。

lpB09 

イネの雌蕊のアイデンティティーの決定と葉の中
肋の形成を制御するDROOPINGLEAF (DL)遺伝子

のポジショナjレクローニング
山且宣本川崎信二長戸康郎平野博之1(1.東

大農学生命科学， 2.生物研)

イネd突然変異体は，花の雌蕊が雄蕊にホメオ

ティックに転換するとともに，葉の中肋が発達し
ないとL、う異常を呈する.このことから，DL遺伝

子は花の雌蕊のアイデンティティーの決定と，葉
の中肋の形成という dualfunctionを持つ遺伝子で
あると考えられ，イネにおける花の発生プログラ
ムの解明や，高等植物における花の器官のアイデ
ンティティー決定機構の多様性を理解する上で非
常に重要な遺伝子である。また、どのような機構
により、 2つの異なる器官の発生が制御されるの

かということも興味深い.そこでこれらを明らか
にするために， map-based cloningによるDL遺伝子

の単離を試みた.
まず，dlに強く連鎖するRFLPマーカーを同定し，
それを用いて染色体歩行を行い，DL領域のBACコ
ンティグを作製したさらに染色体欠失系統を用
いてdl領域を約40kbの範囲に絞り込んだ.現在こ
れらを利用してDL遺伝子の同定を試みている.
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lpBlO 

コムギ(Triticumaestivum L.)におけるAPETALAl相

同遺伝子の単離と解析

証基盤孟、松岡由浩、宅見薫雄1、荻原保成2 (福

井県大・生物資源、 1神戸大・農、 2横浜市大・木

原生研)

我々は、コムギの穂/小穂/小花の形成と発達に

おけるMADSボックス遺伝子の機能を明らかにす

るため、コムギMADSボックス遺伝子の解析を行

っている。頴花分化期の幼穂 (3'""lOmm長)由来

cDNAライブラリーから単離したcDNAクローン
(TaMADS#ll)の推定されるアミノ酸配列はシロ

イヌナズナAPETALAlと高い相向性を示した。

TaMADS#l1遺伝子の発現は護頴、外頴、内頴でみ

られ、この遺伝子はこれらの形成、発達に関与す

ると思われる。ナリテトラソミック系統を用いた

ゲノミックサザン分析の結果、 TaMADS#llはゲノ

ム当たり 3コピー存在し、 5A， 5B， 5D染色体に座

乗することが明らかとなった。また、 TaMADS#ll

遺伝子のコサプレッションが起きた形質転換コム

ギの 1系統で、出穂の遅延が見られ、この遺伝子

が穂形成にも関与することが示唆された。

lpBl1 
リンゴAFL1， AFL2遺伝子の発現解析

:f1J旦韮ム、古藤田信博、小森貞男¥副島淳一、増田

哲男

(農水省・果樹試・リンゴ支場、 l同・国際、農研・沖

縄支所)

前回の大会(第38回 札幌)で、我々はリンゴか

らシロイヌナズナやキンギョソワの LEAFY，

FLOR1CAULA遺伝子のホモログを RT・PCR法で単離
し、この遺伝子が、上述の植物と同様に花芽分化時

期に茎頂の分裂組織で発現しており、上述の遺伝子

と同様な働きをしている可能性について発表した。

この RT-PCR増幅DNAをプロープに、器官別ノーザ
ンを行った結果、花芽分化期の茎頂、花器官ではが

く、また成葉に発現していた。そこで、それぞれ発

現している器官の cDNAライブラリーを作成しスク
リーニングを行ったところ、 2種の遺伝子が単離さ

れた。それぞれを AFL1， AFL2 とした (~plefloricaula 

l.eafシ)。これら 2種のお五いのホモロジーは約 90%
(アミノ酸)を示し、これまで報告のある他の槌物

の LFYや FLOのホモログと高い相向性を示した。

AFL1， AFL2特異的プローブを用いて発現解析を行っ

たので報告する。



lpB16 
表漕細胞の形態形成に関わるホメオボックス遺伝子

ATHB-I01OU7)機能解析

本撞謹呈，岡穆宏.青山卓史(京大・化研)

シロイヌナズナのホメオボックス遺伝子として単商量された

A.THB-l噛伝子はGL4民 A2(GL2泊伝子と同ーの遺伝子であ

る。この遺伝子における突然変異体(g121では、 トライコーム
の消失、根毛非形成細胞における根毛の発生等の表現型が見

られることから、この遺伝子はトライコーム形成を正に、根

毛形成を負に制御していると考えられる.しかし、gJ2突然

変異体にG1..2遺伝子を過剰発現させた植物体を掛け合わせて

も突然変異体の表現型が回復しないという矛盾が報告されて

おり、 ATHB・lOfGU7)細胞形態形成における作用機構は明ら

かにされていない.

我々は逆遺伝学的手法を用いてA1刃8・101GL2jJ伝子の機能

を細胞レベルでの変化に注目して解明しようと試みている。

現在までに、この遺伝子をアンチセンス方向に発現させた植

物体はgJ2突然変異体様の表現型を示すこと、突然変異体に

この遺伝子を過剰発現させた縞物体を鉛け合わせる事により

部分的な回復が見られることが分かった.これらの結果をも

とにATHB-lOIGLZl)表層細胞の形態形成における役割につい

て考察を行う.

2aBOl 

不連続スクロース密度勾配遠心法によるイネゴ、ルジ

体膜の分画

二よ』室、堀秀隆、三ツ井敏明(新潟大学大学院自

然科学研究科)

イネ培養細胞のゴノレジ複合体を 5mM  MgC12存在

下で不連続スクロース密度勾配遠心法を用いて分画

した。ゴ、ルジ体膜指標酵素の IDPas田e活性ピ一クは、

約 2泊8~3但1 % (付wl加'w)スクロ一ス画分にみられ、ER指

標酵素の NADP.担 c句yt.creductase活性を含む画分

は沈殿した。さらにゴ、ルジ体膜に存在することが報

告されている酵素、タンパク質の分布を調べたとこ

ろ、以下のことが分かつた。 (1)GDPase、UDPase

活性ピークは、 IDPaseのそれと一致する。 (2)酸

性ホスファターゼ、 α・マンノシダーゼ、 UGPase(22 

~25%) 並びに PNA 認識糖タンパク質、 RGP・ 1 (26 

~29 %)は、 IDPase活性ピークと一致しない。こ

れらの結果からゴ、/レジ複合体のコンパートメントの

分画について考察する。
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2aB02 

タバコ培養細胞からのautophagicvacuolesの単離

亘塁王阜，森安裕二三好泰博， (静岡県立大学・

生活健康科学研究科，食品栄養科学部，) 

タバコ培養細胞 (BY-2)を，ショ糖飢餓状態で培

養すると，細胞内のタンパク質分解が冗進する。し

かし，ショ糖飢餓処理時にシステインプロテアーゼ

阻害剤を投与すると，タンパク質分解は抑えられ，

細胞内に膜小胞が蓄積する。本研究では，この膜小

胞の単離を試み，その性質を調べた。この膜小胞を

蓄積した細胞を破砕し. Percollの平衡密度勾配遠

心により，細胞分画を行った。単離した膜小胞を電

子顕微鏡で観察した結果，膜構造は完全には保存さ

れていなかったが，膜小胞の内部の電子密度の高い

頼粒が，細胞内の状態と閉じように確認できた。さ

らに，電気泳動後の活性染色により，この膜小胞に

プ口テアーゼが存在することがわかった。これらの

結果は，この膜小胞が，ショ糖飢餓で誘導されるタ

ンパク質分解において，主な役割を担っているオル

ガネラであるという私たちの仮説を支持している。

2aB03 

シ口イヌナズナにおけるオルガネラの生体観察

丑週塵去(静岡県大・生活健康科学)

細胞内オルガネラは，その生物の一生を通じて形や大
きさ.数.位置の変化を伴って機能を発律している.オ
ルガネラの機能を考える上で.その動態を明らかにする
ことは重要であると考えられる.厚みを持った生体試料
における細胞内オルガネラの観察は.オルガネラ自身の
自家蛍光，あるいは特異的な蛍光色素を用い.共焦点
レーザー顕微鏡により光学切片化する方法が有効であ
る.ところが，蛍光色素にはシグナルの退色.浸潤性，
毒性の問題がある.また，必ずしも利用可能な蛍光色素
が存在しない場合もある.
独自に完全合成・改変した必FP(S65T)遺伝子は，総
合した蛍光量が野生型GFP(greenfluorescent protein)よ
り約120倍明るいタンパク質をコードしており.一過性
発現系を用いた解析結果からー核，プラスチド，ミトコ
ンドリアへの移行シグナルと融合することにより.期待
する細胞内オルガネラへの移行を検出することが可能で
あった.さらにsGFP(S65T)に関しては，細胞内毒性が
認められないことカず明らかとなった.
以上の結果をふまえ，核‘プラスチド.ミトコンドリ
ア各々の移行シグナルとsGFP(S65T)との融合タンパク
質を恒常的に発現する形質転換シロイヌナズナを作成し
解析した結果.根.葉.生殖細胞のいずれにおいても，
各々のオルガネラを生体観察可能であることがわかっ
た.プラスチドに関してはこれまでに葉緑体.エチオプ
ラスト.アミロプラストの生体観察が確認できている.



lpB12 

エンドウ茎部アポプラスト特異的エンドペプチ

ダーゼの活性発現に及ぼす植物ホルモンの影響

神位りえ子，豊増知伸.神谷勇治三橋 渉

(山形大・農・生物資源理研フロンティア・

ホルモン機能)

今回私達はアポプラスト領域に存在するエンド

ペプチダーゼに注目し，第 3節聞の成長時および

節間切片ホルモン処理時の間酵素活性の変化を観

察したので報告する。

エンドウ (Pisumsativum L. cv alaska)を
連続明. 250Cで生育し経時的に第 3節聞を切り

出しサンプルとした。また，ホルモン処理は節間切

片をオ、ルモン溶液に浮かべることで行なった。アポ

プラスト液を浸透遠心法で回収し，酵素活性を活性

染色法で検出した。その結果.第 3節間アポプラス

ト液から 2種類のエンドペプチダーゼ活性が検出さ

れた。活性 lは成長中および成長停止節間アポプラ

スト液で認められた。一方.活性 11は成長停止節

聞のアポプラスト液中で強い活性を示した。成長中

の節間より切片を切り出し，オーキシン処理したと

ころ.活性 Hの発現が対照区より有意に早まった。

lpB13 
緑蕩・シヤジクモ(Charabraunii )における MADS遺伝子の解析

E温腫ご、長谷部光泰1.野崎久強2、伊醸元己3

(千葉大院・自然科学、 1基生研.'1分化第二、2東大院・理学研究
科・生物科学、 3千葉大・理・生物)

シヤジクモ(Chara)(立、他の緑iIにはないコケ纏物に似た多細胞の

生殖お宮情造を持ち、陸上値物の祖先の体制に近い藻類の1穫と考え

られている。このシヤジクモ(Charabraunii )から、花形成のホメオ

ティック遺伝子である MADS遺伝子の栂同遺伝子の単離を試みた結

果、藻類にもそのホモログが存在することが分かった。(遺伝子の単

厳は Degenerateprimerを用いた RT-PCRにより行った。)

このシヤジクモのMADS遺伝子にhaMADS1)1立、花形成ホメオティ

ック遺伝子とまったく同じドメイン情成をしており、 MADS-domain

の他に K-domainというもう 1つの保存的なドメインをもっタイプ

であることが明らかになった。(これはこれまでに知られている陸上

植物のMADS遺伝子に共通の情造で、動物や醜母のMADS遺伝子に

はみられない。)

このChaMADSlの配列を用いて、分子生物学的、分子系統学的な

機荷なアプローチを行った結果、大変興味深い知見が得られた。今回

の発表では、その結果について報告したいと恩う。
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lpB14 

夕方、ラシ (Ranunculussceleratus L.)の花におけ
るMADS遺伝子の発現とその進化学的意義

伊藤元己，今里了次長谷部光泰(千葉大・理・
生物基生研・種分化第2)

被子植物の花は一般的にガク，花弁，雄しべ，雌
しべで構成されている.モデル植物を用いた分子遺
伝学的研究から器官分化には3クラスの遺伝子の働
きの組み合わせにより決定されていることが明らか
にり，その多くがMADS遺伝子群と呼ばれる転写制
御因子であることが明らかになった.キンポウゲ科
では多様な花の形態が見られる.我々は花の進化を
明らかにする目的でタガラシにおいてMADS遺伝子
のクローニングを行い，その発現様式を観察した.
花芽から抽出した全RNAから3'RACE，5'RACE法に
より 10個のMADS遺伝子を単離した.各クローンと
既知のMADS遺伝子の系統樹を作成した結果，
AP1， PI， AGグループに含まれるものが各 l個と
AP3グループに属するものが2個あった.また，花
における発現をinsitu hybridization法により観察し
た.その結果からタガラシの花における器官相向性
について議論する.

lpB15 
タバコホメオドメインタンパク質の機能性領域の解析

坂本知昭西村明日香玉置雅紀岩堀修ーペ松岡信 2

e筑波大・農学研究科名古屋大 ・生物分子応答国立環
境研筑波大・農林学系)

タバコから単離した数種のホメオドメインタンパク質を過剰

発現させた形質転換体では、 4つのカテゴリーに分類される形

態異常が観察され、各タンパク質によりそれぞれの出現頻度が

異なることが示された。これらのホメオドメインタンパク質は

C末領域にELK-ホメオドメインが、 N末領域にはKNOXドメインが

保存された領域として存在する。そこで形態異常の程度が、こ

れらのどの領域に依存しているのかを明らかにするため、極め

て異常な形態を引き起こすNTH15、軽微な異常しか引き起こさ

ないNTHl、さらに全〈異常を引き起こさないNTH23の3つのホ

メオドメインタンパク質をとりあげ、各タンパク質問でアミノ

酸配列を交換したキメラタ ンパクを構築し、形質転換体の示す

形態異常の程度を鯛べた。その結果、形態異常の程度は、 D刊A

結合ドメインとして機能していると考えられているホメオドメ

インを含むC末領域と、 KNOXドメインを含むN末領域の相加的影

響により決定されていることが示された。特にN末領域は形態

異常を引き起こすのに必須であるばかりでなく、 KNOXドメイン

内の部分配列のみをNTHlからNTH15に置換することで、 NTH15と

同じ形態異常が誘導されたことから、形態異常の程度にKNOXド

メインの2次構造が重要な意味を持つ可能性が示唆された。



2aB04 
タバコ培養細胞の増殖過程におけるオルガネラ DNA合成
活性変化の定量的解析
遁韮盤、稲田のりこ、害容藤知恵子、宮沢豊、黒岩常祥(東京

大・院理系・生物科学)

細胞場船刀期におけるオルガネラ DNA合成の選択的な
活性化と細胞増殖後期におけるオルガネラ DNA合成活性
の低下は、根端分裂組織や初期JA発生過程など多くの植物細
胞増殖&程で観察される普遍的な現象である。本研究では、

タバコ培養細胞BY-2をモデル系として、植物細胞増殖盈程
における色素体及びミトコンドリア DNA合成活性の定量
自縛析を行った。定常期に達したBY-2細胞を新しい矯地に
植え継ぐと、 1日以内に色素体核およびミトコンドリア核の
DNA含量が増大する。定量的ザザンハイプリダイゼーシヨ
ンの結果、細胞あたりの色素体およびミトコンドリアDNA
量は植え継者愛3から 6時間後にほ国司時に増加を開始し、
1日後および2日後に最大値(それぞれ植え継ぎ時の1.5倍
および3倍)に達し、その後減少することがわかった。チミ
ジンのアナログである BrdUの色素体及びミトコンドリア
DNAへの取り込み活性ならびに単離色素体核/ミトコンド
リア核の DNA合成活性を植え継ぎ喰の培養過程を追って
測定した。その結果、色素体とミトコンドリアのDNA合成
は細胞増殖極初期に協調的に活性化されるものの、活性のピ

ークはそれぞれ績え継ぎ1日後及び2日後と異なっており、
両オルガネラの DNA合成が不帝性化されるタイミングは、
互いに狙立に制御されていることカ苅月らかとなった。

2aB05 
BY-2のデンプン合成に関わる遺伝子(GBSS，SBE)の単離と
その発現に対するオーキシン・サイトカイニンの影響

室主量、酒井教、高野博嘉、河野重行、黒岩常祥(東京大・

院理系・生物科学)

定常期まで生育させたタバコ培養細胞 BY-2を、通常培
養を行っているオーキ、ンン(2，4-D)を含む培地(D培掛から
オーキシンを除去したホルモンフリーの培地(F培地)に植

え継ぐと、白色体がアミロプラストへと分化する。F培地にお
けるアミロプラストの分化は、サイトカイニン(BA)の添加により

促進される一方、オーキシンの添加により抑制される。アミロ

プラスト分化誘導に対するオーキシン、サイトカイニンの効

果をデンプン合成の鍵酵素である ADP-g1ucose
pyrophosphorylase小サプユニットの遺伝子(A，gpS)の発現の
面から売特庁をしたところ、F培地の中ではA，gpSのm剛Aの
蓄積は 48時間で定常期の車問包の約 3-4倍に遣することが
わかった。また、 AgpSmRNA蓄積はサイトカイニンの添加
によりさらに促進され、オーキシンの添加によって抑制され

た(投稿中)。今回は、デンプン生合成を直接触媒する酵素

の遺伝子群が AgpSと同様にオーキシン・サイトカイニンに
よる発現の制御をうけるか否かを検証するために、 granule-

bound starch synthase (GBSS)，及びstarchbranching en勾me
(SBE)遺伝子の断片を町一PCR法を用いて単離した。新た
に単離された2つの遺伝子について、 BY-2アミロプラスト誘
導系における発現様式をオーキシン・サイトカイニンとの関

係に注目してを解析した結果を報告する。
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2aB06 
色素体とミトコンドリアの分裂装置の構造と挙動に関す
る解析と分裂中の葉緑体の単離

亘鑑量進車l、伊藤竜一l、戸田恭子1、黒岩靖子2、黒

岩常祥 1 (1東京大院・理・生物科学、 2共立女子短大・

文科)

分裂中の色素体とミトコンドリアの狭窄部にリング状
の構造(色素体分裂リング、ミトコンドリア分裂リング)
が電子顕微鏡により観察されており、これらが両オルガ
ネラの分裂をひきおこしていると考えられている。単細
胞紅藻Cyanidioschyzonmeroladま細胞内に核、ミトコンド
リア、葉緑体、マイクロボディー、ゴルジ装置を一つず
つ含み、これらの分裂を明暗により同調させることがで
きる。この系を用いて、これまでに両分裂リングの詳細
な構造、形成過程、収縮様式を明らかにした。分裂リン
グの構成蛋白質を同定するために同調培養から分裂中の
葉緑体を単離することに成功した。電界放射型の走査電
顕により単離葉緑体が包膜と分裂リングを保持している
ことが確認された。また細胞の表面蛋白質のラベルに用
いられているNHS-biotinにより単離葉緑体の表面蛋白質
をラベルすることにより分裂リングを蛍光顕微鏡下で可
視化できたのでこれらの結果を報告する。また、現在2
次元電気泳動により分裂期特異的な表面蛋白質を探索す
るとともに、ファージディスプレイ法により抗色素体分
裂リングモノクローナル抗体を作成中である。これらの
進行状況もあわせて報告したい。

2aB07 
プラスミドによるミトコンドリアの融合機構の解析と植物に

おける相問機構の検索

高野博嘉・佐々木成江・河野重行・黒岩晴子t・黒岩常祥

(東大・院・理・生物科学、 1共立女子短大・文科)

真正粘菌の特異なミ卜コンドリアプラスミドmFは、接合期

と胞子形成期にミトコンドリアの融合とミトコンドリアゲノ

ムの組換えを引き起こす。 mFは約16kbpの線状分子で、 DNA

およびRNAポリメラーゼと末端タンパク質に加えて6つの機能

未知の遺伝子を持つ。そのなかのORF640(640アミノ酌のコー

ドするタンパク質ORF640pはタンパク質問の認識にかかわる

コイルドコイル領域をC末に2つ(または4つ)持つ膜タンパク質

と予想された。単灘ミトコンドリアに対するプロテアーゼK処

理実験はこのタンパク質が細胞質側にコイルドコイル領域を

露出していることを示しており、 ORF640pがタンパク質問の

相互作用を介してミトコンドリア同士を融合させる因子であ

る可能性が高い。ラットで作製したORF640pの抗体はmFを

持つミトコンドリアのみに存在する65KDaの泳動度のタンパ

ク貿に加えて、このプラスミドを持たないミトコンドリアに

存在する同等の電気泳動度を持つタンパク質を認識した。こ

の抗体は紅藻や緑藻、タバコ矯養細胞の単離ミトコンドリア

等でも特定のタンパク質を認識したことから、ORF640遺伝

子産物を含むミ卜コンドリアの融合機憎が高等植物において

も存在している可能性が示唆された。



2aB08 
プラスチド包膜におけるPENDタンパク賓のトポロジー

隼盛重量守堀口秀司(埼玉大・理)

プロプラスチドから葉緑体に発達する過程で.プラス

チド核様体は一過性に包膜に結合する。この結合に関与

するDNA結合タンパク質としてー見かけの分子質量130

kDaのPENDタンパク質を発見した。 cDNA配列から推定

されるサイズは70kDaである。本研究では，エンドウの

未熟な無傷葉緑体をプロテアーゼ処理することにより.

PENDタンパク質の包膜内でのトポロジーを解析した。

検出には. PENDタンパク質のN末端bZIPドメインと中

央のcoiledcoil領域に対する抗体を用いた。葉緑体をサ

ーモリシンで処理した場合には.PENDタンパク質は消

化されなかった。外膜を破壊し内膜の外表面を消化する

といわれている卜リプシンで葉緑体を処理した場合には.

100 kDaii近の数本のバンドと 明瞭な45kDaのバンド

が出現した。いろいろな実験結果から.この45kDaのバ

ンドは N末端からcoiledcoil領域付近までを含む単量

体ポリペプチドに対応し.これが.内包膜により保護され

ていること，およびnativeなPENDタンパク質はcoiled

coil領域付近での共有結合形成により 2量体化しているこ

とが推定された。 N末端bZIPドメインは葉緑体内部で

DNAと結合すると思われるが.C末端の膜貫通領域がど

の包膜と結合しているのかは今後検討していきたい。

2aB09 
シロイヌナズナの葉緑体RNAポリメラーゼシグマ因子遺伝子群

の解析

産屋語、金丸研吾、田中寛、高橋秀夫(東大分生研)

高等植物の色素体には少なくとも 2種のRNAポリメラーゼの

存在が知られており、そのうちバクテリア型酵素 (PEP)は葉

緑体の光合成機能の発現に重要である。 PEPの転写開始に必須

なシグマ因子の遺伝子は核ゲノムに存在し、核による葉緑体遺

伝子発現の制御に寄与していると考えられている。現在、シロ

イヌナズナから 3種のシグマ因子遺伝子 (sigA、sigB、訂正)が

同定されているが、高等植物のシグマ因子の多様性、およびそ

れらの機能分担の詳細については全く不明である。

今回、シロイヌナズナゲノム計画の公開データから 2穫の新

規シグマ因子相同遺伝子 (sigD、sigE)が見出された。一次構造

解析の結果、いずれも推定産物は大腸菌 sigma70-typeの保存構

造 (region1.2から region4.2)を有し、保存領域において既知

の高等植物シグマ因子に対し、 20-34%程度の identityを示した。

また遺伝子のゲノム DNA上のイントロンの位置から、進化上

sigDはsigA、sigB、sigCと共通な祖先から由来したものと推定

された。さらに、 Northern解析、 RT-PCRにより sigD、sigEを

含めてシロイヌナズナシグマ因子遺伝子の発現様式の解析を行

ったので報告する。
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2aBIO 
シロイヌナズナにおける3種類のσ因子は葉緑体ゲノ
ムにコードされる異なる光合成遺伝子のそれぞれの転
写を促進する

宣主主主，清水正員1]，小林裕和(静岡県立大・生活健
康科学)

原核生物においてσ因子は細胞周期や分化の転写制
御に重要な役割を果たしている.最近，紅藻や高等纏

物において細菌の (J70因子ホモログの遺伝子が取られ
ているものの，それらが実際にσ因子として機能して
いるかどうかの知見は乏しい.
我々は，高等植物シロイヌナズナの核ゲノムにコー
ドされ，葉緑体にターゲッ卜する3種類のσ70様因子

を強制発現するシロイヌナズナおよびタバコ培養細胞
8Y之形質転換体を作製した.形質転換体の葉緑体(プ

ラスチド)光合成遺伝子 (psbA，psbD， rbcL)の発現
を調べたところ，暗化抑制や糖抑常IJが軽減されていた.
また.8Y-2において，全てのSIGsは.psbA， psbDお
よびrbcLの発現を促進したが，その程度は各SIGによ
り異なり .psbAおよびpsbDでは. SIG2>SIG3~ 
SIG1. rbcLでは. SIGl 孟SIG2~SIG3であった
これらの結果から，高等績物シロイヌナズナの (J70 
因子ホモログはσ因子として機能しているが，細菌の
σ70因子とは異なり，多様なプロモーター特異性を

持っていることが明らかとなった.現在.3種類のo
因子のプロモーター特異性についてさらに詳しく検討
している.

2aBl1 
葉緑体の核様体構成タンパク質の研究

品目幸代‘佐藤直樹(埼玉大・理・分子生物)

植物の葉緑体には. DNAと複数のタンパク質の複合

体である核様体が存在するカへそのタンパク質の多

くは未同定のままである。当研究室では.以前より

エンドウを材料とした葉緑体核様体の単離およびそ

の構成タンパク質の解析が行われてきた。 NaCI処

理によって核様休から70kDaのタンパク質カf特異的

に可溶化してくることは司昨年本学会において当研

究室の佐々木により報告された。そこで本研究で

は.大型の泳動装置を用いた高解像度ゲル電気泳動

により分離された核様体タンパク質を司免疫ブロッ

ト法とN末端アミノ酸配列決定法により解析した。

特に. PD3に由来する多様なポリぺプチドの解析に

重点、を置いた。また、最近になって葉緑体内での遺

伝子発現系の多様性が明らかになってきている点に

着固い転写に関連した既知のタンパク質との対応

づけも試みた。



2aB12 

葉緑体チラコイドタンパク質の膜透過装置
重亘韮Z揮、 Elizabeth Summer、Kenneth Cline (Hort. 
Sci. Dept.， University of Florida) 

核にコードされた葉緑体チラコイドタンパク質は
共通の輸送装置により葉緑体内に輸送される。その
後、チラコイドルーメンへの膜透過およびチラコイ
ド膜への挿入は前駆体タンパク質に特異的な複数の
機構(CpSec、DeltapH、SRP経路)により駆動され
る。これまでにチラコイド膜内在性の膜透過装置成
分として、 トウモロコシ変異株の解析からHcf106が
DeIta pH経路に関与することが示唆されている。
また、原核生物のSec経路の膜透過装置成分である
SecYの葉緑体ホモローグ(CpSecY)のcDNAがいく
つかの高等植物で単離されている。しかし、
CpSecYとHcf106の機能はまだ明らかにされていな
い。それらの機能を解析するためにエンドウ
CpSecYおよびトウモロコシHcf106に対する抗体を
作製し、チラコイドタンパク質膜透過への影響を調
べた。 CpSecY抗体はDeItapHおよびSRP経路には
影響しなかったが、 CpSec経路のタンパク質膜透過
を阻害した。それに対しHcf106抗体はDeItapH経
路のタンパク質膜透過を特異的に阻害した。これら
の結果はCpSecYがCpSec経路、 Hcfl06がDeItapH 
経路のタンパク質膜透過装置の一成分であることを
示している。

2aB13 
葉緑体DNA結合タンパク質CND41の形質転換植物における

倭性形態と植物ホルモンの関連

旦畳基宣、木村琢磨、村上真也l、関本雅代2、川出洋2、

神谷勇治2、佐藤文彦l、吉田茂男 (理研・植物機能、 l京大

院農・応生科、 2理研・フロンティア)

CND41は、葉緑体ゲノム上の遺伝子発現を幅広く抑制す

る機能を持つと考えられる葉緑体DNA結合タンパク質であ

る.このアンチセンス形質転換タバコ植物体においては、葉

緑体遺伝子発現量が野性型徐に比べて培加傾向を示したが、

同時に媛化・緑色の促進等の形態変化が認められた。これら

の形態は、植物ホルモンの生合成異常綜の形態異常と類似し

ていると考察されたため、 CND41形質転換体形態と植物ホ

ルモンの関連性について検討を行った。

緑葉等を用いたノザン解析の結果、 CND41mRNA発現調

節に対する各種植物ホルモンの影響は検出出来なかった。ま

た形質転換植物におけるサイトカイニン含量に変動は認めら

れなかった.しかし、植物体の茎頂へのジベレリン (GA3)

のfeeding実験の結果、形質転換体における茎部の綾性形質

が野性型形質へ回復し、緑葉に認められた短化形質も野性型

様の細長形葉への回復することが明らかとなった。現在、形

質転換植物体中におけるジペレリン含量について定量分析を

行っている。
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2pBOl 
遺伝子破壊によるタバコ葉緑体遺伝子cJpPの機能解析

清水克己、権回勝巳、中林一美l、渡辺BH1 、橋本隆、

田坂昌生、度内利治 (奈良先端大・バイオ、 l東大・院理)

葉緑体ゲノムにコードされるc伊Pは、 AT例衣存型プロテアー

ゼの活性サプユニットをコードする。我々は、葉緑体におけ

るATP依存的タンパク質分解の生理機能を明らかにする目的

で、葉緑体形質転換によるタバコc1pPの遺伝子破壊を行った。

c1pPは細胞機能に必須であり、いかなる培養条件でも完全な

破壊株を得ることができなかった。形質転換体は50%の正常

なcJpPを持つにもかかわらず、葉の形態に著しい異常を示し

た。また蛍光顕微鏡による観察から、正常な葉緑体と蛍光の

高い小型の葉緑体科目胞レベルで混在すること刊月らかになっ

た。電子顕微鏡による観察から、この小型葉緑体の内膜構造

は、グラナ様の構造が異常に発達したものであることが確認

された。しかしながらメリステム周辺の若い葉緑体では、破

壊株の葉緑体はすべて内膜内腔が膨潤する異常を示し、葉縁

体の発達にともなう内膜構造の変化により、葉緑体聞の不均

一性が生じることが示唆された。一方黄化葉では、野生株に

存在するエチオプラストがほとんど観察されず、ノj、胞状の頼

粒を多量に蓄積するプロプラスチド様の構造が多く観察され

た。以上の結果から、 cJpPのコピー数の低下は、葉緑体分化

のごく初期に著しい異常をもたらすことが明らかになった。

2pB02 

5'-UTRによる葉緑体rbcLm町¥J'Aの安定化が、暗
所での転写活性低下を補償する

盤盆監l、 LonALUSON2、PalMAUGA (Waksman 

Institute， Rutgers， The State Univ. of New Jersey、1京大

院・人間・環境学、 2Univ.ofNebraska)

高等植物葉緑体のrbcL遺伝子は、 070タイプのプロ
モータを持ち、バクテリア型の町吋A ポリメラーゼ

によって転写される。 rbcL遺伝子の転写活性は、
光に依存して暗所で低くなるが、そのrnRNAは暗
所でも高レベルに蓄積している。rbcLの転写制御に
コアプロモータ領域外の特異的配列が関わる可能性

を検討するため、 rbcLの変異プロモータを作成し、
uidA遺伝子をレポーターとしてタバコ葉緑体に導
入した。得られた安定形質転換体を用いて変異rbcL
プロモータの活性をinvivoで解析した結果、コア

プロモータ領域だけで正常な転写強度、光応答性を

示すことが分かった。しかし、レポーター m町吋A

がrbcLの5'側非翻訳領域(5'-UT同を欠く場合、そ
の蓄積は光に強く依存していた。これらの結果から、

rbcL mRNAの 5'一UTRが暗所での mRNAの安定
化に大きく関わっており、結果として暗所でのrbcL
転写活性の低下を補償していることが分かつた。



2pB03 

葉の発達に伴った葉緑体コードのRNAポ1)メラーゼ

のブロモータ選択性の変化

隼藍連壬、椎名隆、豊島喜則

(京大院・人間・環境学)

葉緑体コードの光化学系遺伝子は、葉緑体にコード

されたバクテリア型のRNAポリメラーゼ (PEP) に

よって転写される。単子葉植物では、葉の基部から

先端に向かつて細胞の発達段階の勾配が存在する。

コムギ第一葉 (16cm)を下部 (4'10cm)と上部 (10，

16cm) に分け、それぞ、れの部位で、の各種PEPフ。ロモ

ータの転写活性をrun-on実験で調べた。下部では、
ほとんどのPEPプロモータが光と無関係に恒常的に

転写されているのに対して、上部ではpsbAとpsbD
遺伝子が選択的に光依存的に転写されていた。光お

よび、葉の発達に伴ったPEPプロモータ選択性の変化

は、コムギ葉緑体抽出物を利用した invitro転写で

再現することができた。invitro転写によるプロモ

ータ解析から、下部に存在する PEPは 35配列を絶

対的に必要とするが、上部のPEPはpsbAのTGnモチ

ーフあるいはpsbDプロモータの上流エンハンサー

配列が機能することで、 -35配列を欠いたプロモー

タを認識できることが分かった。

2pB04 

葉緑体形質転換によるpsbAプロモータの解析

蛙盤圭、森川一也、椎名隆、豊島喜則

(京大院、人間・環境学)

psbAプロモータは、葉緑体で最も強力なプロモー
タの一つで、葉緑体コードのバクテリア型RNAポ
リメラーゼによって認識される。我々はコムギ葉緑

体での invitro転写実験から、成熟した葉緑体では
psbAの転写に-35領域が不必要であることを明らか
にしている (Satohet a1. 論文投稿中)。本研究で
は、 psbAの転写に必要なプロモータ構造を invivo 
で解析することを目指して、GFPをレポーターとし
た葉緑体形質転換体の作製を試みた。レポーター遺
伝子のmRNA安定性を低く操作するため、 mRNA
安定化に関わる可能性がある5'非翻訳領域を欠失さ
せたレポーターコンストラクトを構築した。野生型

または-35配列を破壊したpsbAのコアプロモータ(-
41，，-，+5)を合成SD配列を持つ54bpのリンカー配列
を介してレポータ遺伝子につなぎ、 Maliga等の方法
(1994)に従ってタバコ葉緑体ゲノムのIRに導入し
た。スペクチノマイシン耐性を指標として形質転換

体の選抜を現在行っており、その過程について報告
する。
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2pB05 
葉緑体ゲノム上のmRNA転写異常を示すタバコアルピノ変

異体 (alth)の解析

BaeChang-Hyu， ~革担圭、中野雄司、松山知樹、永田典子、
吉田茂男(理研 ・植物機能)

由化変異体 (albino)は業緑体の発達、光合成関連機能の

研究の有用な材料である。我々は、重イオンピーム照射に

よる誘導したアルピノ変異株を用いた光合成関連機能の解

析を目的とし、葉緑体遺伝子の転写を中心に解析した。

受粉84時間後のタバコ (Nicotianatabacum 1. CV. BY-4) 

の脹珠に14N(135MeV/u)ピームを50Gray照射し収穫した

M2集団においてアルピノ変異株(a1th)を見い出した。電子顕

微鏡観察では色素体の数は野生型と変わらず、また包膜は

持つもののチラコイド膜の発達は認められなかった。続い

て解析の結果、核にコードされた光合成遺伝子 (cab.rbcS 

の転写は正常であり、葉緑体のribosomal RNA (16S. 23S 

rRNA)の転写も認められたが、葉緑体ゲノム上のmRNA

(rbcL. psbA)の転写の著しい減少が明らかとなった。これ

らの結果は、アルピノ変異体a1thが、これまでに報告のあっ

たアルピノ変異体と異なり、葉緑体ゲノム上の遺伝子発現

に特異的な変異株であることを強く示唆する。現在、 RNA

polymerase等の既知の葉緑体制御因子が変異に起因する可

能性について検討を行っている。

2pB06 
シロイヌナズナの葉緑体形態変異体(pie)の解析
阜且J盆土 1白野由美子、 1柴田大事事、 2海野和俊、太
田啓之、増困建、高宮建一郎(東工大・生命理工・5主
体機構、 1三井業際バイオ研、 2帝京大・溝のロ病院・重量形外

科)

我々は葉緑体の形成機織を鯛べるために、シロイヌナズナ

のタグラインを用いて葉緑体の形成異常変異体のスクリーニ

ングを行った。シロイヌナズナにアクティペーションタギン
グ用ベクター pPCVICEr可4HPTを導入した穂子ライブラリ

ーを作製し、その中からクロロフィル含量の異なる植物体を

選抜し、自家受粉による分離比を解析した。その結果T-DNA

とクロロフィル含量が異なるという表現形が強くリンクして
いると恩われる変具体を数種類得た。今回はこのなかの一つ

L-3289について報告する。 L-3289のゲノミックサザンを

行った結果、 T-DNAがゲノム中に数コピー挿入しているこ

とが示された。分麟比との結果から、し-3289では T-DNA

がゲノム上のーカ所に多コピーが待入されている事が示唆さ

れた。 L-3289の明所発芽後2週間のロゼット漢の葉緑体を

透過型電子顕微鏡で観策したところ、 L-3289では野生裂と

異なりラメラ情造がほとんど観療されず、かわりにグラナス

タックのみが観察された。同様の術進が明所発芽後4目の子

議の葉緑体でも観察された。この薬縁体の織造からしー3289

をpie変異体と名付けた。現在、 pie変異体をさらに鮮細に解
析しており、その結果を併せて報告する予定である。



2pB07 

イネ温度感受性糞縁体形成不全突然変異株virescent(V1. v2・

V3)のマップベースク白一ニングに向けたRFLPマッピング

撞且盤企、芦刈基行2、吉村淳1、杉本広樹、射場厚(九州大・

理、'九州大.A) 

イネvirescent(νl、V2、ν3)は、制限温度下でプラスチドの

正常な転写活性調節機能が損なわれ、葉緑体の形成が阻害され

る温度感受性突然変異株である。 VI-V3遺伝子はプロプラスチ

ドから葉緑体への分化の際のプラスチド転写装置の活性化に重

要な役割を持っていると考えられる。我々はvirescent遺伝子の

構造と機能を明らかにするため、マップベースクローニングを

目的としたRFLPマッピングを開始した。virescent変異株のパッ

クグラウンドはいずれも日本型であり、インド型イネと掛け合

わせたFI世代集団を得た。 virescent変異は表現型マーカーとし

て染色体上の位置が推定されており、 VI、ν2は3番染色体の長

腕および短腕、 V3は6番染色体の短腕にそれぞれマップされて
いる。マッピング系統に対するインド型由来の表現型の影響を

避けるため、これらの変異が生じていると推定される部分のみ

がインド型となっており、大部分は日本型である染色体部分置

換系統 (SL系統)を親株に用いた。用いたSL系統は、農業生物

資源研究所の矢野昌裕博士より分与していただいた。 FIを自殖

させ、 F2世代集団を作出したあと、 vlについては880個体、 V2、

v3についてはそれぞれ70および95個体のvirescent表現型を示す
ホモ個体を選抜し、プールサンプリング法を併用したサザン解

析によるRFLPマッピングを行った。

2pB08 
One.Hybrid法による、葉緑体:psbD光応答フ・ロモーターの転写
活性化領域に結合する新規蛋白質のクローニング
亙盈丞壬、中野雄司、吉田茂男(理研、植物機能)

葉緑体光化学系EのD2蛋白質をコードするpsbD遺伝子の上流
には、高等植物で広く保存された光応答プロモーター (LRP)
が存在する。 psbDの成熟葉緑体での発現は主にLRPにより転
写レベルで制御されている。 LRPの、大腸菌型の.35ボック
ス類似の配列の上流には、転写を促進する配列が存在するこ
とが、様々な植物で証明されている。しかし、その配列を特
異的に認識するトランス因子は未だ不明である。本研究では、
アラピドプシスpsbDLRP上流配列と、アラピドプシスcDNA
ライブラリーを用いて、 one.hybrid実験を行い、この配列に
結合する蛋白質をコードするcDNAを得た。この蛋白質の推
定アミノ酸配列には、 DNA結合ドメインに見られるヘリッ
クス・ループ・ヘリックスモチーフが含まれ、この部分配列
は既知のDNA結合蛋白質と高い相向性を示した。また、 N
-末の約50残基の配列はトランジットペプチドの特徴をいく
つか備えていた。さらに、本蛋白質とGFPの融合蛋白が葉緑
体へ移行することを、パーティクルガンを用いたトランジェ
ントアッセイにより確認した。本蛋白質のmRNAは、根生業
でのみ蓄積が見られた。さらに、本蛋白質を大腸菌によって
大量発現し、その配列特異的DNA結合活性について検討を
行った。また、 T.DNAタグラインより、本蛋白質の遺伝子を
欠損した変異株を分離し、表現型の解析を行った。
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3aBOl 
ラン藻遺伝子変換系への劣性ストレプトマイシン
耐性遺伝子の利用

直重二重，松岡正佳，小川隆平(熊工大・応微工)

大腸菌のリボソームの小サプユニットの 12kDa
タンパク質をコードする rpsL遺伝子は、ストレプ
トマイシン耐性変異(strA)が起こることで知られ
ている。この耐性変異は一つの細胞内に野生型と

変異型遺伝子が共存すると、細胞がストレプト

マイシン感受性となり、耐性変異が劣性表現型を

示す。この研究ではラン藻の相同遺伝子rps12が
劣性ストレプトマイシン耐性変異を起こすかどう

か調べ、遺伝子変換技法に応用することを目的と

した。

ラン藻Synechococcus sp. PCC 7942 R2-SPc株の
中s12遺伝子の配列をPCRを用いて決定したとこ
ろ、そのORFは 372bp (124アミノ酸)であった。
Sy. PCC7942 R2-SPc株の psbAI遺伝子破壊株より
自然突然変異したストレプトマイシン耐性変異株

を1つ取得した。この耐性変異株のrps12遺伝子は
野生型と比較して43番目のアミノ酸が Lysから
Argに変化していた。この変異のみがストレプト
マイシン耐性を与えることは、耐性変異を含む

DNA断片を用いて野生株を形質転換して確認
した。また耐性株に野生型 rps12遺伝子をシスに
導入した psbA1: :rps 12株を作成して、耐性変異の
劣性表現型を検定している。

3aB02 

タマネギのミトコンドリアRNAの単離・精製と

RAPD解析

本主盈孟藤代岳雄会津智幸¥北宜絡
(神奈川農総研北里大学・理学部)

本県で選抜した‘早生湘南レッド雄性不

稔系統の細胞質雄性不稔 (CMS)因子の解析を
目的に、ミ卜コンドリアからRNA(mtRNA)を
単離・精製し、これを鋳型にRAPD法によって

多型解析を行った。

CMS系統および維持系統の紡から、 mtRNAを
w. Howadらの方法を一部改変して効率よく単離
・精製した。得られたmtRNAを鋳型lこ、コモン
ズプライマー(ベックス社)を用いてRAPD解

ヰ斤をJすったところ、数種のプライマーによっ
てCMSおよび維持系統間でDNA増幅断片の多型
が確認された。特にA1 0プライマーを用いた

場合、維持系統に特異的な1.4kbpのDNA増幅断

片が再現性よく得られた。現在、この断片を

クローニングし、構造解析を行っているので、

その結果についても合わせて報告する。



3aB03 
フタパネゼニゴケのDNAメチラーゼ遺伝子

福田剛司、 1高瀬典之、 1佐藤敏生、 小野莞爾、滝尾進

(熊本大・理・生物科学、 1広島大・理・生物科学)

下等値物の核DNAは、高等織物とは異なり、わずかしか

メチル化していないと考えられていた。最近、我々は、苦手類

フタパネゼニゴケの核DNAではテロメアー近傍が高度にメ

チル化していることを見い出した。

本研究では、コケ植物におけるDNAメチル化の機能を知

るため、フタパネゼニゴケ細胞よりDNAメチラーゼ遺伝子

の分般を試みた。得られた901bpのPCR産物は、細菌から

高等動植物のメチラーゼで保存されている 10個のモチーフ

のうち4から 9番目の領域を含み、高等植物メチラーゼ遺伝

子とアミノ厳で74-79%一致した。このPCR産物をプロ』

プとしたササ.ン解析より、同遺伝子はゲノム中にlコピー存

在すると推定された。また、その転写産物は6.2kbであり、

高等植物のメチラーゼとほぼ同じサイズであった。モチーフ

8-9問の領域は変異に富み、標的配列認識部位と考えられ

ている。動物メチラーゼのこの領域に存在する43アミノ酸は、

高等植物では欠失している。フタパネゼニゴケでも同じ部位

が欠失していた.以上のことから、縞物進化において最初の

陸上植物と考えられている苔類は、高等植物と類似のDNA

メチラーゼをもっと推定された。

3aB04 

ゼニゴケY染色体の構造解析

-Y特異的反復配列の存在一
藤i畢雅樹、岡田祥子、曽根岳史、西山りゑ、
中川菜子、竹中瑞樹、山岡尚平、河野薫、大和勝幸、

福津秀哉、大山莞爾(京大院・農・応生命)

ゼニゴケは雌雄異株植物で、 X、Y染色体上に性

決定、性分化に関わる遺伝子が存在すると考えられ

る。 Y染色体は全ゲノムの約1.5%(:約4Mb)を占める。

我々は、 Y染色体の構造を解析することにより、性

分化、性決定機構に関連する遺伝子の単離を試みて

いる。

まず、大腸菌人工染色体ベクターpCYPAC2を用

いて雌雄それぞれのゲノムライブラリーを作製した。

次に、雄ライブラリーに対し、雌雄ゲノムDNAを

プロープにハイブリダイゼーションを行い、雄のみ

にシグナルの検出されるクローンpMM4G7を得た。

pMM4G7は雄にのみハイブリダイズし、さらに

FISH法によりY染色体上に存在した。また制限酵素

による解析と塩基配列の決定によりpMM4G7は新規

な反復配列をもっていた。

88 

3aB05 
雌雄異株植物ヒロハノマンテマにおけるY染色体特異的

DNA配列の単離と局在解析

史星盤企、松永幸大、酒井教、河野重行(東大院・理・生

物科学)

被子植物の約4%の種は雌雄異株であり、雄花と雌花

を別々の個体につける。遺伝的に雌雄が決定される植物

についてd性染色体の機能や構造を解析することは、性決

定機構や生殖器官の分化を知る上で重要である。

ナデシコ科雌雄異株植物ヒロハノマンテマ(SiJene
latifoJia)は体細胞分裂中期に形態的に明瞭に識別でき
るXY型の性染色体を持っており、Y染色体上には強力
な雄性決定因子の存在が示唆されている。このY染色体
DNAを2つの方法で解析した。まず、 Y染色体をマイクロ
ダイセク、ンョン法で単離し DOP-PCRで増幅した。この増

幅したY染色体 DNAより高度反復配列 RMYlを単離し

た。FISH解析の結果、 RMYlは常染色体を含む染色体

末端部分の大多数に局在を示したが、その局在様式はX
Y両性染色体間で異なっていた。次に、雌雄のゲ、ノミック
DNAを RAPD法により比較し、雄 DNAから特異的に増

幅される断片をクローン化した。得られたクローンには、

ゲ、ノミックサザン解析の結果、雄に特異的なバンドを示す

ものがあった。この DNA配列はY染色体のマーカーとし

て有用であり、 STS化するとともに PCRを用いた周辺領

域の探索を行っている。

3aB06 
ユリの雄性配偶子細胞(雄原細胞)で発現する遺伝子の解析

丞ー盆童、黒川紘子¥上田健治2、問中一期 1 (横浜市大・院・総

合理、 1横浜市大・理、 Z秋田農短大 ・生工研)

被子植物の多くの花粉は、雄原細胞が栄養細胞質中に“入れ子"

として存在する二細胞性の構造をとっている.雄原細胞は雄性配

偶子の前駆細胞であり、花粉管中で2個の精細胞に分裂する.こ

れまでに、栄養細胞に特異的な遺伝子は数多く単敵されているが、

これら雄性配偶子細胞の分子的特性はほとんどわかっていない.

そこで本研究では、テッポウユリ (Li/ium longij1orum)雄原細胞の

ロ武NAを用いたRT-PCR法によって、雄原細胞で優位に発現する

遺伝子の単離を試みた.

その結果、雄原細胞特異的な発現がすでに知られている雄俊配

偶子特異的ヒストン遺伝子gH3はDNA複製に非依存的に発現し

ていることが、体細胞型ヒストン遺伝子H3の発現との比較から明

らかとなった.また、AP6-Eと名付けられたPCRクローンは、gH3

とは明らかに異なる発現パターンを示した.これらのことから雄

原細胞においても発生時期特異的な発現調節があることが推察さ

れた.雄原細胞での発現優位性が新たに確認された遺伝子につい

て、その詳細な解析結果を報告する.



3aB07 
オオムギを用いた高温不稔系の確立と生殖細胞におけ

る分子マーカーの作成

抵且」車、高橋秀幸、西山岩男台、東谷篤志

(東北大遺生研、*東北大院農)

高等植物において生殖生長は、栄養生長に比べて環境因子

に対する感受性がより高く、その結果は不稔という現象に

よって広く一般に観察される。

演者らは生殖生長に対する環境ストレスの影響を調べる

目的で、材料としてオオムギを用い、生殖細胞の発生、分

化の様子を遺伝子発現レベル、染色体レベルでモニターす

る系の構築を試みた。一つの環境因子として今回は高温ス

トレスの影響を検討した。また、生殖細胞の発生、分化の

ステージ特異的な分子マーカーとして、減数分裂期に特異

的な遺伝子群の単離を試みた。オオムギ(はるな二条)を

1ポット(直径 11.2mm)に円形十粒植えにし、人工環境制

御装置の中で20"C/15"C(明期川音期)16hr日長の一定条件

下で土耕栽培したところ、矯種後約 35日で開花に至るこ

とを確認した。また幼穏における花粉母細胞の染色体像の

発育ステージを顕微鏡観察により特定した。この系におい

て、オオムギの生殖過程では少なくとも 2ケ所以上の高温

ストレスに感受性を示す時期が存在することを明らかにし

た。現在は分子マーカーを用いてそれらの感受性の高い時

期の特定を試みている。

3aB08 
自家不和合性関連物質SLRIと相E作用する花粉表層タンパク
質に関する研究
是草且，浅野公介.岩野恵.中川智文原実.渡辺正夫¥日向康吉
高山誠司，磯貝彰(奈良先端大・バイオ， 1岩手大・農，2(株)
採種実用技術研究所)

アブラナ科植物の花粉表層は脂質を含む物質で覆われてお
り、花粉の柱頭上への接着、花粉の吸水または自家不和合性の
認識等、受粉・受精に伴う様々な現象に関与していると考えら
れている。一方、柱頭側においても自家不和合性への関与が指
摘されているSLG(S-Iocusglycoprotein)と相向性を示す柱頭タン
パク質SLRI(S-Iocusrelated protein 1)が花粉の柱頭上への接着に
関与していることが示唆されている。これまでに我々は、 B
rapaにおいて花粉表層に存在する塩基性でシステイン残基に富
んだ分子量60∞-1∞∞のタンパク質群(PollenCoat Proteins; 
PCPs)の中にSLRIと強く結合する物質(SLRI-BP)の存在を見い
出してきた。
本研究ではB.rapaの花粉表層からSLRI-BPの単離、精製を行
い、そのアミノ酸配列を明らかにした。得られた部分アミノ酸
配列を基にB.rapaの紡mRNAからSLRl・BPをコードする塩基配
列を単離した結果、 SLRI-BPは約80残基のアミノ酸で構成され
る分泌型のタンパク質であった。また配列中に8つのシステイ
ン残基が存在し、 SLGとの結合が指摘されているPCP-AIと同
じPCPタンパク質ファミリーに属することが示された。またそ
の発現を調べたところ、成熟時の約で強い発現が観察された。
SLRI-BPはSLRIと特異的に結合することから受粉時に花粉が
柱頭に付着する際に何らかの役割を果たしているものと推測さ
れる。現在、 SLRI-BPの機能を明らかにするために、さらなる
解析を行っている。また、 SLRI-BP遺伝子は広範囲のBrassiω
種において存在することが約mRNAを用いたRT-PCRから明ら
かとなりつつあり、本報ではその点に関する知見も併せて報告
する。
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3aB09 
アサガオ rr-I J変異体に見いだされた新規トランスポゾン
星野教、飯田滋(基礎生物学研究所)

アサガオの TpnlとTpn2は、絞り花を与える易変性遺伝子

座「雀斑(a-:f'削)Jと「吹掛け絞り(s戸ckled)Jより単

離された En/Spm類縁の非自律性トランスポゾンである。そ

れぞれ凹<1G-boxとβgaiactosidaseをコードする遺伝子の一部

を内部に組み込んだ極めてユニークな構造を持つ。一方、 「

r-I J変異体は有色の花筒と白い花弁の花を咲かせる。これま

で安定な変異と考えられていたが、まれに有色の絞り模様が

花弁に生じる易変性変異であることを見いだした。ここでは

r-I遺伝子座の同定を目的に、その表現型から R・I遺伝子の候

補と考えられる CHS-D遺伝子の解析を行った。その結果、

変異体では第 lイントロン内に Tpnファミリーに属する新規

トランスポゾン、 Tpn3が挿入し、野生型とサイズの異なる不

完全な mRNAが花弁に蓄積していることを見いだした。これ

は、 r-I変異が CHS-D遺伝子への Tpn3の挿入によることを

示唆している。その塩基配列から Tpn3は、転移酵素をコー

ドしない非自律性トランスポゾンであり、九そyosinheavy chain 

遺伝子に棺向性の高い領域が存在することを明らかにした。

3aBlO 

アサガオの自律性トランスポゾンの探索

金蓋童、飯田滋(総研大・生命科学、基生研)

自律性トランスポゾンは転移に必要なシスエレメン

トと活性な転移酵素遺伝子をコードしている。一方、

非自律性トランスポゾンは転移に必要な転移酵素遺伝

子を欠いており、自律性トランスポゾンから供給され

る転移酵素によってのみ転移が可能となる。我々は既

に花の絞り模様を賦与する易変性変異a-;1とS問 ckled

は、各々アントシアニン生合成系遺伝子であるDFR、

CHIにEn/Spm系の非自律性トランスポゾン1Tnl、

Tpn2が挿入した変異であることを明らかにした。

古川、 Tpn2の転移はアサガオゲノム上の自律性トラ

ンスボゾンの作用によると考えられることから、この

自律性トランスポゾンの探索を行った。既知の

En/Spm系の自律性トランスポゾンには比較的長い

ORFが見い出されているので、このORF内の構造で相

向性の高い領域を検索し、その領域をPCRにより増幅

させることを試みた。今回は得られたDNA断片の構造

と予測される自律性トランスポゾンとの関係について

論じる。



3aBll 
マルパアサガオの絞り模様に関与する

トランスポゾンTiplωの解析
五以亘王1.4!・定塚(久富)恵世2、土生芳樹2、杉田耕一3、海老沼宏
安3、飯田滋1.2 (総研大1、基生研2、日本製紙、中研3) 

我々は白地に有色の絞り花を咲かせるマルパアサガオ

(かomoeapurpurea )の「条斑」変異の原因が、 トランスポゾン

TipJOOの作用によることを明らかにした。 1守'plOOは花の色

素のアントシアニン合成に働く CHS-D遺伝子に挿入し不活

性化しているが、 TipJOOの脱離が起こると CHS-D遺伝子が

再活性化するため有色の絞りが形成されると考えられる。

「条斑jで絞りの頻度が異なる幾つかの系統において、

Tipl仰の挿入部位の構造は同一であったが、極端に絞りの頻

度が低い一系統では2コピーのTipJOOがCHS-D遺伝子内に

逆向きに挿入していた。この系統での絞り頻度の低さは、そ

の構造に由来するものと考えられる。

1ヲ'pl仰は全長約3.9kbのAc.メDs型のトランスポゾンで、 808

アミノ酸の転移酵素遺伝子をコードし得るORFが存在する。

TipJOOが自律性因子かを決定するため、 η'pJOOが転移した

場合のみGUSの発現がみられるようなベクターを構築した。

このベクターを異種植物であるタバコに導入し転移能を検討

したところ、 Tiplωが自律性の因子であると考えられる結果
を得た。今後、絞り頻度の決定に関連しηiplωの転移活性の
エピジェネティックな制御についても検討していきたい。

3aB12 
アサの雄性に特異的なRAPDマーカーはレトロトラン
スポゾンをコードしていた

医杢造二，近江戸伸子¥福井希ーへ鎌田博，佐藤忍(筑

波大・生物農水省・北陸農試大阪大・工学・応用

生物)

異型化した性染色体をもっ雌雄異株植物・アサを材料

に用いて、雄性に関連したDNA配列の解析を行った。

155種類の任意プライマーを用いたRAPD法により、25
本の雄株に特異的なDNA断片が検出され、これらをプ

ロープに用いて、ゲノミックサザンプロッティングを行

った。このうち雄移転に特に顕著なシグナルが検出された

3つのクローンをMADC1，2，3と命名した。次にアサの

中期染色体像に対し、 MADC1，2，3をプローブに用いて

FISH (fluorescence in situ hybridization)を行った。
MADClは、 Y染色体の長腕末端部にのみ、 MADC2，3

は、全染色体にシグナルが検出された。さらに

MADC1，2，3のシークエンス解析の結果、 MADC11;J:

non-LTR、MADC2，3はLTR型レトロトランスポゾン
の一部と高い相向性を示した。これらの結果、 Y染色体

は、あるレトロトランスポゾンが特異的に、あるいはX

染色体や常染色体よりも多コピー蓄積L、異質化したこ
とが考えられ、レトロトランスポゾンが性染色体の構築

や呉型化に関わっている可能性が示唆された。
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3aB13 
シロイヌナズナ花茎伸長に関与する/JCL5遺伝子の染色体

歩行による単離

主漫差夏、高橋卓、米国好文(北海道大・理・生物科学)

植物の花序形態形成過程を解明するために、シロイヌナ

ズナの花茎伸長に欠損を持つ劣性突然変異株、 acaLiis5

( ac/5)の解析を行っている.ac/5はこれまで報告されてい

る矯性変異株とは異なり、栄養成長期においては野生型と

同じ表現型を示すが、生殖成長期に移行した後の花茎の細

胞伸長に著しい欠損が見られる(1997，Plant J.， 12: 

863-874).またG.AS添加により表現型の回復は観察さ

れない.

ac/51ま第5染色体上院の『明106近傍に存在することが示

された./JCL5の機能解明を目指して染色体歩行による遺

伝子単援を進めており、約4000のF2ラインを用いて一つ

のP1クローン上の約S4kblこ存在範囲が絞られた.続いて

塩基配列解析を行いこの領域に少なくとも11の遺伝子が

存在することが明らかになった.現在これらの遺伝子の解

析を進め/JCL5遺伝子の探索を行っている.これらの解析

結果について報告する.

3pBOl 
シロイヌナズナにおけるアミノ酸トランスポーター機遺伝子群

の発現様式

よ藤洋敬、高瀬尚文、平縁和之、沼田康雄

(奈良先端大・バイオサイヱンス)

シロイヌナズナでは、出!ifft事母のアミノ酸輸送変異株を周い

た相補絞験やゲノムプロジェクトで得られた温基配列情報から

18種類のアミノ酸トランスポーター(繍)遺伝子が同定されてい

る(Fischeret al.， 1998)。これまでに十分な解析が進んでいない

遺伝子については、発現する組織や時期が特異的であることや、

輪送基質が特定のアミノ酸種あるいはアミノ酸類縁体である可

能性などが考えられ、生理的権能に興味が持たれる。本研究で

はゲノム泡基配列情報から同定された遺伝子群に着目し、これ

らの cDNAクローンの単離と発現様式の鯛査を試みた。これま

でに AATLI;宣伝子のゲノミッククローンおよび cDNAクローン

の単離を報告したが、今回更に AATL2とAATL3のcDNAクロー

ンを単離し、これらが互いに異なる mRNAの蓄積パターンを示

すことを明らかにした。また、 AATLIはその一次情造からテ

ッポウユリの雄性配偶体形成過程で発現誘導される LlM8の相

同遺伝子であると考えられるが、今回 AATLIプロモーターと

GUSの融合遺伝子を導入した形質転換シロイヌナズナを作成し

て解析したところ、ステージ 10-ステージ 12の菊において

優占的な発現が観察され、 AATLIはLlM8と同機に緩性配偶体

形成過程において織能することが推察された。



3pB02 
At RAD51遺伝子のプロモーター領減の解析

藍旦宜童、渡盤百合子、;!;瀬尚文、平塚和之、沼田康雄

(奈良先端大・バイオ)

AtRAD51i宣伝子は RecA様タンパク質をコードし、DNA損

傷や細胞周期のS期に誘導されることが知られている。しかし、

その遺伝子発現制御織構は明らかにされておらず、その性状に

興味が持たれる。そこで、 今回 AtRAD51遺伝子の転写制御

に関与する因子を同定するためにプロモーターの解析を行っ

たので報告する。 5・上流恨IJから段階的に欠失させた AtRAD51

プロモーターの下流にレポーター遺伝子としてルシフエラー

ゼ遺伝子を連結して遺伝子銃を用いて各種植物細胞へ導入し、

それらのプロモーター活性について調べた。その結果、

AtRAD51遺伝子の転写活性化に関与する主要なシス因子を含

む約 130塩基対のプロモーター領域を同定することが出来た。

現在、ゲルシフト法によるトランス因子の探索友ぴ結合領域の

解析等を行っている。また、形質転換植物を用いた DNA傷害

に応答する領域の特定も同時に進めている。

3pB03 
細胞質遺伝現象における業縁体ゲノムの能動的分解織構

の顕微分子生物学的解析

iffiH豆盤・東山哲也・三角修己・黒岩常祥 (東大・院-
E里・生物科学)横田明穂 ( (財)RITE 地球環境産業技

術機情)

雌雄同型の配偶子力、らなる単細胞緑藻

Chlamydomonas reinhardtiiにおいて、葉緑体 DNAは母

性遺伝することが知られている。これまで分子生化学

的な解析結果からは、接合後 6-24時間後に雄由来

cpDNAが消失することがω示されており、その際の消失

の選択性は、細菌に類似したメチル化一制限酵素機構を

仮定することで説明できるとされてきた。一方、 DNA

特異的蛍光色素 DAPIを用いた細胞学的解析からは、雄

由来の cpDNA輝点の選択的消化が接合後わずか 40-60

分後に起こることが観察されており 、これを母性遺伝機

構の基盤として説明がなされてきた。

この両者間の時間的矛盾は、解析の対象が集団である

か個々の細胞であるかという相違に起因すると考えられ

る。こうした問題を解決するため、本研究では対象をー

細胞に絞り 、光ピンセットによってー細胞を回収して分

子解析を行うという全く新規のアプローチを試みた。そ

の結果、接合後わずか 40-60分後に起きる雄由来の

cpDNAの能動的分解を明らかにすることに成功した。

さらに阻害剤などを用いた分子解析の結果も踏まえ、メ

チル化一制限酵素仮説の是非について議論したL、。
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3pB04 
減数分裂特異的DNA総換え酵素LlM15蛋白質の細胞内局在

呈星狙之、平縁理恵1、高瀬尚文、堀田康雄

(奈良先端大・バイオ、1慈恵医大・解剖 1・生物研)

LlM15およびDMC1は大腸菌のDNA組換え酵素RecAと高い

相向性を示すタンパク貿をコードする真核生物に普遍的な遺

伝子で、減数分裂特異的に働くことが知られている。LlM15は

核タンパク貨であり、減数分裂前期の染色体上に RAD51タン

パク質とともに局在することなどが明らかされているが、各4重

機能領域の同定には至っていない。LlM15タンパク貿の核局在

あるいは染色体局在等の機能領域についての知見を得ること

を目的として、緑色蛍光タンパク質(GreenFluorescent 

Protein: GFP)との融合タンパク質を細胞内にi宣伝子銃を用い

て導入し、それらの挙動を観察した。その結果、融合タンパク

質はタマネギ表皮細胞とタバコ BY・2細胞においても核局在化

能を示し、さらに染色体への局在も認められた。これはしIM15

が他の減数分裂特異的な因子が存在しない状況においても本

来の局在化能を持つことを示している。また、欠失変異導入に

より、この特異的局在には、ほぽ完全長のLlM15分子が必要

であることが推定された。

3pB05 

ユリ減数分裂前期で発現する遺伝子群の大量解析

誼掻賢査、高瀬尚文、平塚和之、堀田康雄

(奈良先端大・バイオサイヱンス)

テッポウユリの花粉形成は同調性が高く、時期お

よび細胞が均一なサンプルを得ることが出来る。

我々はその特性を利用して減数分裂前期で発現する

遺伝子の網羅的解析を試みた。減数分裂前期由来の

cDNAライブラリーを用いたランダムシーケンスを

企図し、重複して存在するcDNAクローンの選択を

避ける簡便な方法を用いることにより存在率の低い

cDNAクローンの効率的な選択を行った。

得られた計418個のcDNAクローンのうち約40%に

既知の遺伝子との相向性が見いだされた。いくつか

のcDNAクローンに関してRNAゲルブロット解析に

よりステージおよび組織別の発現量を調査した。そ

の結果、減数分裂進行に伴った発現量の変動が認め

られるcDNAクローンが見いだされた。#492クロー

ンは遺伝子情造から新規なプロテインキナーゼと予

想され、転写産物の蓄積は花粉母細胞特異的であ

り、減数分裂厚糸期でピークを示した。今回、 #492

クローンを含めて他のcDNAクローンについても概

要を報告をする。



3pB06 
シロイヌナズナの訓A大規模解析プロジェクト
革主皇盟重、佐藤修正、中f保一、田畑哲之(かずさ聞A研究

ゲノム塩都列からタンパクコード領域を正確に特定するに
は、制Aの聾造情報が不可?にでが。シロイヌ抗ナにおい
すは35加を越える匝情報か凶際ァータベースにす巴されてお
り、コンヒユーターによる解析からこれらは全遺伝子の約跡。

持需品じれ担軽i限状主主lj崎竺!?注射i
山7同五副長郷機短縮臨みzi

3pB07 
シロイヌナズナゲノム塩基配列決定プロジェクトの

進捗状況

旦盟主主、金子貴一、中村保一、加藤友彦、小谷博
一、浅水恵理香、宮嶋伸行、佐藤修正(かずさDNA

研究所)

我々は、高等植物のもつ遺伝情報、遺伝制御系の

包括的理解を目的として、欧米5グループと共に
2000年末の完了をめざしてシロイヌナズナのゲノム

塩基配列決定プロジェクトを進めている。我々のグ

ループは5番、 3番染色体を分担しており、 1998年
12月現在で、約13Mbの確定塩基配列を決定してい
る。得られた配列については、相向性検索や計算機

による遺伝子領域予測を行い、その結果はwebデー

タベース[http://www.kazusa.or.jp/arabi/Jを通
じて公開している。これらの解析から、シロイヌナ

ズナの遺伝子密度はl遺伝子/4.2kbと非常に密であ
ることが明らかになった。また、全領域について構
造が推定できる1.600余りの遺伝子の分析から、イ

ントロンを含む遺伝子の平均長は2.0kbであり、そ
の78%がイントロンを含んでいることがわかった。
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3pB08 
シロイヌナズナタグライン共同利用システム

加藤友彦、佐藤修正、田畑哲之(かずさDNA

研)

シロイヌナズナゲノム塩基配列決定プロジェクト

の進行とともに、大量の遺伝子構造情報が蓄積しつ

つある。これらの情報を利用して個々の遺伝子の機

能解析を進める際には、多数のタグラインを整備し

目的の遺伝子の破壊株を分離することが重要なステッ

プのーっとなる。しかし、大学等の個々の研究室で

多数のラインを作製、維持することは、空間、労力

面での限界から困難な状況にある。そこで、研究者

が個別に作製し保存しているタグラインを集めその

有効利用を促進するために、タグライン共同利用シ

ステムを設立した。本システムの概要を以下に記す。

1)個別にライン化された挿入ラインを所有する研究

者が種子をかずさDNA研究所に寄託する。

2)かずさDNA研究所はDNAの調製を行う。

3)スクリーニングを希望する研究者は目的の遺伝子

の破壊株をPCRにより同定する。

3pB09 
シロイヌナズナゲノム解析情報閲覧システム

Arabidopsis Genome Displayerの開発

~H畳二、宮嶋伸行、田畑哲之(かずさDNA研)

国際分担プロジェクトにより DNAデータベース

に登録されたシロイヌナズナゲノム塩基配列は 40
メガベースを超え、すでに全ゲノムのほぼ 113がリ

リースされた。その一方で塩基配列からの遺伝子構

成の推測には時間を要し、遅延が生じる傾向にある。

また、解析を行なうグループごとに遺伝子構成を推

測する方針と機能予測の基準が異なり、それぞれの

情報提供サイトの情報量も異なるため、一般の研究

者による配列解析情報の利用は容易ではなかった。

そこで、塩基配列上に予測される情報をより適切な
形で提供するための新規ウエツフブeサイトを作成した

(小ht即tやp://υ/www.k同az却us鈎a札.訓J伊p/a紅ra油bν仰)。ここでは、計算機に
よる種々の配列解析の出力をグラフイクスとテキス

トをリンクした形式で示し、染色体上の特定領域に
関心を持つ研究者が、そこに存在する遺伝子の構成

を予測し個々の機能を推測するための解析情報に容

易に到達できるよう構成した。シロイヌナズナゲノ

ム塩基配列決定プロジェクトに参加している他のグ

ループのデータも順次再解析を加え掲載していき、

最終的にはシロイヌナスナゲノムの全塩基配列の解

析情報を検索し閲覧できるサイトとして提供する。



laCOl 
P700濃縮粒子のサブピコ秒レーザーフォトリシ

ス:励起エネルギーはどのように反応中心に伝達さ

れるか?

熊崎茂一、古;幸宏好、吉原経太郎、池上勇 1 (北陸

先端大院、 1帝京大・薬)

P700当たり 16個のChlaしか含まない光化学系 I

標品を用いて、 662nmで短波長に吸収を持つChla 

を励起したとき、および696nmでP700を主に励起

したときの励起エネルギー移動および電荷分離過程

をサブピコ秒領域での経時的吸収変化を測定するこ

とにより比較した。

1. 662 nm光で、は、励起エネルギーは0.4psで665・

670 nmから680・690nm(こ吸収を持つChlへと移動し、
10 psで電荷分離状態(P+-Ao)が生成するにつれて減
衰する。 675nm(こ吸収を持つChlへ伝達された一部

の励起エネルギーは18psまで減衰しない。
2. 696 nm光で、は、励起エネルギーは0.4psで690・
695 nmから675・685nm(こ吸収を持つChl聞に拡散す
るが、 7psで、電荷分離状態(P+-Ao')が生成するにつれ
て減表する。

3.以上の結果から、 P・A-Aoの聞では非常に速いエ

ネルギーの平衡化がおこると考えられる。

laC02 
光化学系 1psaEアンチセンス組換え植物の光合成特性

清水徳朗，徳富(宮尾)光恵山本直樹 I(農水省・四国農業

試験場農水省・農業生物資源、研究所)

光化学系 l複合体(PSI)を構成するサブ、ユニットのうち、電

子伝達には直療関与しない PsaDとPsaEサブ、ユニットの機能

を解析する目的で、カラタチ(Poncirustrifoliaω)を材料として

2種の PsaD(PsaDa、PsaDb)とPsaEサブユニットに対するア

ンチセンス組換え植物を作出した(昨年度本大会で発表)。

今回、パルス変調クロロフィル蛍光-P700解析装置(PAM'
101， Walz)を用いてこれら形質転換体のクロロフィル蛍光特
性とP700の光酸化キネティクスを解析した。
測定に用いた形質転換植物はカラタチ台木に接木して増

殖させたものを用いた。測定は着生状態の生葉について行

い、業内の P700量は far・r吋光を生葉に照射した時の
820nmにおける吸光度変化として求めた。
各組換え体の葉内の P700量を検定したところ、psaDのア
ンチセンス組換え体ではいずれも野生型と有意な差は見出さ

れず、クロロフィル蛍光特性にも相違は認められなかった。 一

方、psaEアンチセンス組換え体では測定した 16クローン中 4

クローンで葉内 P700量の低下が認められた。また、業内
P700は far-red光による酸化を受けにくくなっていた。これら
のqPとFvlFmは低下していたが qNは上昇していた。qPの

低下と業内 P700量の低下には相聞が認められた。
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laC03 
クロロフィルから見た系l型反応中心の化学進化

浜野岡1)宏主、山村麻自主、安久津聡1、秋山満知子1、
井上和仁人大岡宏造"原正之4 森田勇人S、
林秀興)6、JanAmesz6、渡辺 正7、木瀬秀夫1、

土並一正蓋，('筑波大、 2神奈川大、 3阪大、‘工技院、 5愛媛大、
6Unlv. Lelden. 7東大)

光合成反応中心は電子受容体によってこつに大)31)できる。ひ

とつは、 Fe-Sが電子受容体として機能している系1型反応中心

(RC1)であり、もう一つは(パクテリオ)フェオフィチンが電子

受容体として機能している系2裂反応中心(RC2)である。

RC2型のRCは、その相同性から紅色光合成細菌のRCが光化学系

2 (PS2)のRCに進化したと一般には見なされているが、両者で機
能しているクロロフィルの分子織造は大きく異なる。これに対

し、 RCl型のヘリオバクテリアとPSlの場合、それぞれで機能す

るパクテリクロロフィル g(日Chlg)とクロロフイjレa(Chla)は
互いに異性体の関係にあり、分子内水素転位が起こればBChlg 

はChlaになる。そのため、光照射による異性化がこれまで試み

られて来たが、酸化的副産物が多量に生成する。

我々 は最近、酸触媒によりBChl gIJ~速やかに、 E羽生成物をほ

とんど生じることなくChlaに異性化することを見出した日。こ

のことは、ヘリオバクテリアがPSlの祖先であることを強く示唆

する.同様な異性化がBChl bでも観察されたが2¥異性化によ

り生じる3-desvlnyl-3-acetyl-Chl aで光合成を行っている生物

はこれまで見つかっていない。

!) H. Kobayashl et a1.. Anal. Chlm. Acta. 365. 199 (1998) 
2) H. Kobayashl et a1.. Ana1. ChJm. Acta. 361. 285 (1998i 

laC04 
紅藻PSIIの表在性33kDa蛋白遺伝子のクローニング
皇山監皐&太田尚孝，沈建仁榎並勲(東理大・

理・生物理研播磨)

高等植物やラン色細菌の 33kDa蛋白のアミノ酸配
列については数多くの報告があるが、紅藻の 33kDa 
蛋白に関する報告はない。本研究では、好酸性紅藻

チアニジウムの 33kDa蛋白をコードしているpst幻
遺伝子のクローニングを試みた。まず、 33kDa蛋白
のN末端アミノ酸配列からミックスプライマーを合

成し、 λベクターに組み込んだcDNAをテンプレート
にPCRを行い、コードするDNA断片を得た。得られ
た配列から再度プライマーを合成し、 λベクタープラ
イマーとPCRを行うことにより、 5羽リおよび3'側の

配列を決定しようとしている。その結果、現在のと

ころ、 33kDa蛋白の mature部分の配列を決定する
事ができた。紅藻チアニジウムの 33kDa蛋白は258
アミノ酸から構成され、その分子量は 28599であっ

た。既知のアミノ酸配列との相向性を検索したとこ

ろ、ラン色細菌Synechocystis PC6803のものとは
40.3%、クロレラとは45.7%、ホウレンソウとは

44.1%のホモロジーを示した。なお、紅藻チアニ

ジュウムの33kDa蛋白のアミノ酸配列には、他植物
種には存在しないユニークなインサーションがアミ

ノ酸配列の180-185の位置に見られた。



laC05 
光化学系II23kDタンパク質(OEC23)の機能部位の
探索
伊福健太郎、志賀美菌、佐藤文彦

(京大院・農・応生科)

光化学系II酸素発生系のJレーメン側に表在する
23kDのタンパク質(OEC23)は、水分解の過程に不
可欠な補助因子であるカルシウムイオン並びに塩
素イオンの局在化に関るとされている。しかしな
がらその分子レベルでの機構は明らかにされてい
ない。そこで我々は、組換えOEC23の大腸菌にお
ける大量発現系を確立した。ついでその系を用い
て、ホウレンソウ、タバコ(4種)、キュウリ由来の
組換えOEC23を精製し、ホウレンソウ光化学系II
複合体とのinviω再構成実験を行った。その結
果、 OEC23の一次構造は種間で高度に保存されて
いるにも関らず、酸素発生活性を回復させる能力
には大きく差があることが判明した。現在そうし
た事実をもとにOEC23の機能部位の同定を行うべ
く実験を進めている。

laC06 

CP43にヒスチジンタグを連結した好熱性ラン藻
s. elon~atus 光化学系 11 コア複合体の性質
整通蓋亙、井上頼直 (理研・光合成科学)

我々は CP43のC末端にヒスチジンタグを連
結した s.elon~atus を作製し、その遺伝子組換え
細胞から短時間で光化学系 11コア複合体を精製
した。 DMで可溶化したチラコイド膜を NiZ+アフイ
ニティークロマトグラフィーに供して得られたコ
ア複合体は、D1、 D2、CP43、CP47、33kDa、12
kDa、Cytc・550およびCytb-559から成り、 45'C
で3，400μ11101img CNr' h~ の高い酸素発生活性を
示した。酸素発生活性は電子受容体の種類により
温度依存性が異なった。コア複合体は、暗黒条件
下 20'Cでは少なくとも 8日間は 90%以上の酸素
発生活性を維持し、 21日後でも 75%の活性を示
した。これらの SDS-PAGEでのバンドに変化は
認められず、好熱性ラン藻のコア複合体が室温で
長時間安定であることが示された。コア複合体の
S2Qaおよび~l.Qムはそれぞれ 46' Cおよび 22・C
に…発光温度を不した。これらは野生株細胞と同
じ温度であるが、常温性ラン藻やホウレンソウ
BBYより約 15'C低い。 His+Q.の発光温度が
BBYと同じ -22'Cを示したことから、 ドナー側
のポテンシャルが常温性のものと異なると考えら
れる。
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laC07 
D1タンパク質のランダムなアミノ酸置換で得られた

Synechocystis sp.PCC 6803光化学系H機能領傷株
の解析

山里盟弘，佐藤公行(岡山大・理・生物)

酸素発生型光合成を特徴づける光化学系H反応中心

は、 psbA遺伝子にコードされる 01タンパク質を中心

に構築されており、このタンパク質には反応中心の機

能に直接関与するアミノ酸残基が数多く存在している

ものと推測される。以前の研究で、ラン藻

Synechocystis sp. PCC6803の変異株(Cm4t，-l)につ
いて、 01タンパク質上の広範囲の領域(S148-V358)

を対象とした PCRランダム突然変異誘発とニトロフ

ラントイン処理によるスクリーニングを行い、光化学

系II変異株が多数得られた。本研究では、その変異株

の一つ(NfRK02株)について、その光化学系 IIの特徴

を、蛍光の誘導期現象、部分活性、熱発光などの測定

により解析し、この株では、光化学系II複合体は形成

されているが、その機能が酸化側において不完全であ

ることが確認された。さらに、この変異株の持つ2つ

のアミノ酸置換(N296I10319E)のうちどちらがこの
機能欠績に関係しているか特定するため、部位特異的
変異株について同様な解析を行い、 2箇所の置換での

強調関係を示唆する結果を得た。

laC08 
PsbTの系Eコア複合体内での存在部位と機能の解析

本直記血、高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

系11のPsbTは葉緑体にコードされた小型で疎水性

のサブユニットである。我々はすでに、 PsbTが光

損傷を受けた系II複合体の修復課程や緑化過程での

系E複合体の生合成に関与していることを報告した。
本報告ではPsbTの系E複合体内での存在部位を調べ

るため，系Hコア標品を部分解体しPsbTの分布をウエ

スタン分析で調べた。 ドデシルマルトシドで可溶化

したチラコイド膜からショ糖密度勾配超遠心法とイ

オン交換カラムクロマトグラフィーを用いて精製し

た系Eコア標品を、チオシアン酸カリウムで処理し
て部分解体し、イオン交換カラムクロマトグラフイ

ーで解体産物を分画した。その結果、 CP47、CP43

および反応中心標品 (DIID2)が分画された.各画

分をウエスタン分析で調べると， PsbTは系E複合体

から遊離された画分と反応中心標品が分離された画

分に見出された。以上の結果はPsbTが系E反応中心

と隣接して存在していることを示しており、このポ

リペプチドが光損傷を受けたDlの修復や系E複合体
の生合成において中心的な役割を果たしているとい

うこれまでの実験結果を支持している。




